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野 津 原 方 言 集  NQ2 4号  《通 算 34号 》

表 紙 画 ‐ 故 郷 ア イ デ ア 集 団

題 字
・…姫野 順子

☆  ご協力いただいた皆様

松 岡実。橋本杉平。内藤忠人。小野肇。加賀尾秀忍。

岡本政雄。足立勇。酒井次郎。寺司勝次郎。菊屋奈良義。

首藤 チエ.森下 フ ク。斎藤茅子。波多野直入。川西哲男。

波多野テル子。橋本寛治。豊東サッキ。渡辺政喜。

佐藤敏子。斎藤キ ミエ。小野雄司。雨川元善。

工藤健一。武田鈴恵。飯倉健次。川辺毎。

★  使 わ せ て いただ い た 資料

野津 原村 報 。野 津原 町 史。文化 財 調 査 資料。宇 曾 山物語 。

歴 史記録 会 。野津原 伝統 文化 継継 承 史。 文化 協 会 放送 部 。

町 中央 公民 館 資料 。 肥 後街道 調 査 会 資料 。 月 の唄 資料 。

あの 日あの時資料 。 大 分県百 年 資料 。 読 み聞 か せ 資料 。

調 査 ス タ ッフ

小野寿祐、佐藤源治、那須政子、赤星 ヨシミ。

監修 …小野寿祐、赤星 ヨシミ。 カ ッ ト…那須政子。

印刷製本 …小野寿祐、那須政子、赤星 ョシミ。

編集 プ リン ト…佐 藤源治。

平成 29年 4月 吉 日

野津原方言調査会 大 分市 大 字 竹矢

会長  小 野寿祐
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表紙 画が 今回は『故郷 アイデア集団『 の 皆 さん たちの

ご支援で 構成 してあ ります。多 くの皆 さんが

影か ら支えて  くださることで 単 な る方言の

単語並べですが ユニ ークで面 白いと 方言の

専門家の先生がたの おほめ も頂戴 いた しま し

た。感謝 申 しています。

野津原で方言調査 に 取 り組んで早 い もの 25年 にな りま し

た。素人が今だか ら 残 しておけば将来  この種 の研究や参考 に

で もなれば と 多 くの皆様 の ご支援  ご協力 によ って よ くも

まぁつづ いた ものだ と 感謝 申 しています。毎回の発行は 本当

は ご愛読 くださる 皆様が発行 しているよ うな ものです。

途中か ら  『方言単語 』を さ らに出来 るだけ 全てを取 り上

げま して 毎回分割 して掲載  この号で『『 つ』の項 目『 テ』 ま

でたど り着 き その合計 も 21495語 に な りま した。勿論

同 じ単語で意味の異 な る そんな ものまで列記  してあ りますの

で 多 くな っていますが  案外使 っていて 物珍 しさ も あ りま

す。

ただ使 ってはいけない 差別用語 卑劣な下品な 方言 もあ り

ますが 方言集の性格上  ご了承 ください。 シ リーズ物 も 肥後

街道、表国道街道、 に続 いて  『 五助馬子歌 …宇曾山街道』 も

今回が『 4』 まで進み ま した。『宝の玉手箱』 には 知 らなか っ

た逸話や  『女性 の底力』では  『 みんな苦労 してい るんだ』

と 気づ く 隠れ人情話が 浮 き彫 りされ ます。

余暇 にクス ッ ト笑 い チ ュンと涙す る そんな時間 も

よいので は……それが方言で 結ばれているのです。

あ って
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★ 方言 単 語『 つ』 の項『 テ』
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★伝言板 ……………………………………loO もくじ終わ り。

四国の方の新聞投稿では 大分は 自然 に恵 まれ 海、山、温泉

など いっぱいが身近 な 周辺にあ って 素晴 らしい県。その中

で も シイタケ、 カボス、など 食べ物に も豊富 な 健康を維持

す る 栄養産物が含 まれて だか ら皆 さん お元気だなと 書 い

て あ りま した。

恵 まれた食材 も大事  それを旬 に使 い 食べ るの も 意義が あ

ると思 います。

方言 も野津原で使 う そんな方言が全国で も 1っ か 2つ は

使われて います。北海道、沖縄、を除 いて 各地 にあ って 方言

こそまさに 人間の全国共通言葉。古 い先人が使 った この方言

を これか らも 大切 に発掘 して 多 くの記録を残 し その ご支援

を いつ も惜 しみな く して くださ る皆様 に ご恩返 しと感謝を

申 し上げます。

安蘇の噴火の溶岩が  こち らまで 流れつ いたのは  5億 年 も

前 の こととか そ う言えば谷底が 一面岩の ままに 残 った場所

が各地 にあ ります。 ジオパークとか言 ぅそ ぅです。当時の残 った

高 さの 並 びを見渡す と 舟の呼称 などが あ って 仄かな ロマ ン

や 夢が浮 き立ち まだ続 けない とと ファイ トも湧 きます。が

その影 には 常 にご愛読の 皆様 のお力添えが あ り 感謝 もう し

あげます。
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甦 る故郷 の唄『 七瀬 音頭 』 に 3重 の 輪  『 十 人十 色 』

東部 小学校 で  ふ れ あ いの会 が あ り  『 音 に触 れ学 校、 家庭 、地

域 に感 謝 して繋 が りを深 め る』 音 楽会が 生 徒 、教 師、保 護 者  更

に地域 の人 た ち も参加  素晴 ら しい雰 囲気 が 醸 し出 され た。 歌 は世

界 を結 ぶ愛情 の リボ ンと 言 わ れ るよ うに 心 の絆 も深 ま り情 愛 こ

まやか な 会場 の妙 な る旋 律 は  いつ まで も余 韻 残 して … …。

このプログラムの中に 恋人 に出逢 ったよ うな『七瀬音頭』 も

踊 りを伴 って 平成 に生 まれた故郷の人たちの 作品民謡が披露 さ

れ る機会。踊 り振 りは吉野先生の 指導で地 元では毎年 盆踊 りの

際 に踊 られているが 小学校の音楽会 に参加 したの も 故郷 の歴史

探求が熱心な生徒 たちの 熱情が引 き付 けたのては。

踊 りの説明 と手 ほ ど きに 前 もって練習 した教 師 も 進 ん で先導

生 徒 や保護者 も この会 を盛 り上 げ るため に 踊 りの輪 に加 わ ると

上 手 に 手裁 き足 の運 び も器 用 に覚 え 生 徒 の気 持 ちを盛 り上 げ る

相 乗 効 果が見事 に実 って  これ か らは運 動 会 の マ ス ゲー ム に も

参 加 す るので は あ るまいか。

中部小学校で も平成初期 に 故郷民謡が運動会 マスゲームに 取

りあけ られて公開 した こと もあ り 故郷の歴 史 も刻 まれた 歌の心

が改めて陽に輝 いたよ うな光景。江戸期の宿場町で もあった野津原

の 歴史 も香 る民謡が見直された そんな嬉 しさに もな りま した。

方言 も少 し仲間入 りして いる 七瀬音頭 これか らもきっと 多 くの

皆様 に愛 され踊 られ る そん な風情が生徒 の愛郷心を 育てて くれ

そ うです。挨拶が よ く笑顔で元気 に 行動す る生徒の横顔 には歓喜

な 躍動が汲み取 れ るよ うです。 この 日は生徒 の『音楽物語』『音

楽の花東』『輝跡 と大河』『吹奏楽団演奏』『 全校合唱』 などが

会場一杯 に繰 り広 げ られ ま した。

(フ フヽ



ふ るさ と民謡  『 七 瀬音頭 』 石原 美希 …詩 。 沢野 雅 子 …曲

ハ アー 里 は宇曾か ら み ど りの野か ら

明 け りゃ川面 に 鮎が飛ぶ  ソレ

揃 うた揃 うたよ 心 も一つ 野津原 よいとこ七瀬の里 の

いきいきいい町 ソ レ人づ くり。

ハ アー あの娘年頃 朝露濡れて

牛を育て る い じらしさ ソ レ

揃 うた揃 うたよ 今市原 に 野津原 よいとこ七瀬の里 は

水 と緑 と ソレ安 らぎが。

ハ ア ー 昔 しゃ馬 子 唄 肥 後 街道 の

上 り下 りの  石 だ たみ  ソ レ

揃 うた揃 うた よ 行列 過 ぎ りゃ 野 津原 よ い と こ七 瀬 の里 の

愛 と人 情 の  ソ レ花 も咲 く。

ハ ア ー 北 の野 野 台  南 の四辻

諏 訪 の石 仏  夢 さめて  ソ レ

揃 うた揃 うた よ 幸 せ づ くり 野 津原 よ い と こ七 瀬 の里 は

老 い も若 き も ソ レ生 き生 きと。

ハ アー ニ ラにカボスに シイタケ久保茶

柿 にイチゴに 七瀬味 1曽  ソ レ

揃 うた揃 うたよ 真心 こめて 野津原 よいとこ七瀬 の里の

上の香 りに ソ レひと目ばれ。

ハ ア ー 今年 じゃ豊 年  祭 りの笛 が

実 り嬉 しや  十五夜 の  ソ レ

揃 うた揃 うた よ 櫓 の上 で 野 津原 よ い と こ七 瀬 の里 は

森 と泉が  ソ レ日本 一 。

平 成 元年  野津原 町政 施 行 30周 年 記念  故 郷 の民 謡 祝 い唄
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孫 の気 づ いたバ ス の旅

『今 日は大分 ま じバス じ行 くで』『 え つバ ス じ行 くん な』 滅多

に乗 らんバスに 好奇心旺盛 な孫 は 乗 った途端か る 大は じゃぎ

。二人か けん椅子 に 一人 じデ ンと座 って 大威張 り。 そ りゅう見

た ジイチ ャンが  『 こ らお客さんが  :乗 ると困 るき ちゃん と横

をあけち ょかにゃ』 :不 服 そ うな 孫 は ジロ リ晩ん じ 横によった

次ん停 留 所 じ 若 い人 が 乗 ると 孫 の横 に座 った。 『 あ りゃ一

あん た お利 口さん じゃな ぁ ち ゃん と横 あ け ち ゃ るな ぁ』『 …』

ジイ チ ャ ンは嬉 しか つた。 若 い人が  た った そん  く らいん事 を

ほめち くれ た き 孫 も『 い い事 を したん じゃ』 ち 自信 がで きた ご

た る。 テ レクサ ソウに 横 向 いた孫  若 い人 は次 じ 降 りる ごた る

若 い人 は  『 あ りが と う 気 をつ けて な』『 は い』 あ りゃ孫 ん

やつ 素 直 に返 事 したゎ い。バ ス は  わ りに少 な い お客 さん じゃ き

席 は多 くあ いち ょる。 また孫 が一 人 占め ち 動 くの 見 ると こん

だ は降 りる シヨか  内側 にず り寄 っち 一 人分 はチ ャ ン ト あ け ち

コ ッチ見 よ る。

次 の停 留 所 じ こん だ年 寄 りが乗 って きた。孫 の横 に と 思 って

立 ち止 ま った ら  『 お じい さん  こ っち空 いて ます 』 と 意 外 や

意外 な声 に  ジイ チ ャ ン も タマ ガ ッチ シモ ゥタ。『 リャーア イ ツ

や りお ったの ぅ』 降 りる停 留所 が 近 くな った。信 号 で止 ま る と

エ ンス トした時  『 ジイ チ ャ ン エ ンジ ンが 』  『 ア ンナ油節 約 じ

止 めたん で』『 そ うか』 ニ ッコ リ笑 う孫 ん顔 。 Fい くつ も勉 強 が

で きた』 ち 嬉 しい  じい ち ゃん。『 オ ジイ チ ャ ン 止 ま っちか る

立つん で』『 は― い』 孫 の頭 を こつ ん … … とその 時 じゃつ た

運 転手 に向 か って  『 あ りが と うござ い ま した』 ジイ チ ャ ン も

つ りこまれ て  『 お世 話 に な りま した』 な にか嬉 しい車 内で した

この まま乗 って いた い 思 いで じゃつ た。

康 峰

診



帰 りのハ ス に乗 った時 じゃっ た。整理券 を 取 り忘 れ た 人 が

ぉ っち運転 手 さん に 話 して ぃた。 『 お客 さん 椅 子 に お か け く

だ さ い 危 な いで す か ら 整理 券 は コ ン ドか らは 忘 れ な い よ う

に と って くだ さ い 今 日はよいです か ら』 と 優 しゅう ~丁寧 に

説 明 して お る き 孫、も真剣 に 耳 を 向 けて 聞 きよ つた o

そん格好が ぉか しか ったんか クスツと 笑 ぅと 気が ちい

たんか  『 どけ したん な』 孫ん声 に  『 いん に ゃ 何でんね ぇ

き』 そげ―言 うと  『や つぱ わ しん孫 じゃ』 ち 自慢 しとう

な りま した。『 つ ぎは
‐
田吹橋です』 早め に言わないと ち ょ

っ と 油断 しち 慌てち立ち上が ると困 る。

『 ぁゎ てんで も ょ ぃです ょ 止 ま って か ら 立 って くださ い

は ぃ』 と 運 転 手 さん な お客 さんが 慌 て ん ごつ  ゆ つ くり と

ガ ィ ドしよ る。 じつと見 ち ょっ た 孫 は  も し慌 て た ら す ぐに

も立 ち上が って  ち 思 うたん じゃろ う。 で ん  ガ イ ドが  あ っ

た き 降 りるお客 さん も ぉち ち 一 ち ゆ っ くり と 座席 を立 ち

あが り ば ちば ち 歩 き出 した。

じっと まばた きもせん じ 見っめた孫の姿  じいちゃん も

なん か 嬉 しい場面 じゃき 大 きな声 じ 『 これ わ しん孫で』

ち 言 いたげな。孫 も そ りゅう じつと見つ めち  『 じいち ゃ

ん  どげ したん』 は つと気がち――ち  『 いん に ゃ 何でんね ぇ

ど』 自分の格好が  よつぽず ぉか しか ったんか 顔色が赤 ぅ

な ったんが ゅ ぅゎか っち ょるごたる。

『 あ りが とう ございま した』『お世話 に な りま した』 :笑

顔 じあいさつす ると 降 りた 2人ん  ミニバ ス旅行 心 までホ ノ

ボノ した 嬉 しい日で した。 きつと 回 りん人 たち も 楽 しい

時間 になったん じゃなかろうか。お じいち ゃんが  1孫ん頭 を そ

っと撫で ると  『 おお きに』 タマガ ッタ 孫 が  『 お じいち ゃ

ん  ど したん な』 二人の 笑顔 はいつまで も……。
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優 しい天女 の 里娘 え の 恩返 し

あ る時ん事 じゃった。 どうした間違 い ジャツ タンか 天か ら娘

が舞 い降 りち来 た。全 く知 らん場所  じゃモ ンジャキ 困 っち し

も ぅた ら 里ん娘 が気がチーチ 側 ぇ寄 っち来 ると 籠 に もっち

ょっ た 苺をサイデータo天女 は オ ジイゴタル 思 い じゃつ た

が 顔を見なが ら 手をサイデ ーチ 恐 る恐 る 日に した ら そ

ん苺ん なん とま ぁ 美味 しい こと。

嬉 しさと心 優 しい モテ ナ シに 時ん タ ツ ノ ン 忘 れ ち シモ ウ

タ。 ィ ッ トキ しよ る と 二人 ん 気 持 ち も と け お うた  ごっ な っ

ち話 も 弾 ん じ 美 味 しい苺 は 見 るみ る へ つち シモ ゥタ。 里

ん 娘 も ほん と うは 家 に持 って帰 るん ジャツ タガ  コゲ ~喜 ぶ

天 女 ん 顔 ぅ見 る と ソ リャモ ウ 言 えん じゃつ た。

そげ―す るなかめ 時間はどん どん 過 ぎち 日ぐれにな り

あた りが うす暗 ぅな りよった。 タマガ ッタ 天女は『 しま った

大変』 そ う言 ぅと  『又 あいま しょう』 と 言 うと パ ツ ト

トビタ ッチ 飛んで行 っち しもうた。里ん娘 も 惜 しい思 い じ

急 い じ 後追 っか けたが  もぅ 雲の中に消 ゆるごつ 見えん

ごっ な っち  しも ぅた。

そん ウチニ つ まづいち そんハズ ミー足 ぅ くじいち血が

流 れでだ した。 それでん 里娘 は 追 いか けち走 る。 そん姿 を天

か る じつと見 ち ょつた 天女 は哀れ と 思 うと持 っち よつ た

大切 な  『 お守 り袋』を サ ッ ト 落 としま した。里ん娘は何が

落 ちたんち 立 ち止 まると そ りゅう受取 っち 開 けち見た ら

中に 薬が入 っち ょって きっと天女が  『 傷 の手当てを  しな

さい と」落 と したん じゃち 解 った ごたる。

す ぐそん薬を 傷 口に塗 ると あげ一痛か ったんが す う一と

い7
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ゅ ―な っち  え― と笑 顔 も コボ レデ ー タ。 それ でん ま ぁ天女

ん  姿 ぅ追 い よ る ごた る 目 じジー ト空 を 見 す え チ ョツ タ。

『 ドコカ ル  来 たん じゃろ うか  もイ ツベ ン ア イ タイナ ァ』

ミアゲ タ空 も だん だ ん 暗 く な っち西 ん そ らに ゃ 星 も輝 い

ち ょる。

ぃ っときショッタラ 傷んイタ ミモ  ユウナ ッチ  『 もう

ショヮネ ェキ』ち, 全 身ぬ 動 か しち もみた。傷が ミル ミル

ナォル ト 元気 も元 に 戻 っち お まけに すば らしい美人に

も な っち よつたo『 あ りゃ一 いいがえ~ うつと』 里娘

は 嬉 しい気持ちで 歌 いなが ら お うちに帰 りま した。

家 に帰 って  あん ま り 嬉 しそ うに シチ ョル  そん姿 に親 は

『 ど したん な 気持 ちが 悪 いが え』『 いんね  こげ こげで』

里娘 は 天女 とん  今 日ん巡 り合 わ せ を 親 に話 しま した ら

親 もタマ ガ ッチ  『 何 え  そげ こっ ぅ』『 そ うで  嬉 しい』

親 も娘 ん  優 しい気 持 ちが 相手 ん 天 女 に 伝 ゎ った そん

お礼 に『 守 り袋を』 ち 泣 き出 しち  しま った ごた る。

二人の娘 は それ ぞれ 違 った環境 ん中 じ 生 まれ育 ったが

相手 に 対す る優 しい 心 くば りは 誰に も通 じ合 うもん。 ま

してや 知 らない土地で 親切 にされ る その行 いは 心の底

まで 温か くもしち  くれたか らです。別れ るの も そんな

宿命 運命で もあ ったのです。

いつで も相手に 優 しゅうす る心  気持ちは 相手を大切 に

す る事で  自分 も 大事 にされ る 世 の中ん仕組 みに なっち

ょるルールなのです。人間 も一人 じゃ 生 きて行 けない 大事

な決 ま りを ちゃん と 守 ったか らこそ ご褒美 と して 守袋

を もらったのか も 知 れませんね。

《野津原に伝わ る民話か ら》

炒



●●◎ 方言説明 ◎●●

5P ま じ…まで。行 くんな一行 くのですか。 こら一 これ これ。

あけち ょかに ゃ…あけておかないと。あけち ゃるな ぁ…あ

けてあ ります ょ。 たったそん …ささいな。 したん じゃ…実

行 した。 ごたる…ようです。わ りに一予想 よ り。 シヨ…準

備。チ ャン トー しっか りと。 コ ッチ… こち ら。 アイツ…孫

は 。

6P コ ン ド…次は。 どげ したん … ど うしたの。 じゃろ う…で し

ょう。でん…で も。おちち―た…落ち着 いて。ぼちぼち一

ゆ っくりと。 そ りゅう一それを。 どげ したん な一どうした

の。いん にゃ…いいえ。 よつぽず …よほどoち よるごたる

一そのよ うです。 タマガ ッターび つくりした。

7P ジツタンカーそ うで したか。モ ンジヤキー ものですか ら。

サイデーチー差 し出 して。 シモ ウター しまった。 ジャツタ

ガーで したが。 コゲー… この よ うに。 ソ リャモ ウ…それは

それは。 しも ぅた… しまった。ハズ ミ… うごきで。

8P コボ レデーター表情 に現れた。 シヨッタラ ‐̈していた ら。

ユ ウナ ッタ・…よ くな った。 いいかえ うっと…よいですよ私

は。 シチ ョルー している。そげ― こつ…そん な事を。

『 子 ど もん 目か ら』

バ ス に乗 る機 会が ス ク ノ ウナ ッチ 《少 な くな って 》 整理券 を

取 って 降 りる時 に その券 に合 う料 金 を賃 金箱 に入 れ る。簡単 な

手順 じあ ってん  運 転 手 は瞬 時 にそれ らを  見 た り賃 金 の間違 い

ね 一か くな いか》 を  確 認せ に ゃな らん 《しな くて は な らない》

それ は仕 事 じ 《で》 あ り それ が 入 件 費 を押 さえ ち 《て 》 料 金

を安 くす る苦 労 が  滲 み で ち ょる 《で て い る》 。 じゃ き 《です か

ら》利 用者 も は っき り見 ゆ る 確 実 に入 れ るを して  お互 いが

あか る ぅ利 用 した い もん 。
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好 かん 梅 雨 じ 《で も》 水不足 ん 田ん ぼ に ゃ 雨が待 たれ ち ょ

る。 《待 って い る》 テマ リコ 《あ じさい》 ん 花 や ら クチナ シ

ん 花 ど も 《な どは》 香 り もい い し色 も鮮 や か。 ビワん黄 色 や

山つ づ しん赤  桐 ん花 は薄 い紫 色  農村 じゃ 《で は》色 と りど り

ん 花 が  田植 え じダ ッタ 《疲 れ た》 人 た ちを慰 む る ごつ 《慰 め

るよ うに》 こげ な花が ソ ッ ト咲 いち 無 言 にエ ール を 送 っち

ょる 《送 って い る》。

50年 ほず 《ほど》前 ま じゃ 畦か ら苗 は投 げ こん じ 田の中

に配 っち ょくと 《配 ってお くと》 済んだ田んぼか ら移 った 人

たちが日の中 ぇ入 っち 旨い具合 に配 った苗を 引 き寄せてち ゃ

手植え しち行 く。時にゃ話 した り 田植え歌を唄 った りもしち 《

して》 腰ん痛 さ も我慢 しち どん どん植え ち ゃ サガ ッチユ ク

《後下が りに植えつ けて》。

腰ん痛 さよ

紺 の前かけ

こん田の長 さ 4月 ヨイ ヨイ

松葉の模様  こんに待 っては

5月 の 田の長 さ

是 非 もな い。

百姓ん辛 さ 苦労が こげな くこんな》 田植え仕事ん一つ に も

唄 に しち 《して》 我慢 の道具 に しよった 《して いた》。 それ

も健康で働 くこと じ 《で》 家族が イノチキ 《セイカツ》が 出来

たか らか。実際 には厳 しい 日々 じゃつた 《であ った》けん ど 《

けれど》 そげな 《そんな》宿命でん 《でも》 あったん じゃろ

う 《あったのです》。

で も苦労 した実 りが 秋 にはあ るのは せめて も嬉 しい報 いで

ん あ った くで もあ った》んです。それは雨の田植え 夏の暑 さの

草取 り 秋の取 り入れ そ して雑穀 俵 に詰 めて めでた く完成

した米俵 にゃ 汗が染み こん じょる。それ も時代ん流れ じ 値段

の安定価格 じ厳 しいが 作 り出す喜 びん感触 は 宝物でん ある。

田植 え歌 は民謡 じゃね ぇ 生活ん 声 じあ る き。

″
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宿 場 街  野 津 原

肥後か る 4日 目 久住経由ん 自領 に入 ると 上 り下 りん道 も赤坂

石だたみが オ シマイ じここか るは 平坦道路 にな る。一の瀬を

渡 りゃもう広 ぃ宿場町野津原。は じめはチ ッ ト西ん 矢の原 じゃ

ったんが コカ ァ なん さま水ん便利が悪 いき こき一変更 した。

野津原は東西北を 七瀬川が囲い南 にゃ 戦国城趾ん愛宕山が

あ っち防衛上 じゃ 格好ん宿場街でんあ った。

城趾ん池ん水ん排水路か る 東が『古町』 じ そん途 中か る北 に

70Mほ ず 入 った場所 に『 お茶屋』が 周囲 に水 ぅ巡 らしち

のんぼ リク ンダ セ リ街道を 駕籠 に揺 られた 4日 ん ダ リモ ここ

じゆ っくり 抜 けた事 じゃろ う。明 日か らは  もうデーラ道 じゃ

き寝 ち ょつてん いつんナカメーカ 鶴崎 に行 き着 く。

折角ん地 の利を生か さに ゃと やんが ち城趾ん排水路を埋めち

西ん権現村寺町 と繋 い じ 宿場町本通 り 300Mが  開通 した き

道幅 も 4間 半 《約 8M》 それ に両側水路っ き 見事 な広さが完成

には 目を見張 る もんが あ っち 四百年 ほず過 ぎたが 当時ん ま

まに 残 されち ょる宿場町ん名残 り。

さ らに東 は農村集落 じゃつ た き 道幅 3聞 半 《約 7M》 :こ 住民

を移動させ  農家 じゃき間 日は広 く取 った。西 に伸 ば しち直角を

左折 し ここに も道幅 3間 半 《約 7M》 を 一の瀬渡 しま じつ け

ち 野津原宿場町約 500Mが  開通 したの も 清正が熊本領地

に最初 ここを通 った 余韻が あ ったか らじゃろ う。

機錆→野津原→今市経由→久住 Cr〉 熊不 ま しん 領地ん点と点を結

ぶ英知は 親子で 20余 年 じゃつ たが  こん間に も産業、経済、

土地改良、教育、医療など 領民の生活環境 は 一挙 に改善向上

した ごたる。 田舎 じゃに都会ん匂 いがす る そげな雰囲気 は故郷

を 忍ぶ場所 と して は 格別 じあ ったん じゃなかろ うか。
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お茶屋 か ら出た本 通 り こ こに ゃ『 防火 山』 が 3つ  不慮 の火

避 け対 策 。 連絡 用 と しち→ 約 3K離 れ た高 台 に ゃ『 の ろ し台』

もあ り 久 住 、鶴 崎 に向 けてん 即 時連絡 と別 に早 馬 対 応 も。

油 宿 の場 合 は本 通 り 300Mの 東 《下 げ簾 戸 》西 《上 簾 戸 》

を  開鎖 して警 護 を厳 し く した。

※ 西が上げ簾は 領地本丸がある方向だか ら。又帰還の際は

藍を開けて東は閉鎖 したと言 う。

5日 目は鶴崎 まで進ん じ ここじ一泊す る。翌 日は鶴崎港か る

御座船『 波奈之丸』…ナ ミナ シマル。が数十隻の軍団 に守 られ

ち 海路浪花 に向 こ ぅた。後は東海道を江戸 に。尚帰国ん順路

は これヒ  反対の道順 じ野津原 ま じは平坦 に。
´

野津原→鶴埼喬は 自杵領地、延岡領地、天領光吉、 など他国

領地を何回 も交差 しなが ら 進んだち言われ る。

法護寺…清正が領主 になっち 武蔵庵を移転 じち寺を創建、後

細川時代 にな って『法護寺』を創建 清正公堂 も創建

じ清正の霊 も安置 しち今 日に。

野津原神社 ―‐清正の分霊を勧請 した 夏祭 りは感謝ん区内順幸

じ盛大 にされち ょる。『清正公 まつ り』でん あ る。

郷士……肥後領地時代か る 教育熱が高 くな っち それに伴 う

郷士 とん連携協力が顕著 じ つね に故郷づ くりん成果
も発揮 じち来た。今 も郷土愛 は優れ ち 夏祭 りに盆 に

ゃ帰 らんでん 祭 りにゃ帰 る美風が残 され ち ょる。
※ H16年 には『大山車』の新装、 H23年 には『 御輿』 も

新調 して清正の情愛に 感謝の意志表 しで もあ りそ う。
往還田…江戸期間参勤交代道だったが 明治中期 iこ :口 道開通で

払 い下げ られたが 水田に利用など して『 往還田』0
愛称で 今 も大事に護 られている。★ 方言を使 ぅた

部」分があるき コラエチォクレな。
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『 孝女 と大 蛇 のお話 』

昔山向 うん判田か る 野津原 に気 の優 しい 娘が嫁 に来ち ょつた

。そん家にゃ年老いた お じいさんがお ったん と。夫婦が野良仕事

に出か くると お じいさんな 近 くん山に行 っち 木を切 りで一ち

ゃ 炭を焼 きよ ったん と。

ある日の こと お じいさんが  山 に本を切 りに行 った ところ 誤

まっち木を背負 った ままに下ん谷底 に 滑 り落 ちち しもぅた。 そ

ん 日の夕方 にな ってん  お じいさん な 帰 っち こん もん じゃき 家

ん夫婦は心配 しち 山道を あんげ こん げ 捜 しち歩 き回 った ら

かすか に谷ん 方か るウメキ声が しよる。急 い じ谷底 にお りると

倒れて いる お じいさんが 見つか った。

夫婦は苦 しん じょる お じいさんぬ 急 いで家 に連れ帰 り 手 当

てを したん じゃが  いっ までん ウ ンウンち ‐
吾 うばか りじゃった。

そげえしよった畢 嫁がふと打ち身にゆう 効 く家伝の妙業が

あるんを思いで―た。判田ん実家の近 くにあるき 留守を夫に頼む

と 鋼製ん鏡を 11鐘 にさげち 一人 じタイマツ頼 り :こ  夜道を lilか け

た。女の一人旅 あ そ りゃもう 怖さもあるが 一人歩 きがどん く

れ′ オオゴ トかが あん まリピン ト こん じゃった。

大 藪 越 しは昼 でん  男 一 人 でん寂 しい場 所  そ げ な道 ぅ女一 人 ん

しか も やん が ち夜道 に な る お お ごとん旅 じゃつ た。 そげ な所 ぅ

嫁 は も う お じいさん が ん  傷 が 早 ぅよ うな る ごつ  真 剣 な思 い じ

先 ぅ急 いだ。 一 時歩 くと もう 体 じゅうか る 汗 が に じみで ―た。

それ でん嫁 は タ イマ ツん  明 か り ぅ頼 りに急 いだ。

少 しあ るいた所

大 蛇 は タィマ ツん

ふ っと前を見 ると 大蛇が道をふ さい じょる。

火がお じ―んか それ とん鏡 に写 った 自分が

13



ん 姿 が恐 ろ しいん か  い っこ うに向 か っち こん じゃつ た。 じっ

と動 かん き  『 あ な た は  ここの主 です か  :私 は先 を急 いで い ま

す の で  ど うか道 を あ け ち くれ ません か』 嫁 は 自分 の用事 を

は な した と ころ 大 蛇 は『 つ いて来 い』 ち 言 うよ うに 尾 を振

つ て お った。

前に進ん じ行 く大蛇の後を 嫁 も真剣な思 い じ 進みました。

大蛇の道案内ん おかげ じ夜が明けん うち 目的ん里に無事つ き
ほっと 嫁は安心 したが そん途端にフニャフニ ャと 倒れそう

になったん と。 じゃろうなぇ 女一人が 気丈 に山道を歩 く そ

しち 大蛇 に出会 い もしやち思 うたのに 道案内を しち くれ

た。

そ しち薬を別けち  もらうと急 い じ お じいさんの待つ わが

家 に持 ち帰 り 打 ち身 の手当てを  したそうな。 なん と健気 な話

しゃね ぇ。

おかげ じ お じいさんは たいそう元気にな ったん と。皆んな

は大喜び しま した。嫁が大蛇に出会 った頃 お じいさんぬ 見で

いた夫 :よ  金色に輝 く大蛇が 隣村ま じ案内 じち ょる そげな夢

を見たち言 う。

女一人が夜の山道を  5時 間 もか けち 歩 き続 けた嫁ん 親孝

行 :こ  大蛇 も心打 たれち きっと加勢せにゃち 道案内を しち

くれたん じゃ あ るめ―か。若ぃ嫁 さんの 心 の豊か さ優 しさに

怖 しヽと思 う 大蛇 で も 喜んで加勢す る 世 の中はそげなふ う
に 決 まつている。 ただそれを知 らない しないだけん こと。

轟せば 聞けば みんな助け会う 気持ちが動いち よい方向
に動くんガゞ 世の習わしと思います。ぉじぃさんも それかるは
元気に 用心しなが ら 精出したそうな。大蛇もきっと どこか
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△△ △  方言説 明  △ △ △

1lp オ シマイジ…終わ りで。ここか るが一こか らは新たな。

チ ッ ト…少 し。コヵ ァ……ここは。なんさま…何分にも。

のんぼリクンダセ リーのぼ りや下 り坂などが。ダ リモ

ここじ一つかれ もここまで くると 抜けて楽 になる。

デーラ道…たいらな不当の道路に。いつんナカメーカ

ーシラヌマニ過 ぎ去 って。やんがち…やがて。 じゃつ

た き…で したか ら。か らじゃろ う…か らで しょう。そ

げな一そんな。なかろうか…ないで しょうか。

12P 防 火 山 一火 災 の 時 に遮 断す る役 目の 防火 壁 の役 目で

横 高 さが 3メ ー トル ほ ど 長 さが 7メ ー トル ぐ らいの

土 固 ま りに本 が植 わ って い る。 コラエ チオ ク レナ …我

慢 して くだ さ いね。

13P お ったん と…いま したのです。で―ちや…出 しては。

もん じゃき… ものですか ら,あ ん げ こんげ…あ っちや

こっち と右往左往す る様。 ウメ キ声 …苦 しんで発す る

声。 ウ ンウンち…苦 しいので声 にはな らぬょ うな発声

。 そげ― しょつ た ら一そ うして いた ら。打 ち身 一打撲

症状。 タイマ ツー松 の根を材料 に したかが り火。そり

ゃ もう…それ はそれ は大変で。 どん くれ… どの くらい

。 こん じゃつ た… こなか った。 そげな…そん な。やん

が ち―やがて。お じいんか―怖 いのか。

14P 向 こ うち一こち らに向か っては。 こん じゃつ た一こな

か った。 くれ ませんが 一 しれないけれ ど。 フエ ャフニ

ャ…疲労困ぱいで座 り込むよ うな 状態。

方 言 の説 明 に は場 合 に よ って は  ことな る意 味 に もな りますが

そ の底流 に は 思 いや りの心 情 が あ ります 。
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13p→ 14Pに 掲載ん  『孝女 と大蛇のお話』 ぁ 野津原

伝統文化継承の会が 野津原支所の企画で発行 した もんで こ

ん冊子 に ゃこげな 民話が 15編 あ り さ らに方言調 に掲載 も

6編が 掲載 されち ょります。野津原町時代 に 収拾 した もん

か ら 選別 した民話だ けに 多 くの人 たちが聞いて 過 ごした

もんです。

現在ん小学校などでん 読み聞かせ 読み語 りなんかにも

利用されち 故郷に 1:)っ た話を 聞 くことじ故郷を 愛する心

も育 っちいるようです。 とくに最近 は方言 も 重 きをおかれち

どこで も 方言が大事にされよるん も 嬉 しい限 りです。故郷

訛は国の手形ち 言 うごつ離れちこす 故郷が見つめ直される

ようです。方言集は関東地方にも 発送 されています。

清正公 まつ りに帰郷す る 盆に ゃ帰 れな くて も 祭 りにゃ何

とか したい 人情がそげ―さするん か。素晴 らしい事 でんある

ようです。

別の欄に今回じ4回 目になる 五助街道宇曾山物語が 人気

を呼んで知 らない事ん多い 故郷自慢ができるち 喜んしくれ

ます。『そ :ブ な事 じゃつたんな ありゃ聞いた事があった』ち

次が待たるるち 嬉 しい励ましに会
・
員 も フアイ ト轟かせます

。『宝の玉手箱』にも 昔懐かしい話題が つぎつぎと途場 し

ち 素朴な素人集団の 手づくり冊子が輝 くごたる感触。あり

がで一気持ちにしちくるる 愛読者の皆様に感謝感激です。

健康管理 に心 くば りしち お元気 に野津原ん為に ご努力ん

ほど ぅお願 い申 し上げます。たった一度 きりん人生 心豊かに

お元気で皆んなが 幸せ人生 じありたいもので へ:病気、怪我

、事故、火災、交通事故に 遭遇せん ごつ タッシャジ再会ん

日を 楽 しみに会員一同 も ハ リコ ミマスキ ご自愛の程を。
゛

16
で 、

“
疇ピ



ヽ



たゆ まぬ努 力 は報 い られ る もの

気丈で優 しくおお らかな 舅で あってん生 まれ着いた農家ん

た くま しい労力 は自然 と 備わ っち病気なんか夢 にも思わん じゃ

った もん病魔た ぁ 選ばんでん入 りこむ宿命。高齢 と共にそれが

現実 に も現れて 人生後半 じ惜 しまれなが らん 体調の不具合 い

はどうにもな らん こち。

健 気 な介護 の 中 じ厳 しいが  自助努 力 を で け るだ け 体 験 させ

ち方 法 を取 り入 れ ち 入 院退 院 の繰 り返 しが 続 くが  当人 の理解

が よ け りゃち思 って ん  誤解 さ るんが世 の常 。 献身的 な真 髄 はや

っ ぱ  当人 でね ぇと解 らん悲 しさ。 そ り ゅう乗 り越 えち こす ん

情 愛 も理解 され る る ごた る。

若 ぇ嫁に介護 されん も 心が通 じ合 ぅち こす 回復 に辿 りつ く

妙案でんあろ うが 厳 しい介護 ん世話 とな りゃ 厳 しさ も邪魔 ぅ

す る事だっちあ るもん。で も真心 はそ りゅ きちん と整理す る

強 い力 も 自然 に熟成 された時間 は 嬉 しい扱 いが評価 もされた

o静養に効果が発揮 されち 感謝す る安 らぎ も覚えた ごた る。

甘 やかす事が決 して介護 じゃね ぇ じやが他 人 じゃつた嫁舅の

立場 の 壁や他人の 口にゃ戸 は立て られん し。 そ リー苦難を乗 り

こえ るかが 嫁 に してん大変 ん ごたる。受 け る側 に してんや っぱ

『 言 いたい放題 でん な らん じ』 義理な枠が邪魔 もす るもん 家

族である今ん心情 は 全治快癒が一番望 ま しい もん。

家庭内で世話 して ぇ そげな思 い じ入院は短 こうち思 う反面 に

は苦痛が しわ寄 せになるめ一か。当人の気持 ち も大事 に したい

それ らの葛藤 は義理だけに 大 きくの しかか る もの。無事 に全治

な ら問題ないが と 苦悶 も続 く悲 しさ。 これが人生か もしれない

が。

も管



忙 しいけんど午前中にと 早 くかる起 きち ょるき 先に診察に

で ると生憎外来 も多い。けんど待たにゃイツキテン 同 じ鴨題が

の しかがるもん じゃ。え―と診察が済み『 こん まま l〕 ぃっとき』

それを聞くと ほつとするんも東ん間 もう巳ちにしたい気持ち

が 忙 しゅ介護す るそげな 気持ちはリ ッチ ノケ じ現れ る。

家 に帰 ると朝ん しかけた仕事が アク ビす るごつ待 っち ょる。

『 ち ょいと片ず けす るきな』 それが聞 こえ たんか 聞 こえんの

かキ ヨロキ ヨロ見回 し 自分本位ん事が 目に 脳裏を刺激す るん

か。次ん用事 にアプネ 行 こどちす る。『 ち ょいと待 ってな』

そ りゃもう おそ らく聞 こえねえんか。立 ちか けたが杖 だけ じゃ

アプネェ。

エー ト言 い聞かせち 椅子 にかけさす ると 井戸端ん片ず けか

る はだ しにな っち駆け回 るが  それが見え ると ワズ ラワシイ

んか  又たちあが ろうとす る。バケラシイ ジッ トシチ ヲツチ。

心ん声がお らび とうなる。が ここが我慢せ に ゃち 言 い聞かせち

洗い物を干すと 滴がポタポタリ そりゅう見るにつけてん 何

か哀れも感 じる。人間の厳 しい現実ん世界。

『 大変 じゃな ぁ でん ここが我慢の シ ドコロで』『 はい 解 っ

て いるんです』 涙をためた まぶたに光 る もん。そ りゃ―悔 しい

ん じゃね ぇ 病人の辛さが耐え切れぬ ごっ 若 い自分 も代わ っち

あげて―…とん思 い変え る。 な し病気が あ るんか な し人間な病

気す るんか。

『みんな好 き じするん じゃね ぇが なった宿命 じゃ なかろう

か』『 じゃろうか』 健康な時に病気の用心  日頃ん健康管理を

す る事 じ ちったそれ も予防出来るち思 うが。それだけ じゃね ぇ

事 もあるんが  こん世の中 じゃろ ぅ`ilぅ
。『 頑張 りよえ きっと

いい報いもあるもん じゃき』『 で しょうね』 や っと笑顔 に。
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『 母 の介護 の姉 妹作 戦 』

頑健 な母 も高齢化社会 の 仲間 にはい つたんか 時折愚痴が多

ゅなったん じ それ とな く探 るとや つぱ 弱 りが見えで―たち

首を傾 けたあた りゃ  『 気をつ けたんが いいん じゃあるめ―か』

定年退職 したの もあ っち 姉妹 じ相談 も しち 家族 に も話 した。

若 い時か る留守番 と 野仕事 は一手 に受 け持 った 気丈な母親。

足が チ ッ ト悪 くな っち 笑 い飛 ば しょ ったが  無 理 す りゃ腰 ん

痛 み も引 き連 れ ち出 る。 それ でん 若 さが あ っちか  チ ツ ト用心 し

よ る と不思議 と ゆ うな る もん じゃき  『 ま ぁ し ょわね ぇわ い』

が  く り返 され よ ると 無理 ん タ ンコプが  積 も っち くる。無理

したん じゃろ う  『 せ ん で』 や り取 りが 時折 あ った。

ガ ソ リンスタン ドん 仕事ん頃に ゃ忙 しい仕事 も ハ ダマ仕事

じゃきシ ョワネェデ 元気印 じゃったが 年 とと もに ちっと弱

うな ったぬみ ると  『 時折介護 に加勢す る』『 いいで』 姉妹 も

あげ―頑張 った :こ  年 ぅ取 っちま じ無理 さす りゃチ 母思 う情愛

が顔覗かせ  に じみ出 る。

家族 も『 そ りゃ一加勢 しち ゃりゃ どげ え』 快 ゆ う賛成 しち

くるるき 手遅れにな らん今が  いちばん いい旬 じゃ。元気な時

か る慣れ親 しむんが 介護ん成功率がいいそ うな。姉妹 じ交替に

家に住み込み 母親ん 自主性 には任せち 出来ん分 の加勢か る

始 ま った。

高校 大 学 と通 った時 代 は 母 親 が ま る じ下宿 人 の ごつ 丁寧 に

世話 しち くれ たが  そ げ な万 分 の一 ん 事 ぁ 出来 ん かん知 れん。

が そん 気持 ち 誠意 が あ り ゃそれ も 認 め ち くる るん じゃね ぇ。

そ して外 来 に も行 く事 も 歩 行 に苦 を み りゃ 使 い走 りもあ る介

護生活 本 番 が  ス ター トしたモ ンジヤキ ~……。
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キンジョンしたちが 集金 :毛 ゃっち来た。『 あら今日も加勢な

ヵァチャンな』 『今日猛足ん調子がぃぃき おかず作るんと』

『 りゃ一じつとシす ョルンガ 好かんじじゃつたきなぁ』 皆ん

なん役に立つんなら しちよかにゃ いつ世話になるか解らんき

な ぇ』 気さくに笑い飛ばす そん性格が人に好かるる。

『 じゃな ぁ いまこげ―世話 しち くれよる そげなんを孫が

見ると こんだ孫が先 じ世話 しち くるるわな』『 ………』返事

はなか ったが 母親の介護する 今ん自分たち力i やんがち介護

さるるんか そげ―思 うと人生は 目 り通 った世界でんあり 又

ささえ られちこす 生 きられ 4世 界でんある。ち思 うようじゃ。

『 気分などげ―な』『今 日はなんか 気分が いいわな お前 ど

うも ゆ っくリョコイ ヨ』『 りゃ一方言が出たで 懐 か しい』

『 そげ―タマガラ ンデ ン こんめ一時 ゃュ ウ 使 いよった こと』

『 ち ゃ―そ―かな―  もう忘れたが』『無理 もね ぇな ぁ 50年

も過 ぎたん じゃきな ぁ』 大笑 いん声が 裏山に響 くごた る の

どか なひとときでん あ った。

太鼓が聞 こえで―た  『 もうす ぐ溝正公 まつ り じゃな ぁ

が  『 ゅ う橋ん下 じ川 に入 っち 濡れたまん ま じ来 たなぇ

ぅそ う あん時 ゃオズカ ッタ』『 コ ンマか つた きな ぁ』『

コ ンマカ ツタ』『 イ ンニ ャ そげ―コ ンモはなか ったで』

はィサギ ュ 訂正 したんは 成長 した娘ん人権 ぬ 尊重 し

ゃろ う。今が一番華 すな 介護ん合間ん 楽 しい一時。

』御輿

』『 そ

そげ―

母親

たき じ

20

近所 ん しにそげ一言わ るりゃ 娘 に しちみ りゃ 嬉 しい事でん

ぁ っち 子 にゃ知れん苦労 した母親ん 後 ろ姿 ぅしみ じみ見た。

『 あん たどう:こ  介護 じち もらうなんか』 遠慮がちに笑 いなが

ら言 うと  『 じやけん ど うっとどうも 介護 出来 るごつ 母親

が長生 き じち ょる 幸せ も味わいよるんで。



◇◇◇ 感謝のお返 し奉仕 ◇◇◇

念願の子 どもの大学卒業が 無事で きた ら『感謝のお返 し奉仕

とょぅ』 と 創業当時 に決めた誓詞が  32年 目に しちや つと

それが実 っち実行にな ったん も 多 くの顧客 との長 い好誼が あ

りゃこす じ苦労 した そん年月ん長 さに比べてん 相手 とん信頼

ゃ支援 しち くるる 高貴 な人の心が どうくれ 大 きゅうじ指導さ

れた もんか。

人間た ぁいか に弱 く知 らんづ くめ=な  チ ッポケナ動物 に しか

過 ぎん じゃつ たち思 う。始 めちん来店の人 は 年輸重ねた近 くん

人。近所付 き合 い以上ん心情が そげ―させたち言 う。『 は じめ

ちん店 じゃき賑わいに も……』 多少 は謙遜でんあ ったん じゃろ

ぅが そげな思 いや りん人ん 来店は将来ん顧客ん結 びつ きに

大 きな役割 も果 た しち くるる。

物珍 しさの顧客 もあ る し 飛 び込みん人 もあ った。冷やか しは

ね ぇけん ど覗 き込む そげな人 もやんが ち しち 本心を伺 った時

日頃往生ん有難 さ も 骨 の髄 ま じ響 くもの。思 って言え る付 き合

い仲間の苦言 も 褒めす ぎられ る苦情 も 良薬 は薬 と して受 けた

あの 日 あん時がいまにな ると 感謝ん ほかない妙薬 にな っち ょ

る。ち振 り返 る夜の家族ん語 らい。

『 ご苦労様』ふ と家族か ら 言われたのは誕生 日だ ったが そ

んな事なんかは子 どもの祝 い以外 は 忘れ る ぐらい慌 ただ しい

32年 間はあ っと過 ぎ去 った ごた る。が誓詞の約束が実現で きた

そん 日 家族で決断 して『感謝のお返 し奉仕』を 実践商品価格

を 2000円 に即決。 タマガ ッタ娘が  なんち ゅうたち思 う『 や

っぱ私の母親 あ りが とう』 親子が 目頭押 さえち ビールがそっ

と父親 に注がれ よった。
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感謝ちゅうてん一日にゃ いろいろあるけんど 現 iま 気持ち

んお返 しじゃあるめ―か。有難いち思う気持ちが そんまま表

に出ち心が後ろにひかえちょる。そこに人間の赤裸々な思いが

相手に伝わるわけ。日だけでん取ら急ぎ言う そりゅう田舎じ

ゃ□見舞いち言うが それだけでん 真心がありゃもう十分

相手に気持ちが伝わっちょる。

あれ こけ考えよ った ら 肝心 な時が過 ぎち時期が遅れた。そ

れ じゃ倍ん物でん 品祖 に見ゆるもん。思 ったそん時ん心情が

時にゃ 助 け船 にな った りもす る。顧客が集 まる機会が多 いき

話題 も豊富に聞 き知 る機会 に もなる。情報源 に も事欠かない

じゃろ うが  ここ じ筒抜 けにな った りす ると 信頼丸潰れに も

なる。

32年 間ゆ う皆 さんが利用 しち くれた 感謝 の誓詞を作 っち

よか ったと しみ じみ思 う時 人間は区切 りに何かを決め るん

も いいよ うな気がす るん じゃが。娘 もこげな話があ ったき

頑張 るそれ もで きたんか も。 そげな世相ん無限の支援は 自然

と肌 に伝わ り意欲 も駆 り立て 自分 もしらずの間 に 跳躍 しち

お ったこちにな ぅち ょるt

頑張 る感謝の気持 ち 並大抵 じ
・
ゃねえかん。でんや る気があ

るな ら出来ぬ 相談でんねえ ごたる。 これか らはその分がマイ

ナス収入かん知れん。が損 したち思 うん はチツ早 いち思 う。損

に ゃ現在社会ん損 と 経済の損 と心の損が ある。が心ん損 は じ

たどころか 反対 に心ん豊かさがプラス になっち ょる。

資の予定:ま ないでも今の気持ち 大事にする事じ生涯には

心ん豊かさかる湧き出る プラスは
'榜

や金じゃ 変えられん大

けな幸 せん 夢が あ るん じゃ
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ooゆ  方言単語のひろが り 0● ●

野津原で古 くか ら使われている 生活用語の方言を 収拾 して

約 25年  素人がまとめた『 方言集』 前回m23号 まで掲載が

『 ぁ』→『 た』の『 コ』 まで  19126語 入 りま した。今回 も

その続 きを入れてあ ります。方言集 と申 しま して も 素人集団の

取 り組みですか ら 必ず しも方言でない もの 差別用語 卑下す

る方言など も 入 って いますが 方言集 の性格上入 っています。

ご了承 ください。

た 夕ヶル………時期が過 ぎて固 くなる、背たけが たか くな って。

夕ヶチ……時期がす ぎて、食べ るには少 し過 ぎた、時期遅れ。

タケメー…炊 けないのでは、炊 けない と思 うが、時期が過 ぎ。

タケ ン………………………………炊 けないか ら、炊 けません。

タゴシジ‐…田の境を越えて、畦を越えた田んば、畦越 しの田。

タコニ ュ_ド ゥ………・…た こ、大 きな 目を開 いたたこの形相。

タゴウチ…筋を違えて、捻挫 して痛む、互いにナラ ビ変わ り。

タコ_ァ ギ _… ……………………凧揚 げを、凧をぁげて遊ぶ。

タゴヶ _チ …………………………………捻挫 して、筋を痛 めて。

タゴンワガエ…肥や し桶 の輸かえ、竹 の縄で作 った輸を変え。

タコ トマル……………理想家ん横暴な格好、威張 っている風格。

タゴカタギユー肥桶を担いで運ぶ、肥や しを桶で継 ぎ足 して。

タコクグ ッチ…威張 った素振 りの、偉ぶ って も人が認めない。

タゴ……………‐一………肥や し桶、肥ゃ しを運ぶのに使 う桶。

タサ ン……足 しませんので、足さない、補充 しない。加えぬ。

タザグイ…………… 黙̈ って食べ る、無料で食べ る、盗み食い。

タザサキ ュ‐……………ただで酒を飲む、無料で酒をよばれる。

ダシキ ンワキ………座敷の側に、座敷の回 りに、座敷の外側。

タシダンジョウズ……計算がなかなか うまい、計算が うまい。

ダシアイ ビカ リ。一 割̈ り勘の出 しあい、平等負担で、同額に。

●
ヽ
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た タ ジチ ャ レ…… …馬 の 足 を暖めて疲 れを取 る、 :吸
労 回 復療 法 。

タジロヵニャ……落ち着いて動かねば、動こぅとしないなら。

タシナラン・一…………役立たないなら、補充の役にならねば。

タ ジ リ
_た

―
‐
一 一 一 … … 田

ん ぼ が 湿 気 で 、 田 が 乾 か な い の で 。

タシタラ ヒケ………夕く なった ら減 らす、 旨 く合わせて こそo

タシナ ァ・……足 した らよいのでは、加えて見れば、追加す る。

タシカミ……確認したら、間違いがなければ、正確ならよし。

タシニシチ…………足しにして満足、不足は便法で補充する。

タ ジナメチ………………上手に言 い含めて、具合 よ く説明 して。

タ ジメ リャ………‐………言い聞かせた ら、言えば解 るもので。

ダ シニ ャナルメーあま り役にはたつ まい、使 い方で も無理か。

タ シチ ョル……た して いるか ら、加えてあるか ら、補充 して。

タスナ……足 しない こと、加えて も無駄 に、その ままでよい。

タズ ヌ リャ…尋ねて見た ら、尋ねて見た ものの、不明だ った。

タス ヌ…加えたのに、 くわえてあ つたはずだが、増加 したが。

タズ リャ……………暖めてやれば、暖めた効果が あ ったよう。

タス クルキ…助 けて くれ るか ら、お互 いに支え合 う、互助心。

タズ ク リャ…田んぼ仕事 は、野良仕事の苦労 は、体験が必要。

タスグ レハ…足すだ けな ら、増加す るのは、加 えて も無理か。

タズネモ ウサ ンⅢ…………尋ねて も無理だ った、不明 な人調べ。

タズネ ダ ッチ………尋ね歩 いて疲れ る、足が棒 の よ う :こ なる。

ダスメ……出さないだ ろう、出させ るのは無理、 けちだか ら。

ダスャ………だすのですか、だ して もよいが、出せ ないか ら。

ダスル…………………出せ る、出 して もよいが、 出す ことには。

タズノー………・手綱を取 って、馬子が唄 った、手綱が小道具。

ダスコター…………出すことは、出しますから、だすのに賛成。

タゼチョケ…………・暖めてください、優しくいたわる手入れ。

タゼマソス…………・…暖めてみんなで大事に馬 も家族の
~員 。

タセセ リ……田んぼの境界を無理強いす る、心貧 しい持ち主。

・よヽ
｀
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た タソモ ンナラ……………足 した とすれば、足す の も意義があ る。

タゾ ッチ ョヶ―…………………‐見比べて見 る、後を追跡 して。

タゾラル リヤー………・辿 って ゆけ るものな ら、後を追跡 して。

タソー ドチ。一……加ぇたいと、追加 してぉ きたい、加えます。

タソダチ……田 によ く似合 うので、国のなかで こそ育つ もの。

タソャ………………足 しま しょう、た して い つぱいに、増加。

タゾッタ………………追跡 した ら、後追 ぃか けて、追求 した ら。

タダデ ン………………無料であ って も、い つそ差 し上げたのが。

タタキャィー………たたき合 うので怖 い、喧嘩 も激 し・い場合。

タタキユ ウ…叩 き料理 もおつな もの、叩いて味を染み こませ。

タダゴ トジヤ…不安がつま った、予想以上 の、予期せぬ珍事。

タタカ レン…………………叩かれない、値切 られ ない、せぶれぬ。

タダグレー‐………無料 ほど高 い ものにな りそ う、予想の裏腹。

タタキマエーチー……叩いて い じめ る、悪質 な喧嘩、非常識。

タタクキ……叩 くものですか ら、 ひどいい じめ、異常 な喧嘩。

タタンデ ン…・一…………畳んで あ って も、畳んで整理 したが。

タチガワ リー…………………性格が悪質で、非常識ないたず ら。

タチマワ リヤ……早めに手を打 って、気早 い作戦、先手手法。

ダチ ン トリヤ……荷物運びで代償受 ける、駄賃を もらう仕事。

タチヮキヤ…錐豆 、花が順 に咲 いて元に戻 る得意性、戻 る運。

夕手ヤヮルネエ ー性格は悪 くはない、単純 な性格、悪気 な し。

タチ ヨルキ……お邪魔 しますか ら、少 し立 ち寄 り、予告 して。

ダチニヤ……………伊達 には しない、伊達 に威張 るのではない。

タチツパナ シ……立 ったままで、座 らないで、 自制心が強 い。

タチバナ シユー……………………立 ったままの雑談、話 に花が咲 く。

タチダツタ………・…立 ったままで疲れ る、 同 じ姿勢で疲れが。

タチメーカ……………立たないでよいの、 た って交替 しない。

タチ ンワ リ………性質の悪 い、性格が純情 で ない、悪質性格。

タチキ リヤ………立てますか、 たつのが無 理 な ら、立てれば。

つ
′― 「

／
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た タッタナイイガ……たつたのはよいけれど、立つだけの勇気。

タ ッテン…たっていて も、たつだけなら、たって も役立たず。

タッグレナラ…………たつのな ら何か、たてば用事 もした ら。

タヅノー・一 手̈綱を取 って、手緩が役す る。手綱裁 きが有名。

ダ ッタンジャー…疲れたのか、疲労がたまって、暫 くお休み。

ダツー……………‐・目の不自由な、目の不具合は気のどくな。

ダ ッチ ョリキ……………疲れているのなら、少 し休めば元気 に。

ダツヵィガ…………………牛馬を使 うので、牛馬のせわを して。

ダ ッタネキ…………・一疲れていたのに、疲れた側に寄 り添 い。

タツデ ン……疲れて も休めぬ、疲れが取れた ら、一体み して。

タ ッチ ョカニ ャ 立 って いないと、 立 ってみ て いれ ば。

タ ッタマ メ… … ‐一 立̈ って い るままに、 立 って いれ ば見 え る。

タ ッタキ …… ………た ったので大 丈夫 、 た って いれ は もう元 気 。

タ ッタイ ッベ ン………一 回 だ けで も、た った一 度 き りの人 生。

タ ッチ ョリャ… ……た っい る と楽 で、 た って い ると丸 見 え で。

タ ッタナ イイ ガ ……た ったの は よ いが、 た った らや は り不 安 。

タ ッテ ン……… …………た つて いて も、立 つ とや は り不 安 定 で。

タ ッタイマ ン… ……今す ぐ前 に、 それ こそ今 帰 ったば か りに。

タットン・……………立てますよ、たって も大丈夫、たてます。

タツクレナラー立つようで したら、たてれるなら、たてます。

ダテ ンジ ョ…見せかけだけで、見 られ上手 の、派手 な格好で。

タテ レメー……立てないのでは、立てます か不安で、無理か。

ダテサ ビ……だて者 ぁ寒 さに も我慢、見せぶ らか しは損す る。

ダテシャ……………・…伊達な格好で歩き、見せぶらかしても。

ダテンワザニヤ…だて者んわりにゃひんそ、見かけ倒しじゃ。

タデマエーチ………
「

ぉ湯で疲れを癒して、熱心に暖めてあげ。

タテ ボ ウ……馬 車 の荷台 の耐 ド 立 てた棒 、 荷 物 が 落下 を 防 ぐ。

タテーチ………… …̈…叩いて困らせる、田
Fく 癖がぁって困る。

タテレンナ…たてませんか、立てないようですか、■てない。

θ
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た タテッヅケ……引 き続 いて、待たず に引 き続 く、つ ぎつぎに。

タテ レメー……たてないのでは、立て ますか、立て ないよう。

タ トドチ…立ちたいと、立つ と思 っているのに、 た ったかな。

タ トジ ョキ ャ‐……………たたんでぉ けば、たたんで始末す る。

‐辿 って 確 認 を、 た どれ ば 見つか る。

辿 って行けば発見、確認 して見つ け出す。

タ ドッチ…………‐一……たどって行 く、辿れば確認が出来 る。

タ ドコラー田んぼの多 い地域、農村地帯の風景、日畑が多い。

タナ ミモー・……す ば らしい田薗風景 、美 しく田が並んでいる。

タナ ミャ……………田が並んだ風景、 日が書 いたよ うに並んで。

タナラ ビャ…田が行儀 よ く並んで、田んぼの多 い地域の風景。

タナ シデ ン……………田ん ぼがな くて も、田は持 って いないが。

タナバ ト……………七夕飾 りが美 しい、七夕に喜ぶ子 どもたち。

タナカル……棚か ら下 ろ して、棚が あ ったのを忘れて物捜 し。

タナ ドマ…………………棚の有難 さに感謝、棚 も大切な場所。

タナ ミュ……………田が整然 と並んだ光景、日が美 しく並んで。

タニ ャノコセ…………種 は残さない と来年困 る、種 の確保を。

ダニガオ ツル・………害虫が落ちて安心す る、病害予防の徹底。

タニ ャマ カニ ャ・一………種 は撤かねば生えない、種 まき半作。

タニ ュアキ…………谷 はあけて風通 しを、谷が空気の流通を。

タニ ンナイワ ン…他人 はに くたれ言 わぬ、隷 ヽヽ日は言わない。

タニベ ラ…………谷の回 り、谷の側 、たにがそば にある場所。

タニ ンデ ン……他人であ って も信頼、他人だか ら言え る事 も。

タニ ゾキ……谷の底 に案外、谷の回 りには宝物 も、谷の役割。

タニ ンジャキー他人が故 に、遠慮 もす る、厳 しく教えて くれ。

タニ ンクロヤマ………女性陰部 に黒 いヘアー も、隠す上品さ。

タニ ンア ノ……陰部の穴、大切 な性器の一部分、宝物の存在。

タニベ ロ………股間の周辺、大切 な場所だか ら清潔 に、宝物。

タニデチ ョル…陰核 の部分、大切 な性器の一部、大事 にして。

タ ドラニ ャ

タ ドリャー
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た タヌマル リャ……頼 まれたなら、依頼 された場合は、信頼が。

タヌージョキャ……頼んでおけば大丈夫、信用が出来るか ら。

タヌンナイイガ…… ………尋ね るのはよいが、聞いてみた ら。

タヌ リャヨbコ プ……………尋ね ると喜ぶが、待 っているか も。

タヌル ミマイー気使 って聞いて見れば、心配 しての間き取 り。

タヌーダンカ…………頼んだのな ら、依頼すれば喜ぶと思 う。

タ ヌーージヨロー 頼んでおいたら、お願 い しておけば。

タヌジヨケ………頼んでおきなさい、依頼すれば喜ぶと思 う。

タネ ドマ ‐種などは、種は大事 に保存 しないと。

タネ ノアキーー種 は季節 に敏感、種の確保 と季節 に合わせて。

タネラル リヤ……尋 ね られた ら、聞かれた ら信頼があるか ら。

タネチ ヨケー…………聞 いて見てお くと、確認 して後の整理を。

タネチ ミヨ…聞 いてみれば。尋ねて確認を、聞 くことの大切。

タネ リー・………ゴザ作 りに使 う縦糸、畳表作 りの材料の一つっ

タネ ウシネ…… うっか り撤いたの に発芽 しない、撒 きかたが。

タネマキヤ……………種撤 きは慎重 に、通季を違わぬよ うに。

タネタナイイガ………聞いたのはよいが、聞 き違 うと大変 な。

タネナオセ………聞 き直さない と間違 う、確実 に聞いてみ る。

タネ ン ト……聞かないと、確認 しないと、慌 てて聞 くと失敗。

タネチコス………きいて こそよか った、確実 :こ 聞 いて確認を。

ダノモ ンヌ…………………牛馬の飼料、家畜 に食べ させ るもの。

ダ ノク ビ牛………………………馬 の首、家族 同様の家畜 は大切。

タノナコー田んぼの中を、たの畦道を通 る、 田ん ぼを横切 る。

タノワキヤ………日の畦道、日の置 り道を、 日の周辺の光景。

タノクソ……………田の草取 り、田の中の除草作業 ■雑草取 り。

タノクラ……一……用心 しない と滑 る危険、歩 くのに注意を。

タノス ミ…Ⅲ…………田の隅 っこ、 興の片隅、 日のはつ端 っこ。

タノマル リヤ…依頼 され ると、頼 まれ ると、信頼があるか ら。

タバ イガイイー蓄えている、辛抱 して備蓄す る、用心の為 に。

28
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た タバニュ……東ねて くだ さい、結束す るので、まとめて束に。

タバニス リャイイ………東 ねて保管す る、 たばにすれば便利。

タ ビュー・一 食̈べ ま しょう、旅 に出かけます、たべた らどう。

タ ビタビン………………いつ も繰 り返 しで、何回 も何回 も続 く。

タ ビンミヤギユー………旅 のおみやげで、旅 か ら帰 った土産物。

タ ビジヤキ …旅ですか ら、足袋ですか ら、食べなさいだか ら。

タ ビハッカイー………足袋 を履 き変えて、足袋を取 り替えて。

タブルカ………食べ ます か、食べて もよいか ら、食事 はどう。

タプ リヤイイー…………食べ た らどうです か、食べておいたが。

タプラケーチー嘘で誤魔化 して誘 う、 旨い誘 いに引 きこんで。

タプンナケー食べ る仲間 に入 って、竹製 の入れ物 に保管 して。

タプラカス……………悪誘 いに引 きこまれて、誤魔化 されて。

タブルソベ………食べて い る側にいて、食べ たそ うな状況で。

タプルヮキ…………たべ ている側で、食べ たいので はないの。

タプゥチ ョケー…………蓄 えておけば、備蓄 も大事 な生活理論。

ダブダブ ン………ふ つくら膨れた状態 の、大 きす ぎる衣類 に。

タベ レメー………食べれ ないですか、食べ た くないのですか。

タヘラクイ ウ…… 自慢話 しに嫌気が、 自分の 自慢は相手せず。

タベタナ………食べ ま したか、食べたよ うな ら出か けますか。

タベチ ョキ ヤ‐……食べてお けば元気が いい、食べれ ることは。

タベルルキ………食べれ ますな ら健康、食べて こそ元気の源。

タベ レンキー食べれなぃょ ぅでは、たべ ないと元気 になれぬ。

タベルルカ…………食べれ ますか、たべれ るな ら健康です よ。

ダベ レンカ……食べれな ぃょ ぅでは、 たべておかないと不安。

タベオーケ……思わず腹 い っぱいに、予想以上に満腹 になる。

タヘラカ…… 自慢話 は嫌われ る、手前勝手 自慢は敬遠 され る。

タベタガツチ…………食べたい欲望が強 くて、食欲が旺盛で。

タベ レニヤ……食べれないな ら時間を さげて、後で ゆっくり。

タベソコノーチ…食べ る時間がな くて、時間に追われてつ い。
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た タベ ョセ ン………食べ る時間がないので、.後 で食べ ることに。

タベ タ ンカ…食べ ま したか、食べたのですか、食事 に した ら。

タボゥ……節約 して蓄え る、辛抱 してつつ ま しく、勤倹貯蓄。

タボーノ…………・辛抱 しておかねば、蓄えは大事 な生活理論 。

タボゥチョヶ………蓄ぇておけば安心、備蓄がなtヽ と不安で。

タボャ コス …蓄 ぇが あ れ ば安心生 活 、辛 :鬼
すれ ば 自ず と残 る。

タボゥチヨリヤ……助け合っていれば、お互いが支え合えば。

タボタナ………辛抱したの竹、節約したから、備蓄こそ宝物。

ダボゥチ ミヨ・…………辛抱 して見れば、蓄ぇはけちではない。

タボゥチ ョヶ……備蓄 してあれば不安 もない、少 しずつで も。

タマ ロウ ドチ…たまったの も日ごろの心が け、細心 の習慣を。

ダマ クラケーチ……誤魔化 した り、悪質 な方法 はばれ るもの。

ダマ シゥッタッルー急 に積み重ね る、重ね る事 も大事 な方法。

タマガツチ………び つ くりして、慌てたのでは足 もとが不安。

タマニヤイイ~時 には法外な事 も方便、 日頃が往生 のたとえ。

タマニヤ………時には便法 も、 日頃の行 いが信頼 に結 びつ く。

タマガツタ ヒヨウシ……び つくり した刹那 に、慌て は不足に。

タマサ カ………°~予期せ ぬ時にな って、予想以上 の番狂わせ。

タマ ロー ゴタツチ…多 くなるようでなかなか、 予想 とは裏腹。

タマラ ンノー……溜 ま らないのは出が多 いか ら、収支の感覚。

タマサ カ ン………予期 せぬ時の失態、 日頃か ら

タマガル ~… びつ くり して しまう、予期 しない

タマデ ンー時たまで も失悪 :ま 矢態 、常 日ごろの

タマラ ン………………溜 ま らない原因は、使わぬ

タ ミナ リャコス……………為にな る理由は、大

タ ミナラ ン……為にな らないときに理由の研究

タ ミニ ャナランデ ン……使い道の研究 も、不用

タ ミナルキ………為 になる理由の研究、それを

タ ミナ ツチ ョル………利用価値があ る点を生か

の試練が肝心。

事が あ るもの。

試響 に馴染む。

方法の研究 も。

切 に育てる事。

、不要 はない。

品はない世間 o

生かす工夫も。(L
,す、更に活用。g

熟́ 」 メ
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た タ ミコス……為に こそなる、役 にたつので、利用価値があ る。

タ ミナル…………・…為にな って助か る、思わぬ味方があ って。

タム リャ……………貯めておけば間 に合 う、急 な用事 に助か る。

タム リャコス……貯めておけば こそ恥 もかかず、備蓄は宝物。

タムルナヤオ ネエー‐一―備蓄 は大変だが、 日頃の準備が肝心。

タムル ソバカル……貯めたのはよいが浪費癖が、収支の経済。

タム ンナ………貯め るのは難問題、貯めな くて もでは火急 に。

タメチ ョリャ。一一
「

貯 めておけば こそ、常 日ごろの心が けが。

タメ リュウカー…貯め られ ま しょうか、や る気の問題だか ら。

タメチ ョキ ャ………貯めて置 くことで信頼 も、難儀 な時で も。

タメグソ……便秘 して纏 まって排便、備蓄癖が思わぬ効果 に。

タメ レンノウ…………貯め られ ないよう、貯め るまでの余裕が。

ダモー ミヨ…雑多 な生活環境 で 日 もそむけ、人並みの生活を。

ダモヘーチ ョケ…座敷 も掃 ぃてお きなさい、家の中の掃除を。

タモタオ ミー………袂 の重 さは何か、常識を越えないよ うに。

タモゴウ………………卵を は しいが、卵分 けて もらえないか。

タモー……… …̈……玉を使 った、玉が重要 な役割をす るので。

タモ レンツクロイー水漏れ田の修復、早めの手当てが助か る。

タヤサ ンゴツ………絶や さないよ うに、絶えた ら大変だか ら。

タヤラカス……倒 して無難 に終わ った、倒せば万事解決す る。

タヤ シチー・一一………倒 した方が勝ち、失 った ら大事 になる。

タヤス ンカ……………倒 した ら満点、絶やす と元 には難 しい。

タヤスユ ウナ…気安 く言 うと元 に戻せぬ、言 うた ら終わ りに。

タヤ シイナ……簡単 な仕事のよ う、気軽 に出来た仕事だ った。

タヤラケーチ…倒 した ものだか ら、倒す と鑓 こすのに骨折 る。

ダヤラ 座 敷 や ら外 巡 りや ら、座 敷 や板 の間 な どの。

タヤケーチモウ………絶えて しまって困 る、無 くなったので。

タヤラ……………田や ら畑 など も、田んぼだ けでな く山 も入 る。

タヤスイイ ンカー簡単に言 うが よいのですか、簡単す ぎない。
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た タヨラルリャ……頼られていると、依頼されては、信頼され。

タョッチョル……頼っているので、信頼があるから心配ない。

タヨンナ……頼らないがよい、頼つても後が大変、前後考え。

ダヮメキャー煩いような雲行きたから、異常な雰囲気のよう。

ダヮャクー雑音が入 ‐■不安 も、慎重に しないと後で恥かき。

タンビタンピ。……度々の事で不安 もよぎる、迷惑がかかると。

ダ ンゴナヤワ リ……ダ ンゴ苗は植えに くい、株元よ く洗 って。

タンピンム リャ……ニーいつ も無理強い して、度々の願いに。

タンジョモチューー………・…誕生 日の祝い餅、お祝 に貰 う餅。

タンコロガデル……痰がつまって窮状、喉の病気に苦労する。

ダ ンダ ン トビー ゴムを利 用 した子 ど もの遊 び、子 供 の無心 な。

ダ ン ドリュセ ニヤ… ……・準備 を しな い と、準 備 が仕 事 の半 分 。

ダ ンダ ン…… ……感 謝 の気 持 ちの、 あ りが と うの表現 、次 々に。

ダ ンダ ンユ ウナ ル‐……時 間 とと もに ょ くな って 、時 間経 過 で。

タ ンネ チ……。一尋 ねて 見 る と、訪 問 して行 くと、解 った刹那 。

ダ ンゴバ チ… …毒 を もつ蜂 の一 種 、用心 しな い と大 事 に な る。

ダ ラ シガ ネエ …… …・一失態 な容 姿 が、醜 い姿 にな って み え る。

タラ ン・一一 … …足 りな いので は、 た らず に困 った、 物 不 足が 。

タラ ンカ ‐……………足 りな いのです か、少 し不 足気 味 な感 覚 で。

タラニ ヤ …… …足 らな いの な ら、物 不足 で は、 不 満 も残 ろが 。

ダラッ トシチ・一一………だ ら |′ のない風体、見かけが悪 くて。

グラシネエ……。一……貧祖な格好で、心 ます じL｀ 見かけの姿。

ダラシユウジ・………疲れ果てた体調のよう、休養の必要あり。

ダラダラ……不順な、無表情な醜態に、生気のない見かけ姿。

ダラケチ ョルー……見かけか らして醜態な、正気の沙汰なの。

ダラン ト…………。いかに疲れ果てた姿、 きちん と しなさいよ。

グ リユウデン…………誰 にで も話かけて、なりふ り構わぬ醜態。

グ リデ ン……誰にで も遠慮な 〈、心安い性格な人、根は正直。

タ リメー ト…・…足 らな くて も構わぬ、余 って も足 らな くて も。
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た ダ リガデチ……疲 れがでたので、疲労がたま って、休憩 して。

ダ リンカワ リー誰 にで も言 い寄 る、誰で もよいので、誰で も。

ダ リーデ ン…誰 にで も話 しが ぁ う、人選 び しない、いつで も。

ダ リゴタル………疲 れたょ うな感触、疲労が溜 まったよ うで。

ダ リモ ンジヤキー……疲れて しまったので、少 し体めば回復。

ダ リモデ リヤ…疲 れ も出 るほど頑張 る、ほどほどに しないと。

ダ リヌカ シユ…………………~体 み して、ゆ つくり入湯 にで も。

ダルダグ下 ……肥桶 を、下肥 出 しをす るので、肥桶の準備を。

タル ンカ………た りますか、不足はないで しようか、大丈夫。

ダルデ 下 肥 で も、下 肥 を畑 に まいて 、下 肥 の処理 を 。

ダルカロ……疲労 か、つかれたのでは、疲 れたのな ら休んで。

ダルチツ ト‐……………下肥を少 し入れて、下肥の有効利用を。

タルーダ………弱 々 しくな って いる、気合 いが抜 けたよ うな。

タルカヤー……た りますかな、足 らなければ、充分 に準備を。

ダルカタギユー…下肥を運 び出 して、下肥 も大切 な知力資源。

タルゴタル ド… 足 るよ うです か ら、足 りて い るので 。

ダル カユ … …… … … …下 肥 の汲 み 出 しを 、下 肥 を運 び 出 して。

ダル ウチユ …… …下 肥 を 田ん ぼ に まいて 、下 肥 で追肥 にす る。

ダルカ ンシ レン… … …疲 れ るか も しれ な いので、疲労 注意 を。

タル コ タネ ーガ ……・…足 るょ うな らよいが 、足 りな い と困 る。

タ レチ ヨル……………垂れ下が って いる、たれて貧弱 な格好で。

ダ レニデ ン……だれ にで もある、無 くて七癖、欠点は皆 あ る。

ダレンカ レン……誰で もあ るのが欠点、人並みと思 って反省。

ダ レカ レデ ン………誰 にで も、人選 び しないので、万人向 き。

ダ レカナツチー‐だれか交替 して、変替 して ほ しい、役員交替。

ダ リンカ リン…誰 にで も言 いま くる、迷惑かける世間知 らず。

タレタンカ…たれたのですか、たれたのでは困 る、近所迷惑。

タレチ………たれて しま ったのな ら早めに用心、処置は早 く。

タ レクウ ジ……たれ込ん だのな ら処置を、早 く処置 しないと。
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た タレナゲーチ ョル………垂れなが して も、気がつかぬのか も。

ダ レデ ン………誰で もよか ったのか、人の別 け隔て はな くて。

ダレナリャコス………あなたならばこそ、格別な気持ちでの。

タレサガス…垂れているのが解らない、掛経が弱 ったょうな。

ダレデンカレデン……誰かれ構れないで、頓着がなくなった。

ダレデンユウジ……誰で もよかったのだろう、感覚が薄れた。

ダロモンナラ……………そのようなら、そうであったとしても。

ダロウカ
‐………で しょうか不自然な、納得がいかないような。

ダロケンド…そうで しようけれど、そうであって もおかしい。

ダローヮ……そうなので しょうか、すこし変 :こ も思いますが。

ダ ンナモチ……恋 しい相手がいるよ うな、 うらや ま しい人の。

ダ ンダ ンイ シ………石段 などの、上 り階段で は、順 に上 って。

ダ ン ドリャ・一………準備 はで きたのかな、企画が大事な事で。

ダ ンダ ンナー…………あ りが とうと感謝、段が あ るので用心を。

ダ ンダ ンニ……………順番にあが って、順序 よ く進んでいる。

ダ ンダ ンヌ……………段を丁寧 に上 ると、石段 は気をつけて。

ダ ンダ ンカ…………だんだん に進んで上 る、足 に気をつけて。

ダ ンダ ンタ………。だん だんがあるので、上 り坂 だか ら用心を。

ダ ンダ ン トー。…だん だんがあ ります よ、順 によ くな って安心。

ダ ンダ ンノ………だんを上れた ら心配 ない、その先 には宝物。

ダンダンモこ……段段 もうまく上って、足もとに気をつけて。

ダンダンヤ……壁々ですから足もとに気をっけて、無理せずに。

ダンダンヨ…だんがあるので、段に気をつけてね、大丈夫よ。

ダンダンワ…段々はおわうなから、一安心 して、つぎも元気。

同じダンがついても続 く言葉で 意味が変わっちくるけんど

そこに方言があると 少 し柔らかになるので 人の心 も落ち着

くき一不思議。そげな生活文化を大事に しなが ら使うたきか

今 も これか ると使われ るん  じゃろ うな ぇ野津原方言ぬ。
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◇◇◇ 方言単語の分割説明 も  『 あ』か らは じま っち ここ

ま じじ20014語 に な ったんで。勿論一つん単語

じい くつ もん 意味 もあ るきな ぇ。 コ ン前ん頁 にでん あ った ごつ

ダ ンダ ンにつ く字 じ 意 味がす ぐ変わ るき 方言 た ぁ面 白いもん

。それが またナ ンカ温 か な 素朴 な人情が隠され ち ょる。

ち チ ァーラ………あ らま ぁほん と、果れたかび つ くりしたのか。

チ ァン ト……… しつか りと して、確実 に しない と、 きちん と。

チ ァリャマーあ らま ぁどうしま しょ、 いいよ うな悪 いような。

チイテ ンーついて いて も、っ いてい るけれど、 くつついて も。

チィチーつ いている事 も、到着 した らしい、つ いて離れない。

チイチ ヨル………つ いているので、つ いていたか ら心配 ない。

チイチ ヨ リヤ……………っ いているのな ら、到着 したようで。

チイチクル…つ いて くるょぅで、っ いて くるの な らお利 口に。

チィチ ョヶ……………っ いて いない と、迷子 にな らぬように。

チィチク。一 付̈ いて くるか ら、つ きそ っていれば、密着 して。

チィセーキ…………小 さいので、細かいようです、小粒なので。

チィソ。……………小 さ くて、細 くしたもので、細かいもので。

チィ ッ ト……・す こしで もよい、少 し動か して、余分があれば。

チイメーノ………小 さいょうだか ら、小粒で も、小さくて も。

チィチョキヤ……………付いているのなら、付 ぃたょうだか ら。

チィタヵ…………。一……付いたのだろうか、付 いたなら安心 ^

チィ……………袋 に付けた落 としの用心物、袋 に環通 しの分。

チウカン…………ひ ようげ者、滑稽な性格の人、賑やかな人。

チラテ ンカヲ…………滑稽な動作話題の人、賑やか好 きな人。

チウレン…………滑稽で笑わせ上手、場所を盛 り上げる人材。

チエネタ………………知恵が出たよ うな熱、急 に発熱す る性格。

チエ シボ リユ…………知恵を絞 ったよ うに発熱、突然の発熱。

・‐知恵 を だ した ら、 アイ デ アが 上手 なの に。

) .

.ヽ_~

7 - F'-r

35



ち チエ ンワ……細工 してあ る知恵比べ環、慌て ると苦労す る。

チエ プク リ……………知恵がつ ま った頭、頭の回転が いい人 .

チエ ジヤノー… うまい解決 に脱帽、頭の いい人には叶わぬ。

チエタ……壊れた、つぶれた、壊れて しま った、失敗 した。

チエモ ン…………頭のいい人間同志の喧嘩、才覚のある頭脳。

チエ タ ト…壊れて しまった、つぶれて しま う。役立たず に。

チオツキ…職旗の紐止め、血をつけて検査、袋の下げ道具。

チオ ミリヤ……■職旗の下げ止め道具の検査、袋の下げ道具。

チオ ミンナ‐一 血̈は見ないがよい、血を見ると心配になる。

チオガ ミュ…………折り紙細工が、きれいな折り紙細工を。

チオ ミス ンナ……血は見せ ないが有利、血 はあまり法外 に。

チオ ツケチーー血が散 らば って被害が、出血は大丈夫 なの。

チカ ローカを は っきしたいので、力 自慢 も若 いときだか ら。

チカメー近 くはよ く見えて も、 日の不 自由が顕著 にな って。

チカベ……………近 くの便利 のよい、近 くな ら安心で きる。

チカチカー最近、刺激が強す ぎて、極端 に光が まぶ しくて。

チカキ…… …̈………投げかけなさい、なげかけて仕返 しを。

チカラマカ シ………力い っぱ いに、力任せの、力み過 ぎて。

チカ ッ トサスー急 に刺 されて、刺された場所 はす ぐ手当て。

チガヤセ ンカ……違わないですか、ちがわ なければよいが。

チカロカセ…支援お願い、力を貸 して、便 りにているので。

チカクリヤ……………………投げかければ、急に投げかけて。

チカマニヤーー………近い場所には、ちかいから便利でも。

チカバニヤ……‐近い場所の利用が有利、利用するのも好誼。

チカヨリヤ……………近寄ってみると、近 くだからよるのも。

チカメチ………近 くして利用する、近 くすれば役立つもの。

チガワンゴツ……違わないょぅに、ちがうと恥をかくか ら。

チガウンカ………違ったのですか、失敗 してもすぐ改善を。
=

チカラア リヤ コス…力があ る場合はお互 いに、相互扶助 も。

譲
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◇◇◇ 故郷ん味 ◇◇◇ 昔 しゃバ ッカ リ食ぃち ゆう言い

ょったがそりゃ一 た しかに片寄

る難点もあった。 じやが季節 に合 うた 時期物 ぅ食ぶ るんな 何

ち ゅうてん 一番理想的 食い物上手ち言えるる。そりゃ―季節

に田畑かる栄養分ぬ 充分吸いあち成長 したき 栄養満点でんあ

った。むげね ぇが 嫁入 り姿はいいもんで。

それ もそん季節にほ しも` 食べ物 じゃき尚更 ぃぃ こち なるん

じぉなかろ うか。 ビタ ミンや ら ミネ ラルち言 うもんが 豊富 に

入 った食 い物 じゃき 腹 ひ とつ食べ る こと じ サカ シユ もなっち

馬力 も出る。 Fせせろ しいけん どな ぇ』 誰な妙 な こつ 一言 うな

ぁ。聞かんふ りこす情 け心  誰 しも思 いは一緒 じゃね ぇ。

年寄 りらしい絞め言葉 じ 笑顔ん拍 手 にな った。夏 はどげゆ う

てん 外仕事 じゃ体が  ほて るもん じゃき 水 ぅガブカプ飲む。

それ も汗 ぅか くき いいん じゃね ぇ 汗 が出る事 じ老廃物 も 外

に運びで―ち くるる。 じやが水分補絵 は  しな一え じゃね ぇと

日射病にな った り 熱 中症 にな るち言 うで。

キ ュウ リ トマ ト何か は 体を冷や しち くるるき 料理 にゃ欠

かせん材料 の一つ。庭先 ん菜園かるモギ取 っち サ クサ ク刻む と

塩 もみす りゃ もう 逸品が 出来上が る。酢 の物 にどます りゃもう

格好ん副食 にな っち お点前がいいな ぁち 褒 め らるると 里

はどこかな ぁち 次ん話が賑ゃ こなる。

カ ンラ ンの酢の もん 青 シソも入 る ミヨゥガが入れて……ち

オラ ビヨル.肉食 もいいが 脂肪分の取 りす ぎゃ 科学調味料 ど

ま使 うと ち っと甘 口な っち ついつ い塩 ひとつ まみ。 それが塩

分取 りす ぎに もなる。 Fそ げ―辛 ぅね ぇで』 じやろ うおお もと

が  ちっと甘 ぅなった き 塩がチ ッ ト走 り込むわけ。 ち っとがナ

エ朝晩にな ると チ ッ トチ ツ トに もな るき。
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今 日はカ ンラ ンの味噌合ぇ ぁ した もそ うで。 いいん じゃね ぇ

こんだ秋 日に ゃ そげなんな姿消す ことoじ やき転 げ回 りゃいい

ん じゃね ぇ 運動 に もな っち 聞ぃちつた五助さんが  こん前 に

竹田でん問 ぃたで。農家 じゃもう 『 口癖』にな っちよるき そ

げ珍 しゅもねえ し タマガ リもせん。

元々日本人な米を主食にするき 素堵汁にイリコダシ 時にゃ

魚が膳につ くと喜ぶ。でん珠噌汁かる取る カルショウムでん

麹かる取る栄譲分でん 詳 しゆう見りや肉魚に 比べてんあんま

り 変わらんのじやなかろうか。じやこと昔ん人たちゃ 何千年

も今よリマット悪い 食い物 じ生きて来たんで。

『旬 の食材 は栄養が豊富』ち 専門家 は言 ぅごつ 今の食べ物

ぅ大事 にす る事 じ 日本 人な健康が保 たれ るち 思 われ る。旨い

と食べす ぎち 】旨勝分 の取 りす ぎ 肥満 になった り 食 い物んバ

ラ ンス も 片寄 る不公平 になる。衣食住 :こ 菫 まれ過 ぎ そん弾み

が外か るん刺激 によ つち 偏食にな ると 折角ん健康体 も 壊れ

る危険性 もあ りゃせん じゃろうか。

『 小昼ナ ンカね―かな』『 ジリ火焼 き食ぶ りゃ』 ばあさんが

気を利かせ ち 立ち上が った。『 わ リーな あ :亡 しい じゃね ぇ』

『 今 作 ろ うかち思 いよ つた』『 そ うな』 そげ冨 うた もんの

本当 じゃね ぇな わか っち ょる。働 いた人に ゃ 腹 ごな しせん ご

っち 思 う優 しい気 くば りに 横向 いて 目頭 ぅ 押 さえた。

あ り合ゎせん材料 じつ くる それ もす ぐ間に合 う心 くばり そ

trに ゃ贅沢な食い物 じ のうでん心ん こもった 粗東な物でん

栄養にも意力にもなっち 『よし頑張ろうか』:こ 結びつくもん

でんある。『焼けたで」『ありゃ―もうえ』 湯気が立つ焼きた

ちん ジリビヤキ ソンアジア もう何 ものにも勝る

ゃろう。身につき血になる 栄養価ん戸いo

ご馳走 じ

・ 亀』
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『 ダ ンゴ汁が 1等 に入選』

故郷ん郷土食でんある『 ダンゴ汁』が 大分保健所管内ん『栄養

料理コンクール』二 _専門家ん見事な出品を 抜いち見事 1等賞に

に 推薦されち県知事賞獲得。

昭和 30年 (■ 955)の  事 じゃったが  百ごろかる農家が常

食ん ごつ す る代用食でんあるが 百姓が夕飯 た ぁテェゲ これが

顔 ぅで 一ちそれが もう 当た り前 に もなっち よつ たoじ や き子 ども

ん頃か るもう 特 に娘 なんか好 きにな っち そ りゃ もう母親顔負け

ん いい技術を身 につ けよつた o

それ に食感がぃい ことや ら 材料が より好みせん じ 何で も愛想

ゆ う合 うもん じゃき 季節 に関係 の う炊かれ 食べ られよった。暇

ん時 に小麦粉を こぬ るが 適量ん塩 と水 じこねち 耳 たぶほずん柔

かさに した ら 手のひ らじ一握 りほ じ取 り 細長 にまとめち ふ き

に並べ ちチ ョイ ト寝かす る。

天気や好みじ量はお任せ あんまり考えんでん 失敗は失敗なり

でん うまく行 くもん じゃき 専門的にゃ考えんでんいい。

参加 した『 みど り会』 は 若 い娘 さんが中心 に 若嫁さん も入 っ

ち ょっ たが  22人 が毎月 1回  保健所ん講師か る指導受 :ナ  こん

コ ンクールに出品 とな った。熱心 に指導を受 けた成果が 出た もん

じ改めち郷土料理 ん  『 ダ ンゴ汁』 も見直されたが 大元昔か るん

米食 い延ば しん 努力家でんあ ったち思 う。

戦後 に町 じ流行 した  『 スイ トン』 もこれん 親戚見たいな もん

じゃが チ ッ ト高度 な技術がい る ダ ンゴ汁 に ゃ 寝せたぬ起 こし

ち 手 に優 しく取 っち伸 ばす  そんテクニ ックは やつぱ難 しいと

ん言 う。 じゃが愛情が あ りゃもう 簡単ち思 うが。
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煮え立ったイリコダシん 入った鍋ヽに手にとった ダンゴを

伸ば しちいるるが ここじや伸ばしたんぬ 中を裂いて入るると

ボチャンと湯 しぶきが あんまり飛び散らん。こりゃ豊後独特

う炊 き方。ちよいとマネは 難 しいが炊き上がった そん食感な

硬軟がうまく バランスを醸 しで―ち 乙な味になるち言う。

みどり、会ん したちも 農村の人たちの体位向上 と 長寿の面 に

役立ちて――ち 真剣なまなざしじゃつた。 これか らも一層勉強 し

ち また機会がありや次を 狙ぃたいそうな 健気なことじゃな

ぁ きっと次 ぁOoo賞 確実 じゃろう。イ リコダシ 小麦粉 そ

れに味噌がはいると 消化 もゆうじ栄養満点。つけ具は何でん

あるもんなら 特に季節ん食材は 一番おい しもヽ季節 とん言 う。

ダ ンゴ汁に似通 うた 簡単な『 落 としだん ご』 も 忙 しい時ん

助け船 になる。朝ん味噌汁ん残 りに 小麦粉を緩 く練 って 員 シ

ャクシじ 掬い取 るごつ 適当な量を取 っち 煮え立 った汁に入

るると す ぐ出来 上が り。ダンゴん感触 もいい もん じ 一食ん献

立てがす ぐ出来 る。

季節ん野菜ん利用 は 一番おい しい野菜ん味を 楽 しめる しそ

ん味が 回 りん ものま じ 美味 しく造 り揚げち くるる。季節を生

かす事が少な くな り 季節感 も薄 らいだけん ど 真の美味 しさは

ゃ っぱ そん野菜ん旬 にあるごた る。季節はずれ は便利 もいい し

時の間に目移 りす るが 旬の味利用 も上手 な 料理方法かん

知れん ごたるな ぇ。

土が味を持ち出す とか つちが 旨さを作 り出す とか 言い方 も

あるち蘭 くがそれ も 頷けるようじ 粘土土ん米は旨いちゆう。

けん ど花咲き実った そん作物ん努力 と′た 底力 にも感謝 しち

頂 く時そこにゃそれな りん 独特 な味 も隠されち ょるごたる。味

は自分 の舌、五感、心情 にもよるけん どな ぇ。
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炊 きだちん舌ん感触  炊 いた人ん心が伝 わ るごた る。ダ ンゴ汁

ち言 うけん ど ダ ンゴ じやね ぇ食い物  故郷ん人情が  こね こま

れた郷土料理 じゃろう。炊 きだちん味ゅ う じ 冷 とうでん又ちが

う味がす る。温めち食ぶ るとコイタ 又 旨い味 に早変わ りす る。

そん炊 く時 ヒヨィ ト残 る 苑ず ると『 ヤセ ウマ』 になる。小竹

に巻いち焼 くとこんだ  ヒヤキになる。

米 タボイー米ん食 い延 ば しじゃつた。米 は売 ること じ生活費用

になる。 じゃきチ ッ トデ ン売 ること とな りゃソゲー ワ残 らん。

ど してん代わ りが イルモ ンジャキ 小麦、麦 ぅ1植 えちそ りゅ助 け

ち来た。子 ど もな りに身 に シ ミチータ いのち き上手 にな ったん

じゃろうな。

『 ヤセ ウマ』 さ つきん  伸ば したんを  こんだチ ッ ト平 と ぅし

ち 苅ず ると出来上が りにな る。 ここ じ違 うんが そん まま あげ

ちザルに広 げち 水分ぬ飛 ばす る。 そ リー きな粉つ けた ら はい

一丁あが りになる。仏 にな った家族が貰 い物を 請 いなが ら貰 う

たぬ 持ち帰 る時 に縛 るに ゃ こんヤセ ウマが丈夫 ち言 う。 じや

き時々にゃ仏様 に ヤセ ウマ供えち使 うよ うに。助 か るらしい。

盆 に供えた りす るん も 気持ちが込め られち ょる。 きな粉がネ

エ時 ぁ醤油 タラ リ それでん食わ るる。 ゆ う考えた生活ん知恵 じ

ゃろうな。『 な しヤセ ウマち言 うか』 そ りにゃこげな話がある

馬子が頭張っちハ リクウダキ 馬は真剣ダッチシモウタ。店先

まじえ―と辿りち―たら 長い吾がこれ以上は伸ぼんごつ タラ

リ……̈ …丁度ヤセウマ食いよった客が  『 りゃ―あん馬ん舌は

これとソックリじゃ』 『ふんとヤセウマんごたるなぁ』

馬が ムゲ ネエ ケ ン ド ヤセ ウマ もひ ょい とす り ゃ 嬉 しいん じ

ゃなか ろ うか 。殿様 が それ 聞 いて『 い い思 いや り じゃわ い』 と

感心 した そ うな。
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方言説明 37P バッカリ食い…片寄った食べ方。じゃ

,´           が…ですが。ちゅうてん…そう争して

ん。むげねぇが一可愛いそうで。いいこち…よいごとに。サカシ

ュウモー元気で。せせろしいけんど…うるないけれど。どげゆう

てん…どんなに言うても。ほてるもんじゃき…上気するもので。

しなぁえ―じゃねぇと一しなさいょだけでなく。くれるき…くれ

るので。どま…などに。カンラン…きゃべつ。オラビヨルー叫ん

でいる。

38P じゃき…ですか ら。なっちょるき―なっているので。

タマガ リモ…吃驚 もしない。 じゃこと―です こと。

ナシカーなでか。 じり火焼 き…柔 らかい状態で焼 く。そうな…そ

うですか。のうでん…な くても。

39P テエ ゲー大 概 に。 じゃき…です か ら。 食 いの ば し…食

料 の節約方 法 。

40p ち ょいと…少 し。

41P だちん…時の。でん―で も。 コイター これは。 ヒヨィ

イ ト… もしか して。 タボイ…節約 に。 ソゲー ヮ…‐そん

なには。イルモ ンジャキー必要ですか ら。物乞 い一門

に立 ち読経 してお接待を受 ける。 そ リー…ひれに。ハ リクンダキ

ー精 鑑 したので。 ダ ッチ シモウタ…疲れで しまつた o

お盆 に仏様に炊いて供え るものにゃ ダンゴ、やせ うま、 うど

ん などがあるけれど きな粉のついた『 ャセゥマ』は 乾 くと

丈夫になって強 く 重たい荷物を下げて も 切れないとの意味で

盆帰りのみやげが 途中で落ちないように 東おるククルの

つかうのだそうです。
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昭和 29年 《63年 前 の頃》東部小学校で 野津原村主催の

『 俵の表装競技会』が あ っちそ りゃまぁ応援 も 多か った ご

たる。なんさま始 めてん事 じ 真剣 に練習 した 12人 が よ―

い ドンの合図 じは じま った。俵 に ゃ表外側 内俵 漏 らん ごつ

蓋ん役割ん サ ン ドウラ じめ縄  ホズ ミ縄  なんかがあ っち

そん すべてが審査ん対象 じゃつた。

審査員 も大分食糧.事 務所ん 所長が審査長 にな っち 完成 し

たぬ厳正 に審査 した結果は そん 日の晩方 に ゃ決 ま った。 それ

ま じ待つ事おおよそ 5時 間 じゃったき もう出た選手 もじゃ

が 心 じ応援 しなが ら 成 り行 き ぅ見護 りなが ら 待 った時間

の長え こと。 ダツチ シモ ウタち 顎で―た ごた る。

なんさま今 ま じこげな コター なか った もん じや き カ ッテ

モ違 う事 もあ った ごた るが とにか く出来上が った 俵そん もん

が いかに美 しく 見か けゆ う じ 丈夫 じ使 い勝手が いい 品

のょさなんか も 審査ん対象 に入 ったごた る。 それだけにそん

手先 足先 くこりゃア ンマ リ関係ね ぇが》 び リビリしよ った

そ うな。

そ しち終了 した後 は 審査員が厳格 に見ち 結果が発表 され

た。編み下 ろ しとそん寸法  なんかいろいろな寸法 も 計 っち

一っ一つチェツク、 ま ぁ選手だけあ っち 見事 な俵が 並ん じ

輝 くごた ったよ う。丹精込 めた俵 は や っぱ誰が見てん 見栄

えがす るもん じゃき 息 ぅ飲む ごたる会場 じゃつた。

審査の結果 は 審査長 か る厳か に 発表 された。講評 に続 く

そん一言一句 は 選手 に対す る ご苦労の印でんあ った。 こん

会の 一等賞 は 中村泉に決定 した。二等賞 は 安達一男、 と

福岡保。二等 は 柳井幸男、板 山 ヨシ子、河野 視 に決定 した

。 ご苦労さま じゃつ たち 拍手がいつ までん 続 いたそ うな。
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『 昭和 の大合併 の波が広が る』

昭和25年に日杵市が発足 26年 にゃ津久見市もスタートしち

それじ のうでん全国的な合併ん波に 大分県も遅れるなち 旗ふ

りもおっち俄かに 話題が広まった。26年 にす民間放送も開局。

大野川発電も試験通電開始、全国に公衆電話 《交換手受付で》も

広まった。

昭和 29年 に竹鴨市が発足す ると 各地ん町村合併にも火が チ

イタゴツ託議が広まっち 野津原 も議会が慎重に審議 七瀬川添い

ん 4つ ん村が『気候風土 生活環境』なんか 似通 い流れに従 う心

ん絆が 理想的 じゃなかろうか。ち識者ん問かるも聞かれよった。

七瀬川ん源ん今市村 野津原村 看直田村 東種 田村 こん流れに添

うた 合併ならば事前体ん ごたる それこす夢 とロマ ンが かなう

ごたる話になりそうじゃつた。

じゃがそげな楽 しい夢が 壊れたんが大分市ん 舞鶴橋が完成 し

た もん じゃき 一遍 に変更ん方向 に動 きで一た。 いち東値 田 と危 田

が賀来を 誘 っち 3つ ん村が合併 しち 大分町をス ター トした。 そ

りゃあん まりじやね ぇち ~言 うた ところ じ ドケモナルメ~。
残 つた

野津原 と今市 こす ムゲネコサ レん有様 3

昭和 30年 《1955》 町村合併は 一挙に進ん じ杵築市 も発足

大分県の 行政区は慌ただ しく様変わ りす る。そん影 じゃ白山村ん

合併 じゃ『村長 リコール』 もあった。が早いがいいのか 遅れたん

がいいんか悲喜こもごもん 合1'F問 題 :ま いろんか記憶を いつまで

も残すこちなった。

こん年に合併発足 したんが 安心院町、清川村、緒方町、院内町

、佐賀関町、朝地町、真玉町、 7つ がスター トした。大分町構成が

あ って 隣接の今市村 と野津原村 も こん年 に合併 とな った。
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『 ああ モ ンテ ンルパ の夜 は更 けて 』

第二次大戦の比島でん激戦は 輸送が遠 くなっち途中ん 制海

制空すべてが敵の手中にあ った。戦争末期の形相でんあ るごた る

。敗戦後 ここ じ戦犯 と しち 苦難 の年 月を過 ごした人たち そん

中にゃ大分県人 も 14入 。 しか も無実 かん知れん汚名が 着せ ら

れち途 中 じゃもう 処刑 され無念の里帰 りとなった。

こんモ ンテ ンルバに収容 されち ょつ た 代騒銀太郎が獄 中 じ

作詞 した唄…それに曲をつ けたんが伊藤正康 じゃつ た。慰問活動

を続けよ った歌手の 渡辺 はま子が巡 り会 うち 唄 った こん唄に

そん切 々と唄 う 情感 に時ん大統領が感動 しち『処刑 して も何の

特 になるのか』… と戦犯 の特赦を昭和 24年 に決断 した。

この頃には大分県の 14人 の内 すでに 7人 は処刑 されち ょつ

たち言 う。野津原ん人 も厳 しい毎 日に 耐え忍ぶ時折ん便 りに

地元ん子 ど も会は幼心ん 花の種を慰間の手紙に託 した。やがて

現地で撒 いた ら発芽 しち 可愛 いい花が咲 いたと返信が届いた。

遠 く離れた留守宅で も 一途の望み託 して待つ 日の 辛 さが続 く

が特赦 によっち巣鴨に移動 した。

モ ンテ ンルパ の夜 は更 けて

つ の る思 い に や るせ な い

遠 い故 郷  しの びつ つ

涙 に曇 る 月影 に

優 しい 母の  夢 を見 る

ツバ メはまた も 来 たけれ ど

恋 し我が子 は いつ帰 る

母の心 は ひとす じに

南の空 に 飛んでゆ く

さだめは悲 し 呼子鳥

渡 辺 は ま子 、宇都宮 清 ‐―唄

咲いた花を見て元気を取 り戻 した時  きっと故郷 で咲かせて又

見たいと 皆んなで誓 いあ ったと言 う。
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巣鴨からは日本がそん先ん 責任を持つ形になっち 全員が

釈放と言う決断になり 無事に故郷ん土を踏むことも出来た。

昭和28年 7月 26日  敗戦かる七年ほずした 真夏ん暑い盛

りじゃったが そん日の著さは『そょ風』ん ごたる気持ちじ

ゃったんかん短れん。

無事 に帰国 した感激の中 じ 作詞 した代 田銀太郎は  18年

に。渡辺 はま子 は 平成 4年 にそれぞれ 苦難 の中を くぐり抜

けて 大役を果 た した思 い じゃ なか ったろ うか。 この唄が
「

ん人に唄われ  またこん人が心動かされ た。人 は人の心 の中に

生 き続ける もんでんある。 きっと今 も人のために 尽 くしたと

思 う 優 しい心情 によっち 安 らかな天国ん 生活でん あろう

辛か った抑留生活 戦犯 の汚名 に苦 しん だ同胞 そ して処刑

された人たち。戦争はい くたの心 の傷を 残 してそれは元 :こ ゃ

もう 絶対 に取 り戻せん悲 しい 現実 の物語でんあつ た。故郷

に無事帰 ったそん人は そんな思 いを胸 に 町の為に尽 くしち

感謝 しつつ 世話 にな った人の後を追 った。

二人の娘 は励 ま して くれたいた 四つ葉 の クローバ ーさんに

は 再会 出来 ないままに成人 しち 現在社会で活動生活を しち

るが それが全てん人えの ご恩返 しで あ りそ こに 人間の心

ん絆 による平和 えの 道 になるの しゃなか ら うか。人 は人ん世

話になる だか ら人の世話をす る事で 輸廻の世界は回 るもん

。そこに人間の幸せが存在す るち 思 わ るる。

優 しい母ん夢を見たリ ーー筋に母が心よせる たった一度き

りん人生の中 じ 幸せと不幸は紙一重ん 生きる道でんある。

戦争んねえ世界 喧嘩んねぇ社会 そ学ゃ一人間の心がけ次第

でんあるんじゃが。欲が邪魔ぅするごともあるなぇ。
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◎◎◎ キクと鷲の人柱 ◎◎◎

野津原ん愛宕山上 に築城す る こちな ったけん仕事 に 精 出す

ごっ催促 されよ ったがそげ えは なかなか ウマイコ トいかん もん

じゃき 相談慎重 に重ねち  『 人柱』を たつ るこちなった。 そ

ん人 は誰にす るか ち な ったが なかなか決 ま らん もん じ ある家

ん娘 に言 いきかせて決ま った。

そん 日は真 っ白装東に身を包み 袴 も真 っ白ん娘は 伏 目なが

ら覚悟はで きち ょつたよ う。鷲 と一緒 に人柱 :こ な った ことか る

F鷲 ヶ城』 ち呼ぶ ごつなった。 じゃがな しか  それ以来夜 になる

と 家鳴 りがす るもん じゃき そん原因ぬ祈 とう しち もろ うた。

それによ りゃ 人柱 にな った『 キ ク』 と言 う 女性ん供養が足 り

ぬ と お告げがあ ったよう。

城主は早速 そん供養を しち そん供養塔 も地蔵谷ん 脇 に建て

ち懇 ろに納経 した ら や っとそれ も治 まった。今 も残 る与志屋施

主 による 供養塔が あ りし目の 悲 しい人柱 と しての 思 いを今

も残 されち ょるよ う。 そ っと残 したそ こには 当時の悲 しい事 は

夢 の ごと 忘れ られよ うと しち ょる。

文献 によると 一 の瀬川原天神宮前 よ り 東 に深 い沼田が あっ

ち 山地ん間の道路 に峰伝 え  3門 を建て本丸 ま じ 一筋ん道路

と しち 生鷲、生女キ クを 生 きにえに築城 。地蔵谷を挟 む男竜

池  女竜池あ りて 生垣を造 り大神池 と したが 夜 ごとに操気 し

宗拍流法師に申 しつけ 振動鎮元せ り。 当時の国司緒方二郎に

引 き継 ぎ 守護職大友左近将監能直に譲 り 武将頼朝の直系付属

と して 忠勇を尽 くすべ きことと 執連あ り。

ひ っそ りと眠 る供養塔 には 時折香が手 向 け られて いるが お

そ らく近隣の人たちの 優 しい思 いが こめ られた 証であろ う。
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愛宕城 《鷲が城)に  関わる話 もあるき 次に並べ ちみ ました

。応安年間 (1368年 代》今かる 650年 ほず前 になるが

南朝方 じそん名 も知 られた 肥後ん菊池武光 、武政が 九州全土

ぅ攻略 しち京に上る 野望があっちそスタたみ 豊後ん大友が邪魔

じゃつた。

菊池軍 な久住 に本埠ぬ構え 大友配下ん あちこちん 城を席巻

しち よつ た。大友配下ん鷲が城 も 手中に入 りょうどち 久住か

る軍勢を ひ きいち 大手門の入 日あたる 一の瀬川原一帯 を掃討

しち 天満宮を本陣に付近 に 陣を張 っち戦機を 伺 いよ った。

権現鶴に ゃ鷲が城ん 御地栄之助をは じめ 多 くん 臣下ん寺屋敷

じ 侍は城 中 じ城を護 っち 屋敷ん方 じゃ家族が 留守 ぅ護 っち

よ った。

菊 ,iL軍 は留守 ん 家族  子 ど もも 福 城 寺  普門寺ん 坊 さん ま じ

殆 ど殺 しち しも うたち言 う。 ム ゴタラ シイ コツ ス ル モ ン ジャ。

と ころが じゃ 5月 15日 か る雨が  降 りは じめ ち いつ までん

止 まん じ どん どん大 雨 に な った。 20日 ん 昼 頃 ま じ ブ ッツケ

に降 る もん じゃき 大雨 に な っち一 の瀬 川 原 は どん どん 増 水 し

ち 今 ま じ見 た こと もね え ごつ 大洪水 に な っち 殆 どん 家 が上

台 ま じ跡 形 もね ― ごつ  流 れ溺れ′死ん だ し も 多 か った ごた る。

水は鷲が城ん大手門 ま じ 増えちきち待機 しち ょつキ 菊聾軍

もデー分溺死 した しもあ り 菊池軍 な ドケモナラ ンジ 宇曾原 ぅ

た っち大峠越 lノ に 久住ん本陣に引 き上 げたそ うな。鷲が城か る

そん こつ う 大友親世に報告 した ら とてん喜 くうだ そ うな。 こ

ん戦 じ菊池軍 に殺 された り 溺れた りしち死んだ人 た ちん 追善

供養ん為 に頭を丸めち 出家 した御館地栄之助光任 は 名を御館

入道衣円ち言 うち 流 され た僧侶 円師ん館内に 一宇廟庵 を建て

ち 冥福を祈 ったそうな。 こげなムゴタラ シイ 戦が昔 もあ っち

そん たん び  1庶 民 ないつ も犠 牲 な りよ った ごた る。

_■r‐‐、、
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43P

44P

◎◎◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎◎◎

サ ン ドウラ…俵の外 と内の間か ら 米が こぼれ出 らない

よ うに 内の 口を閉 じた後  その上に乗せて外の俵で

開 じることで米が こぼれ出ない。ホズ ミ…俵を まず中を

絞 めて その左右 に 2本 の縄 で絞 め その 5本 の絞めた

縄 を さらに縦 に十文字 に 潜 らせては上 に出 して 絞

め上で結び止 め る縄。 じゃつ た…・で した。 ダ ツチシモ ウ

チー疲れて しま って。や っぱ…やは り。

それ じ…それで。 の うでん…な くて も。民間放送…当時

の大分放送 OBS=ラ ジオ放送。チータゴタルーついた

ょ ぅで。 じゃが _で すが。 そげな…そんな。 そ りゃま ぁ

一それはそれ はま ぁ。あん ま り じゃね ぇ…あま りではあ

りませんか。 ドゲモナラ ンジ…ど うに もな らな くて。

4 5 P Z /w-"to), ti+-:l:"'t Ltt.

46P ぼず した一ほ どで した。四つ葉 ん クローバ ーさん―仮名

の影 か ら励 ま して いた人で 村報 に もお礼 の呼びかけが

あ ったが 目の前で通 りす ぎて も 明かさなか ったので

幻 だ ったが 父親が無事 に帰国 したので  きっと心で感

謝す ることで両方 とも よか ったのでは。

47P そげえは一そん なには。 ウマ イコ ト…調子 ょ くて。人柱

―‐昔 は難工事 な どに 生身の人を埋めて願 いを立てたと

言 う まれな物語秘話だが 納得 させ られ た人はそれが

世 のため人の為 な らと きっと成仏 したので は。勿論後

の供養 はそれ に も増す 必要が あったのは言 うまで もな

い 残された関係者の務めで もある。 じゃが な しか…‐で

すが なでか。家鳴 り…想像以上 の心理的負担 になったよ

つ。
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48P そん たみ … その ため に。 ム ゴタラ シイ コツ ー可愛 いそ う

で聞 くに も間 けないょ うな 気 の毒 な物 語 。 スル モ ンジ

ャ… した ものです。 ブ ッツケ に一急 に打 ちつ けて 。 ドゲ

モナ ラ ン ジ… ど うに もな らな くて。 そん たん び一 その度

に。

皆んなで歩ぃた 野津原町の :i]跡 探訪

昭和 59年 《1984)今 か る 30年 以上 も前ん話 町民 に歩 い

ち野津原ん史跡を 知 って もらお うと 町内を 3つ ん コースにわけ

ち くゎ しいガイ ドをつけち 歩 いた ■ 1月 6日 。★  1コ ースは

町 中央公民館か る 権現→黒山遺跡→のびゆ く丘 あたりま じん 約

4,2キ ロに 300人 が参加。★  2コ ースは 本 田公民館 を出発

しち諏訪神社→本 田五輸塔群→地福寺五輪塔→本福宗五輸塔→竹の

内 までん 約 7, ■キ ロ。☆  3コ ースは今市丸山神社→石 だたみ

→石合原遺跡などん 約 6キ ロ。

高年者事業ん一環 としち 実施 したもん じやが 史跡巡 りん体力

づ くりと 子どもたちや老人とん ふれあいも兼ねそなえた こん

企画は初めてん事だけに 大変人気 もよび次回は じものコースをと

早 くも 胸躍 らせよつた。 1600年 代 :こ 大友 1日 臣が 出陣前 に建

てたと言 う 逆修墓なんかは 通 って も気がつかん じ 知 らない し

も多い史跡に吃驚。三国峠の景観 と地名の謂れ、天領ん面影残す

場所の由緒や か っての参勤交代道ん 夢や ロマ ンも伺い知れた。

現 在 地 区 ごとん 歴 史探訪 も 知 って い る人 材 を生 か した 継承 事

業 と しちの こす 必 要性 も あ るん じゃなか ろ うか 。 そ こに ゃ先 人 の

苦 労 した選 美ん思 いが  無言 なが ら伝わ る ごた る 思 いに馳 せ るん
は

も不思議 な思 いち。世話 した安 田ん顔にゃ満 足 な笑

:」liュ∫::魯I爵
ざ
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§ §§ 古 い唄 、新 しい歌  §§§ 野 津 原 に ゃ昔 か る音 楽 に

趣 味 を 持 つ心 情 が多 ぅ

あ っち盆踊 りでん  手持 ちん『 口説 き』 じ 間 に合 い よ つた ごた

る 音感 に も秀 で た しも 多 か った ごた る。神 楽 囃子 でん戦 国 ん

頃 か る 闘 か れ たん もそげ な 音感 的 な底 流 が あ ったん じゃろ う

三輪ノプが婦人団体 なんか に 唄お ぅえ踊 ろ うえち 特技発表

ん機会を作 った元 教師 じゃつ たき専門的な 学識 もあ った ごた

る。『野津原音頭』 なんか ゆ う歌 い踊 った艶姿が 今でん 目に

浮かん じくる。大百姓 じゃつ た 橋本小次郎 もゆ う作 る、のちに

野津原が真剣好 きち 移転 ま じしち来 た 首藤 チエ もそん一人。

そげなん曲 と交差す るごつ 続 く若 い したちん唄をい くつが 揃

えちみま した。

七 瀬小 唄 宇 曾 の峰 か ら 七 瀬 を見 れ ば ヨ

可愛 い あの娘 の  ス ゴキ の ょ うな

解 けて流 れ て  明 日はホ ンニ

明 日は いづ こで  咲 くの や ら

トン トン トンカ ラ リと 咲 くの や ら

瀬音恋 しや 七瀬を見れば ヨ

愛 しお方 の 呼んで るょ うな

石 に砕 けて 寄 ってホ ンニ

寄 って しっか り 抱 くよ うに

トン トン トンカラ リと 抱 くよ うに

秋の七草 七瀬を見れば ヨ

いつか二人の 微笑むょうな

甘 い夜風 も 星 もホ ンニ

星 も輝 く 天の川

トン トン トンカラ リと 天の川
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夜神 楽 を見 て の帰 り道  ほて った肌 に滝 じぶ き受 けて  そつ

と抱 き じめ られ た  そん な貴 方 の匂 いが  いつ ま で も心乱 し

寝 つ けぬ夜 が  更 けて ゆ くもの悲 しさ。

桜の里を 染め る頃

きっと帰 ると いいなが ら

七瀬の辻 :ご  抱 き寄せた

信 したあなたは もう 5年

夢に見 ました みれん川

故 郷 に帰 ると 強 く言 って旅 立 つ姿

浮 き彫 りされ るの に 手 が とどか な い

だ けが … ……

七 瀬 音 頭

御神燈 あか く 灯 る夜は

どこか似ている 横顔が

想 い出され る 恋蛍

みれん心  またつ の る

しあゎせ ください みれん川

七瀬 み れん 川

さとは手曾か ら

電町け りゃJIl i面iに

揃 うた揃 うた ょ

野津原よいとこ

いきいきいい町

忘れたはずの 面影が

神 楽ばや しに さそわれて

七瀬の里の 鈴が滝

二 人の愛を 笛の音 に

流せば悲 しい みれん !ll

今 も走馬 灯 の よ うに

や るせ な さ なん で私

み どりの野か ら

鮎が飛ぶ ソレ

心 も一つ

七瀬の里の

ソレ 人づ くり

あの娘 年 頃 朝 露 ぬれ て

牛 を育 て る い しら しさ ブ レ

揃 うた揃 うた よ 今市 原 に

野 津 原 よ い と こ 七 瀬 の里 は

水 とみ ど りと ソ レ 安 らぎ と

ム

・
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昔 しゃ馬 子 唄  肥後 街 道 の

上 り下 りの 石 たたみ  ソ レ

揃 うた揃 うた よ 行 列 過 ぎ り ゃ

野 津原 ょい と こ 七 瀬 の里 の

夢 と人情 の  ソ レ 花 も咲 く

北 の野 野 台  南 の 四辻

諏訪 の石 仏  夢 さめて  ソ レ

揃 うた揃 ぅた ょ  しぁゎせ づ くり

野津原 ょ い と こ 七瀬 の里 は

老 い も若 き も ソ レ 生 きが いを

ニ ラだ ワヶギ だ 椎 茸  久 慄 茶

柿 に イ チ ゴに 七瀬 味噌  ソ レ

揃 ぅた揃 うた よ 真心 こめて

野 津 原 ょい と こ 七瀬 の里 の

上 の香 りに  ソ レ ひ とめ ばれ

今年 しゃ豊年  祭 りの笛 が

み の り うれ しや  十五 夜 の

揃 うた揃 うた よ ヤ グ ラの上 で

野 津原 よい と こ 七 瀬 の 里 は

森 といず み が  ソ レ 日本 一

町政 33年  ななせの里ふ るさとまつ りを祝 って

出来 た故郷の唄保存会 よ りのプ レ。

△△△△△ 野津原賛歌 △△△△△

春 は蜜柑 の花 咲 く丘 !こ

夏 は名瀬 の 川涼 み

夜 霧 朝霧  夢 の国

蛍 が踊 れ ば  河鹿 が 唄 う

水 の野 津原  山 の町

夏のお祭 り 清正公様の

こし担 ぎの  i凛 々 しさよ

烏帽子狩衣 わ らじ履 き

馬乗 り袴の 両 ひざか らげ

浮かれ太鼓で 西東
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秋 は に ぎゎ う ふ るさ とまつ り

四 方 の山 々 もみ じ して

唄 に踊 りに 露 天 市

買 お よ買 わ ん か 地 元 の野 菜

三 度 とな い ょな 品 ば か り

●●◎◇□△ 七瀬馬子唄音頭 △□◇◎●●

ハァー 里の七 ii頭 で '里 の七瀬で 馬子唄聞けば

古 き人の世 偲ばるる

工 偲ばるる 偲ばるる

ハ アー 旅 の恋 唄  旅 の恋 唄  さ まざ まあれ ど

なでか魅 か れ る 馬 子 唄 に

工 馬 子 唄 に 馬 子 唄 に

ハ ア ー 村 の娘 が  村 の娘 が  二 人寄 れ ば

馬 子唄話 に 花 が 咲 く

工 花 が 咲 く 花 が 咲 く

ハアー 霧の坂道 霧の坂道 乗 り合いノヾスが

馬子唄乗せて 今 日も行 く

工 今 日も行 く 今 日も行 く

ハ アー 川 の流 れ に 川 の流 れ に まかせ て 唄 ゃ

二 の瀬三 の瀬  府 内 まで

工  府 内 まで  府 内 まで

環境の素晴 らしい野津原に 真剣惚れ こんで移転 した 作者の

目を耳を心を通 じて 写 し出された 描写を詩に創 り揚げて

国東の作曲者が曲付け した 七瀬の里の故郷の唄物語。
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§ § § しあわせ の丘  和 泉 荘 音頭  § §§

宇曾の嶺の麓 には サ ノ 麓 には

温泉湧 き出す 恵み あ リ ト サイサイ

貴方 と私を 結ぶ丘 サ ノ 結ぶ丘

しあわせの丘の 和泉荘  トサイサ イ

恵 み あ り

和 泉荘

あの人 この人 集 い来て サ ノ 集 い来て

湯 けむ り越 しに 
‐
花が咲 く ト サ イサイ 花が咲 く

昭和の町か ら 平成は サ ノ 平成 は

野津原町か ら 大分市  ト サイサイ 人分市

過 ぎた昔を 語 り合 う サ ノ 語 り合 う

時 の流れに 涙す る ト サ イサイ 涙す る

七瀬川 も 山里 も サ ノ 山里 も

このまま子孫 に 橋渡 し ト サイサイ 橋渡 し

今 日 も一 日 面 白 く サ ノ 面 白 く

明 るい笑 顔 に 福 が 来 る  ト サ イサ イ 福 が 来 る

幸 せ の丘 の 和 泉 荘  サ ノ 和 泉荘

明日も元気で会いましょう ト サイサイ 会いましよう

利用者の心情が和やかな 環境ムー ドノ中に 伺いしれる想い

の 感謝の気持ちが 心も豊かにしてくれます。

幻想 肥後 の殿様 お通 り じゃ そん な声 した遠 い日の

証拠 となるか 野津原 の 古 き町並み 茶屋の門

皆平伏 して 見た じゃろう

お駕籠を降 りて  しづ しづ と 向か うご門の 石段は

優雅 な姿が 偲ば るる 浦を流れ る七瀬川

手す りに もたれて 見 た じゃろうか
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★★  竹 刀踊 り ★★

平成んは じめに大分県の 民謡研究家ん加藤正人が 県内一円

じ民謡ん発掘が され よった。たまたま趣味 じしよ ったぬ どこか

るか聞 きつ けたんが 巡 り会わせん発端 にな った。好 きもあ っち

手弁当 じ加勢 しち 時に ゃデ ンスケ担 ぎ 山坂 ぅはいず り回 る3

そげん巡 り合わせが 思わん効果にな ったんが 何か故郷ん民謡

を残 して一ち 若え くし欲張 ったんが『 七瀬馬子唄』

そ :ず な縁 もあ っち中部小学校生徒 に 運動会ん集団演技 にと

指導 したんが『 竹刀踊 り』 じゃつた。歌詞は昔物語 じ馴染 まん き

馬子唄か る 引用 した日説 きを挿入 しち 生徒ん可愛 いい高音が

凛 々 しく響 く。講堂 に ゃもう熱気が こもっち ばあさんたち協力

しち くれ ち 仕上が りも上 々 じゃつた。

元唄は奥州あたりん芝居かる 引き出した涙ものがたりじゃき

こつちや 肥後街道ん馬子唄に乗せた かけ声ならぬ合いの手が

凛々しい。

肥後か府内か ―の瀬渡 りゃ サノヨイ サノヨイ お国訛 り

が なつか しいや サノヨー イヤ ヨーヤサ

馬に揺 られて 旅す る人 にゃ サ ノヨイ

ひとふ― し 心 に しみ る サノヨー イヤ

サ ノ ヨイ 馬子 の ぉ

ヨー ヤサ

肥後の糸屋の 吉兵 さんな

今 里帰 リ サノヨー イ i'

サ ノヨイ サ ノヨイ 京の修行の

ヨーヤサ

秋葉越 え れ ば 火 伏 せ の森 に サ ノ ヨイ

煮 えたか  諏訪 の火 じゃ サ ノヨー  イ ヤ

ザノヨイ

ヨーヤサ
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§ 宇曾 に出ようか 荒木 に行 こうか 四辻峠の思案顔

ハ 七瀬のせせ らぎ 小鮎がスイスイ ホイホ イホイ

馬子の五助 さんの 声が山並みにこだ ま しち 帰 っち くるん も

の どかなに素朴 な 里が幸せ じアルキーカ ソゲ ~思 ぅと 立ち止

ま っち眺めた宇曾山。今 日も天気か そよ風がなんか気持ちいい。

△△△ 浮 きつ沈みつ時 まかせ △△△

円福寺 は大友 と島津ん 兵火 じ焼失 した き 広攣一撤斎が下谷に

再建 したが 世ん移 り変わ りと共 に 現在地 に慶寺 庵 となっち ょ

る。神宮寺 と した当時を回想す りゃ 神仏集合 によ っち生 まれ 神

社ん境内や周辺近 くに 建 てた神社付属ん寺院。 7→ 8世 紀か る平

安 じゃつた ごた る。戦が あ るたんび 庶民 ないつ も犠牲 に そげな

時代 じ 天台、真言、貴族、僧 によ っち 各地 に創建 され 明治 1

年神仏希釈令 じ 廃仏が さ るるま じ 神僧 に ゃ天台 、真言の僧が多、

ゅ うじ 神宮寺ん僧は社僧、供僧、宮僧 と もいわれ よ った。

じゃが他ん一説を追 ぅち行 くと 宇曾鎮守尊神 は永暦元年 《11

60》  源左馬守義朝が尾張国 知多郡野間ん内海 じ 家臣の長内

忠政んため無念 の最後。 お尊子牛若丸は 鞍馬寺奥の院 じ兵法剣術

ぅ授か り 弔合戦 に打 ち出ち勝利 源氏ん世 にな り 分霊を森永照

盛背負 っち こん地 に執居 しち一宇を建 てた。

村内一統尊神 としち左近  神力によ り兵法を授か り 朝敵を滅ぼ

す。新田義貞越前足羽 にて戦死 そん与党残 らず肥後菊池に 結集

しち九州南朝ん密監使 天台阿舎利森永左近が 当村 に応永 31年

《1425) 円福寺を創 るが 33年 に病死す る。苦労が結ばれな

い そげな人生で もあ っただろ うが 意志 は誰かが きっと 継承 も

す るもん。歴史 は広が って  円福寺の夢 は これか ら 長 い歴史の舞

台 にも光 って いたごた る。

§
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§ 宇 曾 群 山 くれ な い染 めて 霧 が 匂 うよ朝 LI』 帰 り

可 愛 い あの娘 は 誰 の花  ソ レ 野津 原 よ― い と こ

ソ レ 野 津原 ょ _ぃ と こ ョー イ ヤ ナ  §

照盛の死後は村中ん者が 敬神尊崇 しち修複を 重ね るが天文、

弘治ん頃ん天下は 大いに乱れ天正 15年 《1517》 にゃ大友

軍 と 島津軍の兵火にお うち焼失。豊臣秀竜ん世になるや 広瀬

一鉄斎ん館に鎮守信仰す る。兵法第 1の 尊神とは 鵜戸山大明神

、鞍馬大天狗張山坊ち、されち ょる。

当郷 !日 唇記の天保 12年 (1842)写 書に加 え置 き 当郷

の暦生古老 6人 立会 い 当郷機密録 に見保 し詳かな り。以上相違

ない事を橋本、広瀬、三 ヶ尻その他 村内のかたが た に 尊神の

これあ る為 に書類な く 細川家政権 中代官命令 によ り 立会人名

年月 日を顕彰 後年心得 の事。天保 12年 12月 .立会 い記録人

持 ち主 安部半左衛門、角九郎兵衛、工藤左 ェ門、久多良木長兵

衛、小原忠左 ェ門、橋本 八十吉、ち筆跡鮮やかに 書 かれち ょる

んが  ゅ うわかる。

話がケ ックシヤ高度 にな ったき 連れの うた娘 も真剣 な 眼差

しなっち次ん話ん 展開が楽 しみ じゃつた。 うら若 いにまぁゆ う

空かんち 嬉 しゅうな った 五助 さん なひと呼吸す ると  『 じゃ

なチ ョイ トひとよ こい  シユウカ』 ち チ ツタだ つたんか  1横 に

ごろり。 そん肘 もっ―イヤ リが せ っせ と食 い物 ぅ 運 びよる。

Fみ んなイノチキデナェ』『ソウデ食わんことにゃな 生きち

よられんき」『昔んシタチモ 食うか食わんかん 毎日じゃつた

んじゃ ナカロウカ』『じやな でんそれぞれが 目的があった

きこす 自分な犠牲にしてん やり輝́ぐる ソリャマァ 大事じ

ゃつじゃろうなあ』 娘も感心したり 羨ましぃち思うたりする

と イヤリが行列作っち エサ運びがつらなった。

58

(:,を
,コミき
・、
卜、~ ▼   ヽ

~



□ □ □  芝 か き払 った働 き者  □ □ □

平助は病 に伏 じち ょる 母ん ために降 る雪ん中 山仕事 に出かけ

た。カズラを引いち 炭俵を編 む細 々と した 暮 ら しが親子んイノ

チキ ゅ支えち ょる。短 け ぇ陽が チ ツ ト傾 く頃 冷て ぇ粟飯 ぅ開いた

。そん時 じゃつた 見す ば らしい旅人が 通 り合わせ ち来 た。 もう

何 日も食べち ょらんのか 足 もとが チ ツ ト幼稚 に 見 ゆるもん じゃ

き声 ぅかけた。

『 お疲れ じゃろう ま ぁ一時 ヨコイマセ ン コ レよか った ら 食

べ ちか る』『 一… …』 無言 に頭を深 々と さ ぐると嬉 し涙が頬 に

キラ リ光 った。何年 も遍路 しち ょるん じゃろ う 押 し頂 くと震え る

ゴタル手 じ そ りゅう摘 む と 口に運んだ。食べ残 りん分 も無理 に

もたせち 粉雪ん道を見送 った。

じゃがチ ッ ト気 にな る もん じゃき 坂道ん下 ま じ追 いかけ 足跡

を辿 っち行 くと 振 り返 った老人か ら 声がかか った。『 ご恩返 し

は出来 ないが 少 しカズラを取 ってあ ります 芝を払 って ください

』 引 き返 した平助は 仕事 していた場所ん コ ンモ リ高 ぅなった

所ん 雪を払 いのけた ところ なん とそ こに ゃカズ ラん山が。

老人の去 った後 は吹雪 に ミエ ンごつ なっち そん老人 もどこま

じ 歩 いち行 ったかは もう不思議 な状況 じ 気持 ちが揺 らぐ思 い

に な っち しもうた。ほんのお接待ん思 いに 応ぇち くれたに しち

ゃ なん と大 きなご褒美 にな る。平助 もその場 に 暫 し立ちす くん

だが  『 いい事 しちよか った』 ち 自分 に言 い問かす ると ダマ シ

腹がへ っち来 た。『 じゃ昼飯 まだ じゃつ た』

宇 曾 ん天狗 じゃなか ろ うか  ち俄 か に評 判 に な ったが  日ごろん

気持 ち に き っと 神や仏 が ご褒 美 に  くれ たん かん 知 れん。 ここを

『 芝 か きは ら』 ち 言 う ごつ な った そ うな。
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§  さとは宇曾か ら

明 けりや川面 に

揃 うた揃 うたよ

野津原 よいとこ

ぃ きぃきいい町

みどりの野か ら

鮎が飛ぶ ソ レ

心 も一つ

七瀬の里は

ソレ 人づ くり §

● ● ● ● ● ● 『 宇 曾 山えの道 を辿 って』 働 後 000舎

じっと覗 きくうだ連れん 娘が続 なん話 ぅ待 ちきれん ごたる。次

ん話 し事うす るかな あ…一 天́正 15年 《1587》 兵火にお うた

円福寺はそん後にゃ 広瀬一徹斎ん館に鎮守信仰 下谷に再建 した

あと尊神を奥の院に 鎮座 じち神宮寺 となった。天正 16年 頃にゃ

今ん宇曾山がはっきりと 創 られたん じゃろ う。

密仏は円福寺 に迎え入れ 日本兵法第 1神 社宇曾大権現鞍馬天狗

張山坊 円福寺ん 肩書 きも生 まれた ごたる。慶長 6年 《1601》

入蔵庄屋橋本太郎左門が  ~下 原よ り引入居の 庄屋広瀬太左次 ェ門

と 世話をしち組内の 授産神も崇拝する。寛延2年 (1749)
―広瀬太次ェ門の山林 宇曾山ん頂きん石祠 :こ  勧請しち神事ぅ司

さどる者としち λ:【 瀬太次ェ問を定め 宇曾山奥の院とする。

このょ うな経過 によ っち 宇曾神社 と しての 神屋が出来上が っ

た事 にな った。世話をす る人たちや ら 周 り じそれに関わ った 人

たちん ご苦労 も多か った それに も増 しち心 くば りに 走 り回 った

影ん苦労 も忘れち ゃ な らない事でんあろう。 出来上がれば簡単 ち

話 にこすな ってん それ までん労苦 はとてん も ぅ。

御座岳、精進が岳、 と共 に宇曾岳 も修験の場  修験者は郷 に下 っ

ては 無病息災ん祈 とうや 病気平癒 に精魂 を また熱心 な人たち

ゃ宇曾山 ま じ出向いち ゃ精進が岳 じ さるる祈 とうを宇曾山 じ受 け

よ った。
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海ん果て まで届 く箸火は 遠 く関崎か る も見え ち 佐賀の関ん

漁師ん危険な海帰 りん  目標 に もなっち ょつた。 そん後ん神社ん

修復 にゃ心ん こもった 寄進 も寄せ られ ち『 宇曾 山講』 も こん

程 ま じ続け られよった。

§ 関の一本釣 リャーナー高島ん沖でナ

波 に ゃ揺 られち サ ー ヨー言 ウタヨナ 鯛を釣 るワイ ノー

アーヤ ンサ ノ ゴ ッチ リ ゴ ッチ リ 船頭鯛か な プ リかな

鯛 じゃい 鯛 じゃい  §

灯 た ぁいい もん そ リー遠んか るん 明か りゃ もう 心が救わ

れたごつ 元気 ま じ出 るき 汐路帰 りゃ ダ ッタ体が 躍動 もし

ち大けな声 じ オラ ビ トウモな る。大漁旗 もないち 足取 りも軽

ぅ 船は港 に一直線………。夜明 けん陽の光が 宇曾山ぬ照 らし

ち ょるごたる。

『 五助さん  ここか る見ゆ るん な』『 何か  あ 佐賀の関か』

『 うん』『天気が いい と 見ゆ るん ど』『 そ うな』 連れん娘 も

感心 したんか  まだ見ぬ 遥か佐賀の関ん 港を ヒョイ ト連想 し

た。乙女心が揺 るるごた る 五助 さんの話 しに ヒョカ ッ ト 男

前ん いい しが『 こっち こん な』 ち 手招 きどます りゃ どげ―

しゅうかち 夢が膨 らん じ来 た。

『年頃 じゃきの ぅ 無理 もね ぇわい』 五助さん もそげな 優

しい初な気持ちに揺 るる 横顔 に  『 こんだいつか 連れち行 こ

うかの お』『え ふん と』 タマガ ッチ  『 いいど』ち確約 しち

しもうた。娘 ン脳裏にゃもう そん 日が走馬灯ん ごつ 浮 き彫 り

され じめチ 今にもツージ行 くごたる。

娘ん夢ん ごた る気持 ちに 似通 うごつ  ここに も夢ん ような

桃源郷ん広が りが 下谷 ぅ中心 にあ ったよ うと 伺え るが戦火 に

右往左往す る 感情の際の記録 は 計 り しれん ごたる。
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正徳 2年 《1712》 阿蘇かる 野津原 に代官 とな っち 着た

武田二郎衛門尉 は 当初 は横畑 に居宅を構えたが 後 に現地にと

移転 した。そ こに ゃか つて女人坊 ち 言わ るる高僧が寺院を開 い

ち 地元ん人 たちん教導 に当た り 多 くん人たちに慕われ よ った

が 惜 しぃこち―一代限 り 廃寺 にな っち しもうた。

近 くに埋葬ん墓はそん 高僧ん ものといわれるが 一時期にゃ

多 くん人たちん心ん 支えになっち ょつたごたる。それにゃ心ん

悩みや路 じるべ 暮 らしん相談かる 読み書 きま じあ らゆる 面

かるん心ん指導を しちもろうたよう。巡 り会わせた人たちん心

に すば らしい法ん明か りが 点されたことじゃろう。

円福寺 とん関わ りは不明 じゃが 多 くん人たちが神仏崇拝ん

行 き来 したこた―考え られ るき は じめは円福寺 も 関連 したん

じゃあ るまいか。 ち も愚われ るが 尼僧がいてお互 いの 立場 は

大切 に したょ うだか ら 記録 には残 さなか った そん な夢があ っ

たのか も知れ ない。

兵火ん犠牲 じすべてが の うな り条件のいい もん :ま 残 る。不 自

然 さが世の常でんあ った そん頃か らん記憶 にす りゃ 下谷 に移

り再建復興 された 円福寺 にゃそれな りん  もろ もろん理 由 もあ

り 記憶 にな った りしたが 時代の流れの中 じゃ 消 された りも

した事 も多 い ごた る 思 い もさるるが これ も 後ん祭 り じゃろ ぅ

そげな事は過ぎ芸られキ それなりん理由もあつたが やがて

続 く 『 宇 曾 山 えの辿 る路』 :こ  な ったん じゃな か ろ うか。 跡地

に立 っち眺める過去の 人たちの努力ゃ結 びっ きは 今 も生 き続

けち地元ん人たちが 陰に陽に生活に生かす デ イデアは先人の

施 しと 感謝 しち生か して こそ 今は亡き人手で も 報 こ`として

返 されることになる これが世の習わ しであろう。あれか らすで

に 300年  歴 史 は くり返 され ち ょるが。
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◎◎◎ 方言説明 ◎◎◎

くるん も…来 るの も。 アルキーカ ソゲー…あ るか らかそん

なに。兵火 じ…戦争 などの犠牲火災。 じゃつた ごた る…そ

のようですか ら。 たん び一たびたび。 そげな…そんな。多

ゆ うじ…多 くて。 じゃが一ですが。

されち ょる一されて い る。暦生古老 …歴史 に詳 しい老人。

ゆ うわか る・…よ くわか る。 ケツクシヤ…結構。 ゆ う…よ く

。チ ョイ ト・―少 し。 ひとよ こい一~体み。 シュウカ… しよ

うか。 チ ッタだ ったんか…少 し疲れたのか。 もっ一そば。

イヤ リー蟻。イ ノチキデ ンー生活で も。 ソウデーそ うです。

。昔ん シタチ も一昔 の人 たち も。ナ カ ローカ…あるまいか

。でん …で も。 ソ リャマ ァ…それはそれは。

カズラⅢ…植物のつ る。 チ ッ ト…少 し。食べ ち ょらんのか…

食べて いないのですか。 ゴタル…よ うです。 な っち しもう

た一な って しま った。 くれたに しち ゃ… くだ さつたのに し

ては。 ダマ シー急 に。

話 に こす なってん …話 にはな って も。 とてん もう…とて も

それは。 さるる一され るよ うです。

簿火…薪 などを燃や して火炎を。 ダ ッタ…疲れた。オラ ビ

トーな る…叫びた くな る。見ゆるん ど…見え るのですよ。

そ うな…そ うですか。 ヒョイ ト…急 に。 ヒヨカ ッ ト…突然

に。 どげ しゅうかち…ど うした ものか と。そ うな…そ うで

すか。 こんだいつか… この次にいつ か。 いいど…よいです

よ。ヅー ジ…飛んで。

女人坊…地名で寺院のあった。 しちもろうた…‐してもらっ

た。ちも一とも。のうなり…なくなり。ちょるが一してい

るが。

五助街道宇曾 山物語ん 方言説明ですが歴史場面で やや難 しい

方言 もあ りそ うです。地名 な どは固有ですので  ご了承の程を。
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円福寺庵に残っちょる 焼仏は今も地元ん人たちが お祭りぅ

しよることから 観世音書薩か薬師如来じ あるんじゃろう 南

新四国巡りん札所でんある。記念碑んある原村にゃ T南 新四国巡

拝記念碑』が あつちそん開創供養にゃ 円福寺住職も出席しち

ょる 明治 36年 《1903)の  記録が残されちょる。

そん頃まじゃ素晴らしい 寺院としちょつたん じゃろう。現在

は宇曾山の神宮寺としての 面影が残されちょらんが 地元ん人

たちん温かな心ん 支えによっち毎月 1回  納経や毎年 年末ん

祭りもされちょつち 灯が人々ん真心を滲ませちょる。片隅にひ

っそりと当時の 華ゃかさこそないが 無言の教えが伝わるごた

るんも 不思議な仏の力かん知れない。

山影の朝露 に濡れた シャガん花  ひ っそ り語 りか けち くれ そ う

に そよ風 に揺れると 寄 り道 もした くな る。 あた りを見回す と

きまざまな 世の移 り変わ りを見て 過 ご して石垣ん一つ一つ に

魂があるごたる声が 聞 こえち くるごた る。里ん幸 せを念 じち

こん 石段を踏み じめち上が った あん人たち この人たち そん

思 い願 いを受 け止めて 幸せな指針をお告 げ した 仏の念力は心

にきっと 伝わ り喜 びん顔 :こ  思 いに変わ ったん じゃろ う。

笹竹が風にそょぐと キラキラ輝 く陽を受けた葉。当時ん人た

ちん悲喜 こもごもな 歴史ん流れの申 じ 人と仏が語 り合 う場面

が まるで影絵んごと 心に写 し出されるごたる 心境に誘われ

ち行 くも げに不憩議な時間でんある。 しゃきこす人は神を仏を

大事に護 り 施 したことが周 り回 って 報いになっち帰 って くる

ん じゃろ ぅ。短い人間の寿命が 生かされる期間か も知れない。

夢がロマ ンが湧きでるごたる 宇曾ん里にゃ今 も そげな輝 き

が 時折現象になるとか。まさに天界 と人界 とが 結びついてい

るか らであろ う。人間の幸せはそこに こす 存在 もす るように。
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☆ ★ ★ 紆余 曲折 の宇 曾 山 ★ ★ ☆

寛永 2年 《■749》 大分郡 入蔵在住説教 師ん板山瀬左衛門、

同広瀬吉左衛門、同喜助なんかが大 いに 信仰 を語 り世 に宣伝 した

。 円福寺 と英彦山 とん 関わ りにつ いて 橋本家 に保存す る お札

によると三韓征伐ん時の 勅によ り竹 内宿弥が  用 いたカプ トの

《世 に二面のカプ ト》写 しがぁ っち これは英彦山系 じあることが

頷 ける。

当時か るん地名ん  『 ウソノ ヒラ』『 ウソノタニ』

ラ』『 ウ ド』『 ウ ドノハル』『 ウツオ』『 コウツオ』

んか も 今でん同 じ呼び名 に 連 な っち ょる。

『 ウガキガハ

『 ゥガキ』な

宝暦 2年 (1752)に  村 に届 けた資料 によると 宇曾山張山

坊 円福寺 に鎮守、 な らびに下谷 に移 し蜜仏を当院 に鎮守す る。尊神

を宇曾山奥の院に鎮守す ること。西天笠 より天下 りた る 大天狗豊

前坊 、並天年七洛北松尾山戸召佐 々本の 末葉 森永左近照盛 と申者

、入蔵 円福寺 に鎮守せ しを 宇曾 山奥の院に勧 請す ること。

寛永 2年大分郡入蔵村居住 板 山瀬左護門 と申す者、広瀬吉左護

門 とともに 尊神の神社村内一流信仰仕え る事 。右 の通 り御座候也

。寛永 2年 11月 入蔵村居住地 ―説教師板山頼左 ェ F電  同説教 師吉

左 ェ門、同喜助 とあ る。 《村中一流 は村中一統 か も しれない》

また明細表に も 大和加茂祷社の 社家板 山某が宇曾山円福寺を

建立、天台宗の本尊 な らびに 日本兵法第一西天笠 よ り 天降 りた

る鞍馬山大東坊、豊前坊宇曾大機院張山坊を 勧請 とある。寺社の

部 に も禅寺 円福寺 、祇園神社神楽師入蔵村 板 山近江 とあるか ら

すでにこん頃か る『 ご願神楽』が 奉納され よ ったん じゃろ う。ち

思われます。昔ん事 じゃつたけん ど 人を大事 に神や仏 とん 関わ

わ通 じた心ん 支え合 う人間本来ん姿が いつ も見え隠れ しよ るん

も 美 しい もんでん ある。
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宇曾山か る眺むる山々に 由布山、鶴見山、高崎山が あ る。大

けな声 じオ ラ ビ あいなが らイ ロイロん  i話 しゅしよ った。山ん

神様ん言葉ん 中にに 火の山 と木の山 とん 話 しもされ よ った。

火の燃ゆる勇 ま しさや いで湯 につか る楽 しさを 自慢す りや ぁ

こっち じゃ 自然の美 しさ 優 しい水ん清 らかさを解 いち なか

なか結末 もツカ ンジヤツタ。

ある日集まっち相撲を 取 るこちなった。ガ ップリ組ん じ勝負

す ること フタ トキほず。そん勝敗は決 ま らんまま 引 き分けに

なった。そん時 ン汗が大分川になり 地 に入 っち行 ったんが 何

年 も積み重な っち 湧いち ょるとか。そん行司を したんが  白衣

を タナビカセタ天狗たち。

宇曾三山や鶴見に も足跡 ぅ 残 したとか 突然現れ ち ゃ消え

消えちゃまた現れち つ いに勝 ち負けにせん じ 引 き分 けに した

あた りゃ 世 の中を うま くまとめ 将来 の平和ん元 ぅ 創 りだ し

たんかん知れん。天狗 とはそげな芸当は 朝飯前 じゃろ う し 又

そげな利用ん仕方は 誰か らも文句はなか った ごたる。

(ア

『

臨F 方 言 説 明 電】・電】 宝】

オ ラ ビヨッタ ‐̈叫ぶ ような声 で。 されよ った一 していた。 ジャツ

ターで した。 こちなった一事 になった。 たんが一たのが。 タナ ビ

ヵセダ
ー
こ卜らひ らなびかせていた。宇曾三山一御座岳、精進岳、

宇曾岳。ちゃまた一て :ま また。そげな…そんな。 じゃろうし―で

しょうか ら。 ごたる「・・ようです。

五助馬子唄街道物語 宇曾山物語m4の 場面 いかがで したかo

謎 と夢とロマ ンを秘めた故郷ん 宇曾山霊場にはこげな 話が今

も語 り継がれち神や仏と 人間が助け合 う自然の 姿ん中 じ生 き

て来た。幸せ人生 じゃないで しょうか。次号お楽 しみに……。
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『 愛 宕 山 ないつ か らあ るん』

五助 さんが雨 じョコゥチ ョツタラ 近所ん子 ど もたちが 遊 び

来た。五助 さんな馬方 じ 頼 まれた荷物を運んだ り 旅ん人たち

を乗 せた り す る生活 ぅしよった。

子 ど もが 来 た な 理 由 が ぁ った 。 そ り ゃ一何 で ん ユ ウ 知 っち

る物知 り それ に話 が うま い 様 ち言 わ ん 。 偉 そ うに話す 人で ん

子 ど もが頼 む と 物 知 りぶ っち 妙 な顔 しち嫌 う もん じゃが  こ

ん五勝 さん な  もう全 くそ げな 人 を 分 けへ だて た り ゃ せん き

誰 か らで ん 好 かれ よ った 。

『 お前 ど う 何事か  また話 しゅう 聞 きに来 たん じゃな』

顔色み りゃわか る それでん断わ られんち ち ゃん と解 っち ょる

き ニコ ッ ト笑 ぅた 五助 さん も 釣 りこまれち 皆んな も笑 う

た。『 お前 どうがん  そん笑顔が  や つぱいいの ぅ』

年上 の 子 ど もが  『 愛 宕 山 は な しァ ッキ あ るん な』『 なん や

ち っと 難 しいの ぅ』『 り ゃ―知 らん の な』『 いん に ゃ聞 いた話

しゃ あ るん ど それ が 聞 きて ぇん じゃの』『 そ うで 』 皆ん な

真剣 な顔 に な った。 子 ど もん好 奇 心 な  いい もん じ 五助 さん も

ち っと 若 が え った ごた る。

『 ほんな話そうかの ぅ』 タバ コいつぷ く吸 うと 真顔にな っ

た。そん時にゃ や っぱ子 どもたち も 真顔にな るごたる。

大昔 安蘇ん山が爆 発 した。皆 ん なは真剣 な 顔 になった。 そ

ん時ん溶岩が流れち こ こま じ来 たん と。 じゃき今でん 原村や

ら竹の内 なんかん 川 そ こは固い一枚石ん まま 残 っち ょる。が

野津原 ま じゃ 来ん ままに溶岩 も 止 ま ったん と。や つぱ ヨダキ

カ ッタ ンカ ノ ゥ。
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『 じゃ き いつ ん なか め ―か  それが 固 ま っち  今 も残 っち ょ

る もん じゃき 昔 ん ま まに水 が 流 れ よ る。 けん ど野 津 原 は大 水 が

出た りす ると ちつとんずつ川が エグラレチ底が 深 ぅな っち

いつんなかめ―か  こげ一低 くなったんと。『 そげ~な ったん』

まん前ん子どま よ っぽずタマガ ッタンカ。

ところが あん愛宕出iま  固い石じ出来ちょるき 雨にも削れ

んまま 残ったもんじゃき あっき―座ったままになった。雨や

風為力は弱いち 思うと何百年もする なかめ― こげなふうに

変わ っち しまうき オ ジイ ジャロウ。 それ じソコだけゃ ヒキイ

ケ ン ド 周 りゃ昔か るん 高 さに残 った じゃな。

『 ほ ら周 りゃ 辻 原 でん  竹 の 内 で ん 船 平 で ん  だ い た い

同 じ高 さ じゃろ う。『 でん宇 曾 山 な 違 うごた るが 』『 い い所 い

気 が ち ―たの ぅ や ん な や っぱ頭 が いいの う』 『 いいで 頭 に ゃ

デ キ モ ンなね ぇで 』 子 ど もた ち ぁ ドッ ト笑 ぅた もん じゃ き

五 助 さん も 横 腹 ぅ押 さえ ち 笑 い よ った。

『 あん山はの ぅ 違 う頃に こんだ地か る せ りあげ られ られ ち

ニ ョキニ ョキと 出来 たん と。 じゃき山ん土 も岩 も 違 らそ うな

。 F… ……』子 ど もたち も 珍 しい話に 物言 えん ごつ  タマガ

ッタゴタル.五助 さん な ひげ面をなでなが ら  『 ど ぅじゃ解 っ

たか』 ち 言わんばか りじゃつ た。

『 それでん面白いな ぁ 爆 発 した り 溶岩が 流れた り 固 ま ■

た り 山が せ りあが った り 地 の中 どげな っち ょるんか』

子 ど もたち も ち った疑間が解 けた ごたる。『 茶でん飲 むか』

嫌 とん言わん 子 ど もたちに 五助 さん も な しか嬉 しゅな った

ごた る。

今でん原村谷、大 田谷 福宗谷 竹 の内谷 どま 川底が

一枚岩 にな っち ち っとん変わ らん 水が流れ よ る。
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大分食が『 がん予防』 に

大分県な『大腸がん じ死なない都道府県』ん  ラ ンキ ング第 1位

じゃち 徳島ん小松島ん しが 羨 ま しが りょ った。それにゃ野菜ん

食い方が少ね ぇごた る。腸が弱 ぅな っち下痢 に 悩 まさるるんが多

いそ うな。『大腸を強 くす る』 それ じ調べ た ら 大分県民な食材

に『 さといも』が  日本一多 いち挙げ られちよ る。

ほかにも『乾燥 シイタケ』『 カボス』なんか  体 にいい もんが

いろいろあるもん じゃき 自然 胃腸ん働 き う ゆ う しよつたごた る。

早 ぅ気がち一ち見習 う いい事 じ知 っち ょつてん 実行せ にゃなん

に もな らん  『宝ん持 ち腐れ』 にな っち しま う。 しゃん じゃん食べ

胃腸ん動 きが ゆ うな る事 じ健康 な体 豊かな心 は幸せん原点。

こん頃 ぁ『気仙沼んサ ンマに日杵んカボス』 ち 9月 に ゃイベ ン

トが  目黒 じあるそ うな。地元ん産物が飛ん じ行 く 汗水流 した人

たちん苦労が 認 め られた証でん あろ う。価格 の不安定 さ も 経済

流通が左右す るき うまいこといかん じゃろ うが 頑張 っち熱心 に

取 り組み ゃ きっといい事 もあ る もん。

関 じみかんを各種植え込み 時期を広めた実 りん研究。いつでん

鮮度ん高 ぇ『 みかん』が 相手 に届 け らるるち 評判の しがあるが

そこに ゃ 人 にゃ知れん苦労が あ ってん ど うせす るんな らチ ッ ト

デ ン おいしい喜ば るるんが 儲 けに も結 びつ くもん。欲をぬ きに

してん相手が  1待 っち くれ るそげな品物が  これか らは大事 と思 う

がな ぇ。

消費者があっち こすん 生産者が生かさるる もん。 いい品物季節

を生 か した 生産 は必ずや評価 に もなる。欲だ け じゃ通 らん 相手

とん信頼関係。 それ までん人間性 はす ぐにゃ 無理でんや り通す

根性が あ りゃきっと 望みは叶 うもんでんあ る。
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Fあ りゅうしち くれん』

『 ありゅうしち くれん』『 え あれなイイデいつでん』『 そうな

ぁ したはどげ― :天気 もいいごたるき』『 アイ ほんな シヨ しち ょ

きゃいいわ』 言葉んやり取 りじ 話の内容は前もっち 犠んだん

じゃろう 若いしも忙 しい間を 縫うち承知 したごたる。農家でん

どしてん 一人 じゃ出来ん仕事もあるもん。

次ん朝ん早 ぅか る イソイソ しち 頼んだにいるもんぬ  シヨ し

よるん じゃろ う 座敷か る表座 ま じ 掃 きだ しち掃除 もしよ った。

女性 に しちみ りゃ ミッ トモネェ所 ぁ見せ とうはね ぇ。 そ うこうし

よつ た らお願 い した人 も 向 こうか る周囲ん 作物み なが ら来 る。

若 さがある上 に 作つ くりが熱心 じ 誰にでん好か るき 頼 まれ も

多 い ごたる。 そげな間にチ ョコ ッ トん事 ぅ。

『 ショはで きち ょん の』 爽 やか な声 が全 身 に 染 み渡 る ごた る

に 顔 が仄 か に紅 潮 したんが  自分 に も解 つた 1,1ダ まん な ぁ 忙

しか ったろうに』『 いいんで 言なれちょつたき 予定は じち ょつ

たき』 信頼度んあるしゃ や っぱどこか違 うもん。 いつでん即応

出来 るごつ予定表に 入れち くれちょつたごたる。

い るもんぬ並べ ち向かい合 ぅち 囲い予定ん場 に シャガ ミクウ

ダ。『 交互に指 しだす き じゃん と握 っち 無理 ぅせん ごつ曲げち

こん だ こっちにサイデーチな』『 や っぱ難 しい もん じゃな ぁ』

『ありゃ は じめちな』『 そうで こげんこた一年寄 りがするき

いっぺんも シタコターねえに』『す ぐ覚ゆるき』

時 は流れち肌 は汗 じぬれ 手先は も ぅ腫れ物を つ まむ ごつ に緊

張 しち 慣れたち思 うと慌て ち 手元が狂 うた り。焦 ると間違えち

あ相手ん 手元 ま じ出 しす ぎた り。 それでん立 ち上が っち じっと

見回す と なん とここま じゃウマ ク 行 った ごた る。
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『 ぁ ぁょか った い い按 配 に誰 も見 ち ょらん 』 心 ん 中 じゃそ げ

思 うと一緒 に  な しか ま るで一 人 占め した そ げ な優 越 感 もよ ぎ る

。前 につ いた ゴ ミを 気 が つ かん ごつ 払 うと  『 ま ぁち ょつ と ヨコ

ヮンデ ンイイ』『 いいで や つち しもぅちやどげ―』 何かこんま

ま終わるんは 勿体ね ぇ思いがふ ぃと 頭を掠めた。

『 そ うな ほんな続 けちお願 いま します』『切 りがつ いた ら ゆ

っくリヨコヤいいわな』 .大人の仕事 の駆 け引 きん ごた る 発言 に

『 ゃ っぱ ドッヵちが う』 ち 思 うた。陽なたが強 ぅな ったが  ここ

はまだ影べ らじゃき そ リー シヤガ ミクウダ そん格好がなにか

異常 な風景 に も 見 るるん は素人が 相手 と作 る仕事ん場だけに

面 白い画面に も見えた。

と 相手 が た ちあが る と や お ら『 初 めち しち ゃ 上 手 じゃな ぁ

ふ ん と』 褒 め られ た瞬 間 そ っと 顔 み あげ る と 相 手 も見返 して

白 い歯 が こば れ た。次 の瞬 間 … …『 私 もいい勉 強 になつ たで』 そ

ん一 言 は どん くれ 嬉 しか ったか  いつ まで ん 余 韻 が残 る。ふ と気

が つ いた ら頬 に一 筋  キ ラ リ光 る涙 が 伝 って い る ごた る。

ず っと出来 た分を見回 しち  『 こりゃウマイ』 ニ ツコ リ笑顔 じ

見返 したそん 汗 した姿体か る男性ん 遅 しさが覗 いち ょるごたる

。静かに側 に座 りくう じ 次ん手が動 きは じめた。呼応 して手で指

しだ し 引 き寄せ 曲げなが ら 手並み も順調 に動 くのに 自分で

ん 自信が持てた感 じにな る。

『 はい ここじ終わ り じゃき シマイハ こん先 ぅシヤ ト 握 り絞

めち セ リコム。マ ッ トしゃん とセ リコマニ ャ  抜 くると困 るで

。『 え ぇ』 と 小声が 出たけん ど 相手 にゃ聞 こえなか った そげ

な気 もす る。『 はい これが伏せ物床ん完成』 ニ ッコ リ笑顔の

素晴 らしい事。嬉 しくな って『 早 ぅ休憩 しま しょう ご苦労様で し

た。心 はればれん 完成 に感謝 のお接待。
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△ △△  伏 せ物 床  △△ △

農家の庭先 に ゃ籾す りあとに ゃ 籾殻が出来 るが  この籾殻を

『伏せ物床』 にいれて 下肥をか け発酵させて  トーイモの育成

苗や 野菜類の発芽床 に利用す る。 それ らが成長 して移植 され る

と 伏せ物床の役 目が終わ り 秋 日か ら冬 に撤 く 麦類の待 ち肥

と して サラ ッ トしているので 麦類の種を混ぜて 畝に撤 くの

:こ も利用す る 粉肥 《コゴエ)と なる。

農家の場合はこんな工程により 資源を有効に生か し再利用な

どで すべての物が土に帰 る 自然培度の方法が取 られる。教前

までは科学肥料がなか ったので このょうな方法め廃棄物発酵の

材料に 下肥が混合 した組み立てで それな りの各家の知力に

よる培度計画がされていた。牛馬の節育に畦草ん利用 馬屋の肥

が田畑の肥培利用と ナイクルす る巧みさは 長年の農家の知恵

とも 言えそうです。

★★☆ アユちゃんの生涯 ☆☆★

アユは一年生 と言 う 春 に海か ら故郷 に帰 り 苦難の川を上 り

豊富な水苔で成長 して 秋 に再 び海 にかえ って産卵  そ こで生涯

を終え る宿命 にな っているよ う。川漁の人 たちは _上 リアユを春

:こ 海水か ら離れて 来た河日か ら谷の生育場 で 捕獲す る醍醐味

だが そ こで徳命の犠牲 に もな る。

川や谷 には好物の藻があ って 石 に繁茂 したその苔を 鋭 い歯

で削 り取 って食べ るが  その藻は早 い速度で繁茂す る そん な性

質 もあ るので共存繁栄が 約束 されているのだろ う。途中で漁師

に鵜飼 いに 網やヤナで収穫 され るの も宿命か。清水、石灰石な

どの あ る場 所 は 育 ち もよ く太 り も早 い。 七 瀬 川 水 流 もそ げ な

条件 を  兼 ね 備 え て い る。
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●●◎ 第二の故郷野津原 ◎● ●

野之台に疎開 しち苦労 もシタケ ン ド それだ け想 いで も多 いんが

常 に 回想 さるんの も『 よか った』ち 思 う自信 も残 っち ょる。水

あん高 ぇ所 にゃあ った。飲料水 は井戸水ん ほか イノコもあ った し

田に使 う水 も なん と染み出 じゃったが 田はいつ も潤 いよ った。

チ ッ トデ ン労力ん配分ち  『培度機』を買 い他所ん しが 妬み根性

ん ごたる目 じ見 よ ったが 負 けちたまるかちハ リクウダ。

定期的に通 る しが親 じゅシチ ク レチ 話 しか けち くるるよそ者

扱 いせん優 しいんは 野津原ん じ皆んな じゃつ たんが 弓|き 上 げち

帰 っちえ―と解 ったん も や っぱ 自分 に しちみ ると  『第 二の故郷

かん』知れん ち しみ じみ思 う。定期的 に交信 しあ う人 と 長話 しす

りゃ親がゆ う『 迷惑 じゃがな』 ち 怒 るごつ大事 しち くれよ った。

あ れか る も う 60年 余 り 人 間 な ら還暦 じゃけん ど 人 の交 流 に

ゃそ げ な言 葉 は失 礼 に な っち  いつ も『 こん まえ は』 ち いか に も

2, 3日 前 ん ごつ 長 話 に な っち しま う。苦 労 しよ ったぬ ツプサ に

見 問 いち くれ よ った そん しも 90に な った とか。笑 顔 が 目の前 に

飛 ん じくる ごた る 懐 か しさが 甦 る。

苦労話 しゃこん人 にゃ通 じよ った そげな苦労ん中ん幸せ人生が

あ ったき 今があるん じゃち しみ じみ思 う。仕事が変わ るたん び

報告す ると『 あんたな らやれ るき 人を大事 しよえ』 ち いつ も心

に きい先生ん教訓の ごつ 言 うち くれた言葉 は耳 に 今で も残 した

い宝物。 じゃきここま じ残 ったん じゃろ う。

た った一度 きりの人生 じゃき ばちばち『 引退 しゅうち』 思 い

を語 ると『待 っち ょる しん気持 ち解 る』 それを言われ ると言葉を

引 っ込めち もう 30年 あま り 今年 も多 くの人 たちん心ん 寄 り

所んお勤めに精進 しち ょるんが 幸せ人生 じゃろ うと。
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●●◎ 方言説明 ◎● ●

67P ヨコー チ ョツタラー体 んで いた ら。 ぶ っち… 自慢 して 。

どうがん…たちの。ヨダキカッター大義じゃつた。

68P エグラレチー中のほうまで抜 き取 られて。オ ジイ…怖い

、おそろ しい。.ジ ャロウーで しょぅ。デキモ ン…吹 きで

もの。

69P しが あ る一人 が い る。

70P イ イデ ー よ いです よ。 シヨー準備。 作 づ くり… 田畑 での

生 産 をす る。 い る もん じゃ‐̈必 要 な物 で。 シ ャガ ミク ウ

ジー中腰 に な った格 好 で。サ デーチ …差 し出 して。 こげ

ん こた― … この よ うな事 は。 シタ コ タ ー …取 り組 ん だ か

り。

71P ヨコワ ンデ ンイイー体 まな くて もよいので。

こか。 ウマイー上手。 シマイハー終わ りは。

しっか りと。マ ッ ト… もっと。

ドッカー・ど

シャン ト…

73P イ ノコー水の溜 まった場所。ハ リクウダ…頑張 った、精

出 した。やれ るき…絶対心配ない実行力。 しよえ一 しな

さいよ。じやき…ですから。待っちょるしん気持ちも…・

信して待っていてくださる そんな人たちのためにも。

ここま じ信頼 され るの も そん人の人間性が 価値観がそげな

結果の花 とな っち 咲いたん じゃろ ぅ。 うぬばれ じゃない 人

ん評価 こすがそん人ん 実像でんあるんです。情 けは人の為な

らず とか 回 り回 って帰す時 そこにや苦労が実 った 宝物が

光 輝 いちよ るん じゃ'あ るめ ―か。

74



了麟_

。鋼曝■



方言 単 語  『 ち』 の項 か ら『 キ』

ヂキスムキー………………す ぐ終わ りますか ら、やがておわ ります。

チギラニ ヤ…………‐もぎとって、収穫 して、手で とって ください。

チキ リ………………………はか り、計量器具、重 さを計 る用具など。

ヂキ ン……す ぐに、やがて来 ます、間 もな く出来 ます、ほどよく。

ヂキタビュー…地下足袋、農 作業翼履物、農業 には利便性がある。

チギ ッチ ョケ…… もぎとつて、手で取 って収穫す る、丁寧 に取 る。

チキ クラス………ひどく叩 ぃてい じめる、ひどい苛 めかたをす る。

チキ ショウ…立腹 して、腹が た つて憤慨す る、裏切 られて悔 しい。

チギ………秤 り、重さを計 る、計量用具、ふ るくか らの計量器具。

チギ ッチ……………・― もぎ取 って、手で丁寧 に収穫、作業で収穫。

チクラス……叩 ぃてい じめ る、ひどい苛め方 をす る、乱暴に叩 く。

チクラシチ ョケ……叩いて お返 しを、乱暴 なお返 し、被害が心配。

チクズス……叩 いて壊す、乱暴 に壊す、雑 な壊 し方、後 も考えず。

チクン……………来 るらしいが、 くるか も知れない、呼ばず に来る。

チクロウチ………酒に酔 っぱ らって、酒を飲 みす ぎて風体が悪い。

ヂクヂク…湿気をふ くんで、水分がたれ るよ うに、寄 りつけぬ程。

ヂクシャク…陰湿 な間にな って、鬱陶 しくなった仲 に、話 な らぬ。

チケメニウイ……近い間隔 に植えて、近 く植 えないと、近植えが。

チケメーキー近 づかないよ う、寄 りっかないよ うで、来 ないか ら。

チヶ―キイイナ…Ⅲ近 くて便利 、近 いので得をす る、時 に もよるが。

チケ ンガ トリエ‐……便利で助 か る、不便が ないか ら、 日ごろ往生。

チヶ ジチ……………… 近̈づ いて、近 いか ら悪 い面 も、乱暴 に壊す。

チケス……乱暴 に消 して しま う、
~「

寧 に して は、消すのはよいが。

チケマ ジ………近 いか らこそ、近 くて困 る事 も、近 いのはよいが。

チケクル…………乱暴に蹴 る、乱暴な取扱 い、人の痛みが解 らぬ。

チケ ン ト…近 いので しょう、 ちかいか ら余計 に心配、そ っと して。

チケカ リャ………・……近 いか らよいので もない、ほどほどが肝心。
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ち チコム…叩 きこむ、乱暴に叩いてセ リ込む、乱暴に押 し込むt

チコロス…………………乱暴に殺す、乱暴な扱いで死城 きせる。

ヂゴナライイ………地元でできた粉なら、地元産を利用 して。

チ ゴーータラ‐… … ちがつていたら、ちがぅょうなら。

チコナ リャ…近 くなったなら、■遅 くて甘える、近 くて不便 も。

チコカル………………近いところか ら、近さを生か した生活。

チコカ リャ…近 L｀磁 らヽよいとは限 らない、近 くを生かすの も。

チゴーチ ョラ………撃 つているな ら_、 違讐` :ま 早 く訂正が必要。

チコデ ン………近 くで も、近いか ら不便さも、近 さを有効に。

ヂゴジ………地元の粉が有利に使え る、地元の産品を大事に。

ヂ コクイ リュー農繁期が終わ った慰労、区切 りが付 いて休養。

チ ゴヂ コ………………違 うことが思わぬ、違 いは早 く改善 して。

チゴム リャ‐……小 さ くすれば、縮 めて生かす、英知が役立つ。

ヂサマー…………お じいさま、お じいちゃん、祖父、年長者。

チザ ラケ………血 まみれになった醜態、大変 な場面 に出会 う。

デザキ ャウメー……地元の酒は美味 しい、苦労 した地元の酒。

チ ジコマ ッチ…………縮 まって しま って、ちぢ こま った格好。

チ ショヮ シテ ンー乱暴 に壊 して しま う、壊すの に もほど程の。

チ シヵプ ッチ……………乱暴にかぶ って、急いでかぶ ったので。

チ ジム リャ…ちぢめて しまうと、短縮 した姿、縮めて うま く r.

チジマッチ~恐縮して、縮んで吃驚する、縮んだので見直す。

チシマエーチ……暉 t｀ て戒める、乱暴に叩くのは可愛いそう。

チシマワシー叩きまわして思い知らせる、■暴はよくないが。

チジエ………思わぬ知恵が出る喜び、知恵は思いつかぬ時に。

チ ジネ ‐一 ……汚 い ものが、 きた な いか ら当 た らな い、不潔 な。

チ ジメー ‐……… …縮 めて しま う、 考 え な い と元 に戻 らな いが 。

チ ジモ …… ‐縮 ま って 、縮 んで よ いの か、縮 む必 要 が あ るな ら。

チ ジユ ー ジ…縮ん で 見 か けが颯 爽 、 見 か けが 気 品 もあ るよ う。

チ ジュ ウ ジ ョルー … ……縮んで い るの も、縮 む ことが思 わ ぬ。γ
｀ ―
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た チ ジク リオーチ……仲 よ く愛撫 しなが ら、抱 き合 った仲良 し。

ヂズキ…土手 の普請、土を固め る方法ん作業、地固めの仕事。

チズニヤネーデー地図には掲載 されていない、地図では不明。

チズケータカ………………おね しょしたのか、漏 らしたよ うで。

ヂズキ ン…土固めの仕事 にかか った、土地を固めて漏水防止。

チズマジヤ………地図までは準備 してな い、立会 いの地図 は。

チズム リヤ………縮めてあ るので、縮む ると予想以上に変形。

チゼニヤ……………真剣 した労賃 は血の出 る思 い、高貴な収入。

チセケ ン ド………………小 さいけれ ど、小 さいで も使 い様では。

チセナ リ………小 さいな りに使 い分ける、 ちいさいか ら便利。

チセカ リヤイ イ…小 さいのが よい、小 さいか らつかい勝手が。

チセグ レ………………小 さい くらいが、ちいさいな ら使 い道を。

チゾメン…………血 に染 ま った昔の軍旗 、戦時品の思 い出が。

ヂ ゾウサ ン……御地蔵様、辻 の地蔵様、地蔵菩薩が救世主 に。

チ ソウサ ン…… ご馳走様で した、頂いた ご馳走、接待の食事嗜

チ ソニナロウ…………馳走 にな りま しょう、 ご馳走 きまで した。

チダルマ……血 に染 まった怪我人、怪我 を したのか出血 して。

チ タク……………叩 いて い じめ る、ひど く叩 いて、乱暴 に叩 く。

チタケ………叩 きなさい、叩 くように命令す る、暴力は悪 い。

チダラケー…………血 にまみれ た醜態、血がつ いた様子 は異常。

チ タタク………………ひど く叩 いて困 らせ る、暴力はいけない。

チタカルル‐……叩かれて も我慢す る、暴力 には向か って防 ぐ。

チタマガル…………吃驚 して しまう、驚 きが異常で怖 い存在。

チチユ…………乳を ほ しが る子守歌、父親を捜す子 ど もの姿。

チヂ コマ ッチ………縮んで座 り込む、寒 いのか縮んで震え る。

チヂコマツル ………縮んで寒 そ うに、寒 さ絶えて帰 りを待つ。

チチボ……ちちぶ、野性の ちいさな実、鳥 のえ さにつ いばむ。

チチマワス………激 しく叩 いて折檻、非常 に荒 く叩いて いる。

チヂ ンジ…縮 むか ら大丈夫か な、縮んで模様が変形 して いる。
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ち チヂ リバ ラバ ラ……散 々に広がって、散 らば ったあ りさまに。

チ ッ トーー………少 し、ほんのゎずか な、す こしで よいので。

チ ッ トク リー………少 しください、少 しで よいので ほ しいが。

チ ッタイイ…少 しはよいよ うで、ず いぶんはょ くな ったので。

チッ トデ ン…少 しで もと思 って、す こ しで も解放 に向かえば。

チットグレ…すこしくらいは、ほんの少しでも、些理な事で。

チットハ…少しは、ほんのわずかでも、ずいぶんょいと思う。

チッタョヵ口………∵…少しはょいと思う、ょぃほぅだと納得。

チットガ 一̈・少しのことが、すこしであっても、少しが元で。

チットン…………・少しもはかとらない、少しの進歩もなくて。

チッテ ン…譲 ,て も後 に、散 ったけれ ど余韻が、散 った後の。

チツチ ンモ ウター…………散 って しまって、散
・
ったのはよいが。

ヂ ツ トシチ ョル……静か に しているが 、お とな しく している。

チッチ ョキ ャ……散 って いれば、散 ったのな ら後 は整理 して。

ヂッネエ…… しつ こい性格、 うるさいょ うな、嫌われそ うな。

チッタカ……散 ったのですか、散 りま したか、ち つては もう。

チ ッタ ン ト…散 ったのですか、散 った とすれば、散れば終 り。

チデ リャ……………・一土地が照 りす ぎる、乾 きす ぎるよ うで。

チテネ…来て ほ しいが、来て くれ るといいが、切れ くれ ると。

チ ドマ リャ …̈……・血が とまればよいが、止血すれば一段落。

チ ットンシラ ン…………少 しも知 らな くて、知 らなか ったので。

チナゲーチ……………血を流 して大変、止血 しないと後が不安。

ヂナシゴロ …̈………………役立たずの、 日ごろが大事な世界。

ヂナシュ…………訳のわか らぬ事を言 う、話が解 らぬ困 り者 ,

ヂナラシュ…………地面を平 らに して、整地す る事で後々の。

ヂナンデ ン………次男で も、痔であ って も病気は、用心第一。

ヂニウイ……地に植えたがよいのでは、鉢より地に植えこむ。

ヂニァィチシュ………自然 との語 り会 い、自然を愛 してこそ。

ヂニサセ……地に刺せばつ くと思 う、枝 さ し晨好、挿 し木が。

ゝ
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ち ジヌ リ …̈………下地 にす ぐ塗 りつ ける、中塗 りに ゃいい乾 き。

チネ ン ト……自然 にな じむか ら、そ っと慣 れて くる、慣れよ。

ヂネ ンニ 自然 と解 る もの 、慣 れ た ら も う大丈夫 。

チノ ミチヤ…………女性 と特有の病気、産後の経過 でかかる。

チノ ミゴ……乳のみをす る幼児、幼 い幼児の呼称、 おさな子。

チバエ ー……血気盛 りの若者、興奮す る性格、元気 印の青年。

チ ビリ……少 しずつ、漏 らして、些細 な問題、間違 いの原因。

チ ビリヤ……漏 らせば大 変 、少 しの刺激で失禁、高 齢者特有。

チ ビツチ ヨル……………漏 らして い るよ う、失禁が 出始めて。

チ ビンク シ…小 さいのに、子 どもと思 って いたのに、わせ坊。

チ ビデ ン……小 さ くと も、子供 と思 っていたが、成長が早い。

チプソー…乳房を、 まだ乳のほ しい幼児、 まさ ぐる愛 らしさ。

チベテー………冷た くて、冷た く震 い上が る、凍傷 に用心を。

ヂベテー……地の上 に直接、千 し物 や乾燥対策、素足の感触。

チボク レチ ヨル…縮ん で小 さ くな る、枯れたのか腐 ったのか。

チボ ンジ………縮んで張 りがない、縮んだようで駄 目になる。

チマ ミユ …………………打撲 によるない出血、打 ち身の現象。

チマス………怒 って叩 く、腹立 ちまぎれに叩 く、乱暴 に叩 く。

ヂ ミツケナ……灯明を、灯志 に火をつ けで、明か りをつけて。

ヂ ミユ ウツキ……灯明、灯芯 に火をつ けて、明か りをつけて。

チメテー……冷た くて、手が こごえそ う、凍傷 に気 をつけて。

チモナ ミダモ…悲 しみは分かち合 うもの、人の気持 ち も大事。

チヨウサイボーズ‐……傷 か化膿 して膨 らむ、早めの手 当てを。

チ ョロムケ…男子の包皮 が完全に開 いていない、幼児の象徴。

チャ ドゲ シューあ らま ぁど うしま しょう、大変 ど した らよい。

チャラ ンバ ラ ン…………散 々な気 ま ぐれ者、いい加減 な性格。

チャン トミレ……… しっか り見据えて、確認す る程 の器量 も。

チャ リ…………・……神楽 に出る道化役、舞台 に愛敬 を誘 う役。

チャンコス リャ……座 りなさいね、お座 りがで きた、お利 口。

`
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ち チ ャンチ
‐
ャンバ ラー激 しい争 いに、喧嘩 口論、荒 々 しい争 い。

チューグ レ。一 中̈途半端な、いい加減な性格 、無責任な人間 。

チユ ングレン……まったくいい加減、無責任 に も程度がある。

チューショ……駐車 しておけば、注射 しない.と 、予防注射 も。

チュ ウテ ン・一一 そ̈ ういつて も、それは解 るが、無理は禁物。

チュー レンナーいい加減な性格、安心はできない、無責任で。

チュウカ ンガーーリしヽ加減なお人好 しで、お もしろおか しい。

チュークレージーいい加減な、あんまり当てな らぬ、無責任。

チュ ウテ ンカ ン‐………いい加減な人間、当てにはならぬ人材。

チュウニデ ン…………それなのに、それ以上に、注意 して も。

チュ ウタモ ンノ……そうは旨 く行かない、あまり信頼は無理。

チ ヨラ ンカー して ないか、多分無理では、信頼 はで きないが。

チ ョボチ ヨボー少 しの程度、ま ぁまあでは、当て にはな らぬ。

チ ョイタナ レター少 しは慣れたよ う、時間が掛 か りそうだが。

チ ョ‐―ェキボ ウズ……四人姿の人たち、刑務所 の中での生活。

チ ヨロマキ………………少 し撤いて見 る、試験 に撤 いて成果を。

チ ョコッ ト………ほんの少 しの、些細 な事で も、原因が不安。

チ ョボゥェーー。一一 手̈植えの無間隔で、 自由に植えつ けて。

チ ョコ…………………杯、栗の実 のな らない分、酒飲み用具 .

チ ョロッ ト……ほろ酔い気分の、 うっか り回滑 らせて、失敗。

チ ヨロマカ シ……… ごまか した、・悪用な方法、 いつかは解 る。

チヨ響ムケー……少 し包皮がめ くれて、成人にな りつつある。

チヨイ トス リヤ…… もしかすれば、まさか吉報、夢が実現 に。

チヨル………… している、できたような予感、完成の夢達成゛

チ理イチョイ……………時おりに、たまたまに、期間をあけて。

チヨウチ ンブルマ……女学生体育バ ンテー、戦前女学生下着。

チョゥチョコ……………蝶の呼び名、子供が呼ぶ蝶の呼び名。

チョロムキヤ……男子供の性器の包皮が開いて亀頭が覗いた。

チヨツ ト……少 しは、ほんの少ない、瞬間の出来事、東の間 o
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ち チ ンタツグサ…………・男性性器が馬力だす ょ うな形容、ニラ。

チ ンメー……小 さ くて、小 さいので、 こまゃかな、 けちん坊。

チ ンモ ジー……小 さい もので、や っと幼稚園です、 これか ら。

チ ンポ ンサキ………男性性器の先 っち ょ、大事 な器官の一つ。

チ ンモデ ン…小 さ くて も役立つ、小型で も立派な、必要部品。

チ ンショウチ…水せ き漏水防止の詰め物 を沈める、漏水防止。

チ ン ドルカ タ………血 まみれになって、激 しい喧嘩 の結果か。

チ ンネセチ……。………格闘 してね じ伏せ る、相手を負か した。

チラ ッ ト……ち よつ と見 ると、横 日で眺 め ると、寸暇 に見 る。

チラ ンポラ ン………いい加減 な性格、あ らま しで始末が悪 い。

チラバ ッチ……散 らか して、乱雑で も苦 にな らない、不潔な。

チラサル リャ…散 らされ ると、散 らば った場所では、不潔な。

チラシチ ョケー散 らして いて も、散 らか って いて も気 にせぬ。

チラケーチ‐一 散̈ らか して いて も、気 にせぬ、苦 にせぬ人 も。

チ リサキ ュ……塵の先 に も実が残 ってい る、最後 まで有効 に。

チ リチ リ………気が付 きす ぎて、緊張 しす ぎて、心配 しす ぎ。

チ リデ ザ‐……散 らば って しまう、散々に分 かれて、分散好み。

チ リンナ コデ ン…塵の中に も宝物がある、小 さな中か ら宝 も。

チルカ ンシレン…………散 るか も知れないので、散 りそ うで。

チルソベ…………散 ってい る側 にた って、花吹雪 もいい もん。

チルモ ンカ…散 らしちは勿体ない、散 らさないか ら、時期を。

チルエ…散 りますか、散 るの もよいが時期 を見て、適期通散。

チ レンワ ン……散 らないです よ、散 らないか ら、散 るものか。

チ レチ ヨルー散れて います、散れ る時期 か も、いい時期引退。

チ レチャオモワ ン……散 るとは思わないが、散 る時期 も大事。

チ ロー ドチ……………散 る予定 に して、散 る時期を見定めて。

チ ロモ ンナラ ‐̈散 るょ うな ら惜 しまれ る時、時期が大切社会。

チ ロー…散 りま しょう清 く美 しく爽やか に、見事 な散 り映え。

チロ リン トシチ……落 ち着 き爽やかに響 く音色、後味のよさ。

|
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先人が故郷で生活に上手 に使 った 野津原方言の調査をは じめ

て 25年 目 その単語を『 あいうえお』順 に 分割 して毎回その

説明をつ け m10号 《平成 20年 10月 号か ら》 現在『 つ』

の項 まで くm24号 平成 29年 10月 号 まで) 総計 は 98Pに

掲載 してあ ります。まだ『 つ』項か ら『 わ』項 まで 毎回分割 し

て掲載 して行 きます。

ッー ジケ………飛んで行 きなさい、急が ないと、走 って行 け。

ッー ジク リャ…飛んで くれば、飛んで きなさい、急 いで来て。

ヅ ーゴシャ………… この腰が痛む、腰痛 に悩む、働 きす ぎが .

ツーテ ンノカオ……冗談ばか り言 うて、面 白屋で困 る、道化。

ッー ジ ョキ ャ‐―飛んで いれば、急 いで行 けば、いそが ないと。

ッージョツテ ン……飛ん ξいて も、急いでいて も、むだ足は。

ツー レンヌ‐̈冗談ばか りいう、相手にされない、お人好 しで。

ッーヵ―力………意気投合する、信 じ合 うか ら、信頼される。

ッージキー………急いで来なさい、飛んで きて、忙 しいので。

ッークレンノ………適当な人間で、あまり当てにはならぬが。

ヅー シロガ………怠 け者 で相手 には、当てにはな らないので。

ヅーゴケチ…慌てて転んだ、不用心 な性格で、品の悪 い転び。

ゾータ ンヌ……頭が大 きめで、頭か ら来て、大 きな頭を有効。

ッイーニ……強い もので、強さが取 り柄、強 いためζこ害 に も。

ツイーヌ……強い ものだか ら、人 に頼 られ る、強 さが取 り柄。

ッイ ト………す ぐに間 に合 う、同 じで、合わせ られ る、両輸。

ッイーキ……強いものですか ら、強いだけでは、強 さ優 しさ。

ッイ ジョル………継 いで いるので、連な っている、つな ぐと。

ツイデ ンコチーついで にここまで、出た機会に見 た、機会得。

ツイチク リヤーつ いて くるな ら、連れて い くか ら、連れ添 う。

ッィ ジョケ…つ いで ください、つ いでお いて、つ いでおけば。

ッイチヨルー付 いているので、付録 に もらう、落 とさないと。
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1) ッィタチ ャ…付いた と言 う、着ぃたょ うで、着 きま したので。

ッィタヵェ ー…着 ぃたで しょう、着 きま した、ついたですか。

ッィチ ョローカー付 いて います、着 ぃたょ うで、側 につ いて。

ッィチョキ ャー…着 いてい るな ら、付 いて います、つ きます。

ッイテ ン……………着 いて いて も、付 いたな ら、つ いた ら大変。

ッイデ ン……ついでの時 に、わざわざでな くて も、 その時に。

ッィチク……Ⅲ……っ いてゅ く、連れな って行 く、一緒 に行 く。

ッゥジ………………飛んで、急 いで、慌 てて走 る、走 りなが ら。

ッウダモ ンジャキ…走 った もので、飛 び回 って、飛んで来た。

ッウジクル ………飛んで来 たので、走 って来たか ら、急 いで。

ヅゥシロー………慌 てずず るい、動 きが遅 くて、緩慢 な性格。

ッウダナ………とんだのは、走 ったのは、急、いで走 ったので。

ッウデ ン・…………飛んで も、走 って いて も、急 いで来 たので。

ッウテ ンカ ン……いい加減 な人、調子の よい人、信頼が少 し。

ッウジモ ドル……飛んで帰 ります、走 って帰 る、急 いで帰 る。

ッウカ ン……… 感 じ易 い性格、意志の通 じ合 う、す ぐ感ず く。

ッェチーチ…………杖を付 いて、杖 に頼 って、杖が足の役 も。

ツニ ドマ‐‥杖 なんか も使 えば、つえは事故を防 ぐ、護身用に。

ツエタ ンカ…つぶれたのか、壊れて しま.っ た、だめにな った。

ツエチ ョリャーつぶれたのな ら、つぶれて役立たず、駄 目に。

ツエ ノーつぶれて しま った ら、壊れた途端 に、駄 日と思 った。

ツエメ……壊れないよ う、潰れないだ ろ う、壊れて しま うか。

ッェ ジャキー杖ですか ら、杖がたよ りにな った、杖を頼み に。

ッエタ…潰れて しまった、壊れて終わ りに、 もう駄 目なよう。

ツオユーテ ン‐…………強 くは言 うて も、意志張 りで も所詮は。

ツオク リャ……つ よ く言 うな ら方便 も、強かれば されな りに。

ツオユーテ ン……強 く言 うで も引け目 もあ る、言過 ぎは損 に。

ツカマラ ン…捕 ま らない、捕 ま らないので、 いつか きつとは。

ツカマ リャ……捕 まれば、 いずれは捕 まるのに、早い反省が。

´.  1
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1) ツカマエチ ョケ………捕 まえて、留置 してお く、 とめお いて。
ツカマエ ソコネ………捕 まえ出来な くて、逃が して しまって。
ツカ ン…着かない、着か な くて、付か な くて、突かず に終 り。
ツカ ンジ ョケー付かな くて もよい、着かな くて、突か ないで。
ツカ ンナ…着かないょ ぅで、着かないのな ら、突か ない事に。
ツガ レンゴツー・っが ないょ ぅで、っがぬ事 に、っ ぐのを遠慮。
ツガセンキ………っがせ ないので、っが ないほ うが、つ ぐまい。
ツガ ンノナ ラーつが ないのな ら、継が ない、継 ぐまい と思 う。
ツガニ ヤ……………つがな Lヽ のなら、つが にないか ら遠慮す る。
ツガ ッチ ョル……交尾 して いる、連 な つて いる、交尾 の状態。

ツギ ンカキ………っぎの時に間に合 う、っ ぎの際にたのんで。
ツギ ンツギいずれの時に、次のその先に、順番の通 りに先で。
ツキヤク……生理、女性特有の生理期間、周期の巡 り合わせ。
ツキャクモル………月 :ま 雲に隠れて曇 ると言 う、雲が隠すか ら。
ツギ ンシニ……………………次の人に、順番に、次の当番に。
ツギテン…………継 ぎ手の、連ねた手道具、つなぎ手の道具。
ツギ ヨリャ……次寄 りには、次の番継 ぐ、順番に継 いて行 く。
ツキスワツチー……‐じっくり座 り込んで、落ち着いて座 った。
ツギュセ ンギ…………次を捜 してみ らねば、次が出来 るまで。
ツキムキ………………面と向か って言う、は つきり物事を言 う。

ツギハギ ン…つ ぎ当てを した着物、継 ぎはぎで も丈夫だか ら。
ツギツキ r¨‐ぎつぎと起 こる、移動する、移 り変わ る、降る。
ツクレンゴッ………っまらないことを、役にもたたぬ事でも。
ツクリュウチ…………修理しなから、補修してまで、再利用。
ヅグツト………急に身がしまるような、拝間的に身が締まる。
ツグリュー………………蛇が丸くなって、丸くなって威嚇する。
ツクナリャ………折れ曲がつて、倒れかける、今日に倒れる。
ツク ツクキ ……作 つたので、御手際のよいところ、お ひとつ。
ツク レンネ エ………たい したこと もない、恥 ずか しい思 いで。

∩
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つ

『 つ く』 に連 なる方言 は 非常 に多 いきチ ッ ト 並べ ま した。

ツクキ…突 きます、着 きます、付 きます よ、餅 をックキ、 ごみ

が ツクキ、電気がツクキ、仕事 にツクキ、席にツクキ

、米をックキ、土手ん土をツクキ、失言をツクキ。

ツクノー餅をツクノ、席 にツクノ、バ スが ツ クノ、電気がツク

ノ、お客 さんがツクノ、油が着物 にツクノ、嫌われ る

発言を ツクノ、流れた水が ツクノ、羽を ツクノ、など

ツクデー相手の発言 に意見で ックデ、米を水車で ツクデ、バス

がす ぐツクデ、電灯がす ぐックデ、軒先を銀 じツクデ

、魚を金付 き じツクデ、相手の汚点を ツクデ。方便 ち

嘘を ツクデ、磁石に瑳映がツクデ、根が ックデ、洗 っ

た ら色が ツクデ、泳 ぐと向 こう岸 ツ クデ。

それぞれん味が あ っち 先人が使 いよった言葉ん や りとりに ゃ

優 しい情愛 も こめ られち ょるごた る。 ほん な方言単語に行 うか

な ぁ……ここま じに 単語が 20981語 に な りま した。

ツクネクウジヨケ………雑 にせ りこんで、 あ らま しに整理 して。

ツク リタテチ………上手に組 み立てて、 うまい具合に設計 して。

ツク レンナ…たい した こともないの :こ 、役 に もたたないよ うな。

ツクナツチ…座 り込んで しま う、動 けな くな って、大丈夫なの。

ヅク ンイテーナ…頭 の傷みが、頭が痛みは じめて、頭痛やみ に。

ツクナラ ンナ……………座 り込んで大丈夫、世話 はないのですか。

ツクネチー………。まとめて、雑 にひっくるめて、雑にかたづ け。

ヅクガフチ 一ヽ………………………頭が大 きいので、頭で っかちな。

ツゲ ンハゲ ン………い ら立 ち紛れの発言、暴れ放言の言葉使 い。

ツケ リコネチ……………雑に こね まわ して、あ らま しや調理準備。

ツケマワツチ…………怪 しげに付 けまとう、用心 しないと危険。
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~1) ッケ ドマハ ラエ……か したのはは らって、貸 したのは戻 して。

ッゲ ンツゲ ン…………‐…あ らあ らしい発言、乱暴な言葉使 い。

ヅヶヅヶ……威張 り言葉で言 う、物言いが荒 くて、乱暴発言。

ッケ ドンニ………‐威張 った言葉使 い、人に嫌 われ る言葉使 い。

ツケラレチヨル……尾行されているょうな、油断憶禁物です。

ッゲグチャ……人に告げ目するは最低、人に告げ回は自分晒。

ッケンカー……付けなさいよ、着けたらどうですか、付けて。

付けられないよう、着 けられませんか。

ッヶル リヤー‐一一…………つ けれ るな らば、つ けた ら大文夫。

ッケ ヨ リヤ……付 けていれば来 るか ら、つ けて待てば来 るよ。

ッケモ ンナ………漬 け物はおい しいので、漬 け物上手 な指導。

ツケメー…………・つ けなぃで しょう、つけな い
´
のが よいか も。

ツケマニーチ…………尾行 した人が どうや ら、相手 に用心を。

ッケ ヨセ ン‐一………つける時間がな くて、 ここで組み立てて。

ッゴ ンイイ シヤ………・都合のよい人は、都合次第で帰 って も。

ッ ゴゥチ ヨル…………交互 に寝ている、交互 に変差 して い る。

ツ ゴ ワ リ ー 都合が悪 いので 、時間があればまた。

ッゴキメチ……都合を決めて予 定を、企画を よろ しくお願 い。

ツコ ドチ ー・…………ついてみたいので、つ いて試 してみ ます。

ッコ_タ ド ―̈‐一つかいま したので、つか って調子が よ くて。

ッコーチ………使 って、使 ぃか ってが ょ くて、理想的 な もの。

ッコモ ンナラ…………・使 うものな ら、っか うな らこんな品が。

ッコータ……………使 ってみ ま した、使 って非常 によいと思 う。

ッコチョケ……使 ってお きなさい、つか って はいかがですか。

ッゴュ ゥジ……………都合が よいので、時間が あ りますか ら。

ッゴュ ゥオモイ ヨル……相手 も都合がょいよ う、意見一致 に。

ツザ ヒンノメ‐一 rつ ばきは飲み こめ、つば きは上手 に処理を。

ヅザ プクロ………仏の世界 つ財布代わ り、 お接待を入れ る袋。

ッザハ クナ………つばきははかないこと、 そ つと影で処理を。

ッ ケ レメ 一ヽ・
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´

1) ツシアギー……馬屋の三階 にあげて、小屋の二階は物置 き場。

ツジユ………辻を知 らせて、辻は集 まりの場所、辻 は涼 しい。

ツジベラ……辻の方側 の場所、 日当た りのよい、眺めが ょい。

ツジヨ リヤ……辻よ りも、辻 よ り眺め る景観、辻は集 まりの。

ツジマ ジヤ…辻 までは上 り坂、辻の地蔵様 に、辻 までは元気。

ツジヤイイー辻は思 い出 も多 いか ら、辻 に上 ると誰 かに合 う。

ツジンヮカサ レ……辻 は分岐点で もあ る、道知 るべ に もなる。

ツズツタキー綴 って保存 します、綴 って参考にす る、保存 に。

ツズ ドマ………つばきなどは、っぱ きと泥 で巣をつ くるつばめ。

ツズラル リヤ……………綴 られ るな らば、綴 って保存すれば。

ツズツチ ヨケ………綴 って ほぞんすれば、綴 った大切 な資料。

ツズケテ ン…続 けておればよい事 も、継続 は力 な り、継続を。

ツズケタ ン ト……続 けたよ うです、継続 したよ うで、頑張 る。

ツズ トバ シチーつば きを飛ばせて話す、熱演につば き飛ばせ。

ツズラ……植物の弦で加工 した入れ物細工 、衣類 など入れて。

ツズ…つば きの意味、生傷 につ けて止血財 、殺菌効果 もあ り。

ツタフラ ン……………伝わ らないので、連絡がつかないままに。

ツタユ リヤ………伝われ る ものな ら。伝 え た ら、伝 え る方法。

ツタウナイイガ………伝 わ って行 ければ、伝わ りなが ら渡 る。

ツタウキ………………伝 いますか ら、伝わ って行 く予定です。

ツタイ ビヨウ シ…………‐……伝わ り歌 や拍 子、渡 り拍子など。

ツタエチヤ レー…………伝 えてあげなさい、言つてあげなさい。

ツタエルカ…………ったぇ ま しょうか、伝 えてお きますか ら。

ツタエテ ン………………伝えて も受け るか、つたえておけば。

ツチブウ…かぶつむ しの幼虫、夏の風物 になるかぶ と虫幼虫。

ツチ ジシヤ ン ト……土で固めて準備す る、整地 した後の固さ。

ツチイ リユ………上をかぶせて根を張 らせ る、培度栽培方法。

ツチイ ジ リユー・土を利用 した遊 び、幼児 の好 きな遊 びの一つ。

ツチカ ビユ…………土 に育つかびるい、カ ビの媒介で栄養土 に。
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~1) ッチッカイ………土 と上手 につ きあ う、土を うま く生か して。

ツチ グチ…土に話 しかけて、上の適材適所を考えて利用す る。

ツチ ンナケ……………土 に入 りこむ熱心 さ、情熱を傾 けて こそ。

ツチマ ミリ…土に汚れて も気持 ちを伝え る、土が好 きになる。

ッチカル ツク レ……土を作 ることが作物を作 る初歩、土作 り。

ツチグ リユ………土 の固 まりの利用方法、土 と仲良 しになる。

ッチャ……つちですか、つちな らここにあるよ、槌 はここに。

ツチ ン………………….槌 の重 さ、槌 と仲良 しに、槌 の有効利用。

ッチォツ………………槌音で健康管理、槌音は作物の豊否も。

ツチンカユ……………撻の:tわ りがほしい、槌の使い分けで。

ツツキマエーチ…箸で あたりさが して、 いたず らに箸を使 う。

ツツ ンジヨケ……包んでお くこと、包んで丁寧 に、 きちん と。

ツツ ミユ………包み はここに、忘れないよ う、内容 の確認 も。

ツツ ロク……前後 に交互に動 く社会好誼、人間 らしさの表現。

ツツキモウサン……つついてもまだまだ、とてもしきないが。
ツッウダカー包みましたか、つつんだもきちんと、内容確認。
ツ ヅ ク リヤ… …続 け て いれば 、継続 は強 い、頑 張 れ ば成 果 も。

ッ ヅハ ク十 一一一 _っ ば きははか な い、不衛生 な事 は しない。

y`ウ ンサ キ ユ …… ……筒 の先 はなにが 、 それ ぞれ の役 割 が あ る。

ツ ヅ ツチ ヨル …………綴 って あれ ばす ぐ間 に合 う、 整 備 が大切 。

ツヅル ンカ ン…………綴れた ら綴 って保存、す ぐ役立つ もの。

ツツマニ ヤ……包 まないと、つつんで きちん と、 内容確認 も。

ヅツネエ ……………‐…汚い嫌われないよ う、不潔 は嫌われる。

ツヅ……………つば き、つばめは我がつばと上で巣 をつ くる。

ツツキマ ワス……………■暑まこつつ いて いる、見 た 日に も不潔。

ツテ ジイエ……………てず るがあれば、依存す る人 の紹介 も。

ツテガア ローガ………知 った人の紹介なら、推薦者があれifじ

ツテ ンカオ…………………しりべの人の顔で、紹介者の役割 も。

ツテデ ン………………………紹介者、推薦者、人脈利用 も効果。
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◎◎◎ 今市 につ いて ◎◎◎

古 くは市のつ く場所を 人の集散す る所 とされ  自然 に人 も定住

しちゅ き集落 も出来 た。栄枯の繰 り返 しの中に 幹道ん開発 じ今 日

を迎 えた地区 も 少 の ぅね ぇよ うだ o野津原ん 古市が古町にな り

現在ん野津原地域ん 中心地形成ん ス ター トに もな った。今市 も今

ん字 がっ くか ら 新 しい基地 と したち 言ぇそ ぅだが行政区ん変貌

じ そん都度名前が変ゎ らた とも 考 え られ る。

江戸期間になっち直入郡 大野郡 か る 近時 は大分郡に変身 した

歴史ん中 じ 寛文 4年 《1663》 に 郷土ん人 たちん協議 にょる

今市 と された記録 もあ るき やがては地域民 の中心 に なろ じゃ

ろ う事 ぅ見越 した 決定 とも受 け取 れ る。事実 こん中心地は やが

て参勤交代道 としち 岡領、肥後領 、ん行列ん 利用があった。

それが宿場町に発展 し 人の物 資の集散基地 なんかに も 広が っ

て現在 の位置づけに もな った。当初 は『 おばね街道』 と 位置づけ

ち繁栄 を夢みた ものの 何分 に も寒冷地 じゃき 冬ん凍結予防や ら

夏期間 の雨 に 路面 の欠損 も苦慮 しよつたが 石を敷 き詰めた技法

は まさに天下逸品 にな っち 平埋地 に約 6.oOメ ー トルん も 美

して『 石だたみ』の景観 な 全国的 に も珍 しゅぅ じ 価値 もあ るち

評価 されち ょる。

道 中ん休憩ん楽 しみ に お接待 とされよつた『 そば』ん 素朴な

手作 り料理 にゃ 懐 か しさが込 め られち 語 り草 に もな っち よつた

。馬子が行 き来す る街道 に 時 な らん じ聞 こえ る馬子歌 は 素朴 な

片 田舎 じ生活す る 労働者ん生活ん声が 込 め られち ょるごた る。

§ ァォ ょ ぃさめ よ 宿場 はそ こ じゃ あれが街道の石だたみ

ハ 七瀬のせせ らぎ サ ラサ ラサラサラ ホイホイホイ §

§ 宇曾 に行 こうか 荒木に出ょ ぅか 四辻峠 の思案顔

ハ 七瀬のせせ らぎ 小鮎が  スイスイ ホイホイホイ §
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◇□△ 諏訪ん鹿子百合 △□◇

神仏混合ん時代 は久 しか った 仏教が入 っち以来 仏を大事 にす

る気持 ちが そげ― させょったん じゃろう。寺 に ゃお宮が お宮 に

ゃ寺があ った りが  自然の姿でんあ った。そ こに建て られる鳥居や

倭円 建造物 にゃそれ らが 伺えょ った。諏訪神社ん奥の院 に ゃ

観世音菩薩や 諏訪 にまつわ る仏 たちが 祀 られ鳥署がそ りゅう

表 しち よつた。

明治 に入 っちか るは 神 と仏が別 々に祀 られ る ごつなった もん

じゃが 現在 も建造物 はそん まま 保存されち特 に 美 しい文化 と

しち大切 に守 られてお る。そんな古 い時代に そんな心を こめ られ

ち作 られた 鳥居 なんかを見 ると 先人の素晴 らしい気持 ちが 滲

みでち ょるごたる。

岩肌を した り落 ち る湿 った 水苔 に根をほ った 鹿子百合が今年

も い じらしい色 に咲 いて 尋ね る人たちん心 に 何かそ っと囁 き

かけるごたる。 ここだけ じやき咲 くんか それ とんそん人の優 しい

気持 ちに答えち咲 くんか 毎年変わ らぬ風情 は 何百年 も夢 と

ロマ ンをそ っと抱 いて 仄かな香 りを漂わせ よ る。

丹精込めち手入れする人に 恩返 しするような 心 くばりす るそ

ん百合 も 過ぎた昔 のさまざまな夢物語は 言わないけんど それ

が歴史であり過去現在未来に 連なる歴史の決 まりか も 知れない

と納得すれば あえて聞かないの も 親切の押 し売 りにならずに

済むのか も知れない。

ひん や りそよ風 に 静 か に揺 れ る鹿 子百合  ひ っそ りと物 言 わ ぬ

純情 可 憐 な な りふ りは先人 の性 格 を  まるで受 け継 ぐよ うに そ

っと笑 顔 で迎 え送 って くれ る。 蝉 時 雨 の鳴 き声 に 調子 あわせ るよ

うに  そ っと風 に任 せ て身を ゆす る。 そのなん とイ ジラ シイ事 。
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『子 ど もの逆修墓』

寺町にある寺 の裏庭 に 古 い子 ど もん逆修墓があ り 静 まりん中

にひっそり建 っち ょる。可成 りん大 きさと そんスタイルんよさ

そげなんか ら想像 しち 刻 まれた文字が一部欠 けち ょるが 当時ん

財んある人が子 どもか 孫ん為 に生前 に建てたん じゃろ う。先祖代

代ん繁栄を祈念 した 文字ん跡 ぅ見 るにつ けてん 童子供養ん想 い

ん建立 じゃろ う。

こん あた り ゃ古 くか る 墓地 も多 か った場 所 だ け に 一 番理 想 的

ち思 う親心 も伺 え る。 の ち こ こに寺 が移 住 したが  そ こ じ権現村 寺

町 ち呼称 さ る る ごつ  な ったん も何 か因縁 も あ るよ うに感 じる。

恐 ら く墓地 ら しい場所 か  小 さ な寺 か庵 が あ ったん か  寺 の創設 に

移 され たん か は さざか じね ぇ し 知 る由 もね ぇけん ど 巡 り合 わ

せ た偶然 か も知 れ な い。

大 きさか る見て も相当な 財 ある家の人 じゃろ う 違 わないよ う

な形がそりゅう 物語 っち ょるん も痛 ま しい想 い。当時ん豊後 州野

津原ん時代 室町後期ん作 と も受 け取れ る。

戦国時代 に ゃ戦乱や戦火 :こ  追われて ここま じ辿 りつ き 命尽 き

た多 くん人 たちの末期 心 あ る人 たちが供養 に 埋葬 した もん も多

か ったと聞 くと 無縁仏が あ って も 可笑 しくないよ うな環境 じ

寺町 と付 け られたそん気持 ちが ゆ う解 る想 いに もな る。時代ん流

れん中 じこ くう 終生ん場 に したん も 大事 に しち くるるち 信 じ

たか らかん知れ ない。

冬 は冷 た い北 風 じあ って ん  夏 の涼 しい風 に慰 め られ る そげ な

場 所 だ けに き っと今 も 心 安 め ち昔 日の暦 を 繕 いて い るん じゃあ

るめ ―か。 これ が人生 の巡 り合 わ せ  世 話 に な った時 代 ん 人 た ち に

感 謝 しなが ら出来 る世 話 を  して い るん か も知 れ な い。
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『 能 登 神 楽の優 雅 な舞 』

野津原 に京都か る 神官、神楽師 とともに 寛永 2年 《1625

年》 :こ  入 っち来 た能登神楽。京のみやび優雅 さを 保つ舞 いん

大神 など 8つ ん舞 いが 奉納 されよった。大神 に ゃ神 楽唄が あ っち

日 うつ しに伝承 されち ょつた。が途中 じ若 い人 たちん不足 世話

をす る人 たちん関係 じ 一時は絶えて しも ぅた。

神楽ん 一部は数年前 に 復活 しち若 い人 たちが 継承 し舞 ってい

るん じゃが 九州ん勇壮 な神楽た ぁ 異なる優雅 さが あ っち そん

手振 り身振 りは目を奪 う。 4人舞 いを 第 6回 ん『 ふ るさとまつ り

会場』ん 前夜祭 じ披露 したが 《1993》  あれか るもう 30年

はず 過 ぎちみ ると又 仄かに懐か しゅ目想 さるる。

大和か る入 っち 400年 余 り そん リズムに先人たちは どげな

想 い じ聞 いち ょつたん じゃろ うか。主に入蔵地 区が舞 うけん ど こ

こん祭 りに ゃ同 じ地域ん 岡倉神楽が奉納 され よる。勇壮な神楽拍

子 に乗せ られた 神楽師たちん動 きは 拍子 に乗せ られ るんか 舞

いに拍子が引きこまれ るんか 相乗効果が妙 なる場面を 醸 し出す

か ら不思議。

33番 が舞われて いた か ってめ農村娯楽ん最先端 の神楽 でん

岩戸神楽はそれな りのよさ 能登神楽 に もそれな りん気品。 それ ら

を伝承 しち こす 価値 もあ りそれが農村の 娯楽ん一つ じあ ってん

人ん心 に 喜びを与え る施す事は 最大の宝物 と思われ る。神 に仕

えた神楽で も人の 心 に安 らぎと喜びを 与え る喜んで楽 しむ時

内容はと もか くと してん 人の心 に受 け入れ られ る 幸せ人生ん

大 きな糧 に もな りそ うじあ る。

人間 は弱 い動物 じゃが それ に 強 さの力 を 与 え るの は 心 の味方

心 の喜 びが そ うさせ て くれ る もの。笑 顔 で 見 る姿 は天 真爛 漫 でん あ

る き も う最 高 じゃなか ろ うか。
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●● ●  方言説 明  ● ● ●

89P おばね街 道 ・山の尾根つ たいに通 るよ うな 場所 につけ ら

れ た呼び名で 岡領 じゃ大野川 そいが 平地

も多 くて便利だが  それだけでな く山間地の

領民の 経済効果や交通至便 など も 考えた

幹線道路。石だたみ…高零地 のため冬の凍結

霜 とけな と防止、降雨の道路表面 の上の流失

防 止、景観 の気 くば り、な どを加味 した施策

で 大掛か りな工事 によ り完成。

90P そげ…そんな。 ごつ‐・・ょうに。

逆修墓 一生前 に建ててお く墓。で追善が 自分で義来な くと

も前 もって  してあげてお く心 くば り。野津原 に

は石垣原合戦 に出 る前 に 逆修墓を建てて くこれ

は 自身が建てて》 合戦 に向か った墓が ある。寺

町…そのよ うな理 由 も重ねて  この地域 には府内

か らも 追われて ここまでは 逃 げ延 びて着 た。

ここで命尽 きた人 たち も きっとあ った と想像 さ

れ る 無縁墓が あ るよ うに思われ る。

ふ るさとまつ り…平成元年か ら町内の人 たちが 一堂 に集

って秋の一時を楽 しむ ふれあい交流の

場づ くりのまつ り。年 によ っては会場が

変わ る事 もあ った。

岡倉神楽 一 日向神楽を継承す る岩戸神楽で 岡倉地区での

伝承 で 小野実五郎が大野町か ら 伝授 して帰

り地 区民が練習 して 毎年地域の祭 りなどに

依頼 されて奉納神楽を舞 って いる。

自家神楽 …今市地区に継承 されて いて 現在 も依頼によ り

出向 いて奉納神楽を舞 って いる。
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△ △△  ば くち穴  △△ △

昔 しゃ鬼が 住 ん じょっ た き 危ね ぇき行 くこち ナ ラ ン ドち 皆
ん なに ゃ 言 いふ ら しち ょっ た。谷間 か るチ ョコ ッ ト 上 った所 ぃ

ホ ラ穴ん大 けな 目が  ポ ヵ ッ トぁ ぃち ょる。 タイ マ ツん 灯 に 映 し
だ さ るるんが  ま るで鬼 ん夜遊 びん ごっ 里 か るわ ゆ う見え た。

『 こいさも 鬼が夜遊び しよるど』 本当かち手で 日の上 ぃヵザ
シチ見 りゃ なんほず そげ_も 見ゆる。

ハ クチがは じまったんか 金 :与 ちん年寄 り しが  こそ っと抜 け道
か る 集 まるん な て―げ夕暮れ時。奥深 ぇ中は外 か らは 見えん
ごつ一つ曲が った内側 じやき 中ん灯 も外 ま じ 照、らさん もん じゃ
き 知 りもせん じが多 い。知 つちよつてん メ ツテな こっ―言 うと

とジイロにあいそうじゃ。

中 じゃ もう 諸 肌脱 い じ銭が積 まれ ち ょる。 運 しい悪 者 ど もか ち
思 うた ら なん の なん の  そ りゃ違 いよ った ら しい。銭 は あ るが
持 たぬふ りん いわ ば 善 人 た ちが『 こま つち ょる しに』 ち 想 い合
う 心 くば りん 今流 に ゃ 社会活動ん ごた る。 ほん な な し そげ ぇ
隠 れ ち コ ソコ ソ  『 それが 楽 しいゲ ー ム感 覚』 ら しい。

『あっこがムゲネーコチナッタ』『 フンナ仏前 い供えにゃのぅ
こんだアンタじちくんなぁ』 話も決まりゃそん分ぬ ショする。
そんくれなこた一朝飯前ん こ:ゞ ん したち。夜のヒキァケやもう
灯 も人ん声 もしよらんち 草きり帰りん若いし′i: 語 t´ よった。

方 言 説 明  バ クチ穴 …昔ん大人が 内緒 遊 び しょ った場 所 。 なん
ほず … い くら見 て もは っき り解 らな い。 知 れ もせん
じが 一知 って もいな いので。 しち くん な ぁ… して お
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1) ツ ト

ツ ト
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リニ ャ・… … …務 めて い るの に、義 理 たて て いて も。

ツ…務 め な いが 、義理 も考 え な い、わ りに不 義理。

…努 めて お けば 、 日頃が大 切 な社 会、打 て ば響 く。

チ…お互 い に助 け合 う、相 互 扶 助 が、支援 しあ う。

一努 め て も、 わ りに鈍感 で 、 ほ どほ どが よ いか も。

ン… …………務 め られ ないの で、務 め ない人 だ か ら。

レ… …… …努 め て あげた ら、加 勢 してあ げ な さい。

… …… … …務 め た ところで 、お返 しは無 理 な性格 。

ル ク… ……伝 って歩 け る、伝 い歩 きがで きた な ら。

テ … ……‐…伝 って立 った ら、 自然 に回復 に向 けて。

ツ ドレ… …

ツ トイ アル キ … … ……伝 い なが ら歩 く、 ど うや ら回 復 に近 い。

ツ トイア イ チ… …伝 い なが らの歩行 訓 練 、無 理 は厳 禁 だか ら。

ツ トミー …務 め な さい、 努 めて お けば 、 いつ か世話 に もな る。

集 まれ 、 みん な寄 ったか 、集合 しな さい。

ツナイデーついての ことで、来た機会 に、来 る機会が あ って。

ツナガツチ ヨル………連結、連なって いる、連ねてあ るので。

ツナギユ…………・連絡を 、次の人に知 らせて、順に知 らせて。

ツナガ ン ト………連ね ない と、結びつ けないと、結ば ないと。

ツナイ ジヨケー……連ねて おけば、結 びつけて、連結 してお く。

ツナガ レチ………結 び付 け られて、連ねて いる、連結 されて。

ツナガル リヤ…………つ ながれていると、結 びつけてあれば。

ツナイ ジク リー………………連ねておけば、結ばれて いれば。

ツナ ンサキユ……綱の先 には、綱の先 は用心 して、結 び目に。

ツナギユ…………連絡を、知 らせては しいが、次に知 らせて。

ツナギヤ・…………………っ ないでおけば、結 びつけておけば。

ヅニノツチ…調子 に乗 って恥 じか き、調子 にの ると坂 落 と し。

ヅヌ リ………………ず る賢 い、根性が悪 い、人を見て考え る。

ツヌルキ……す るりにげだす、す ぐにげだす、損には逃 げで。

ツネ ンカウ…… 日ごろの格好で、 日頃の応対で、普通 の顔が。
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‐

1) ツネ ンツキアイー 日ごろの好誼、ふだんのつ きあい、平常心。

ツネ ジヤ ロ‐………普通んあ りよ うじ、いつ もん通 り じゃろ う。

ツネナ……。………… いつ もん とお りじゃな、いつ もと一緒 な。

ツネ ノ……・……日ごろの、ふだん着の、 いつ もん通 りじゃな。

ツネ ンモ ン‐……… 日ごろの もので、ふだん通 りの、 いつ もの。

ツネカルノヤ……………日ごろか らの付 き合 いで、ふだん着で。

ツネラ レチヨルーひど く指先で刺激を、脅 しや内緒気配 りに。

ツノカルキー……角が見せ所で、角の 自慢 も価値が、角か ら。

ウ ブガイイ ド………角が 自慢の見せ所、 自慢 したい気持 ちの。

ツノガハエ タ‐…………角がや っと覗 いたので、角が出て安心。

ツ ノデ ン ミル カ… …角 で もみれ ば 話 も弾 む、角 か ら手始 め に。

ツ ノデ ー タ……… … …角 が 出たの は脈 が あ る、角 な ら見込 み も。

ツ ノマ ジヤ ………角 まで は言 わず と も、角 が あ るか ら、取 引 。

ツ ノ ンワキ ‐̈一角 の そば になにか 、 隠 れ た取 引が 、角 と宝物 。

ツ ンゲ ツ ンゲ ー ‐一 … …荒 たて た言 葉 使 い、暴言 が 飛 び出 して。

ツンツル…………………はげて しまって、はげたので少 し姿が。

ツンツルシチ…姿だけでは決め られない、見かけとは異なる。

ツン トシチヨル…………無口な異質人間、人見知 りする性格。

ツバイル……相手が悪かった、ひと呼吸 しないと、異質人間。

ツバ クラ………つばめ、燕はまだきないか、燕の巣造はまだ。

ツパ ム ザヤニーーつばめて昇専、つぶ してたためば、保存 も。

ツバ メチ ヨケ………たたんでおけば、つほほめて保存すれば。

ッバサキヤー…………唾のさきには、つばさきにとりが止 まる。

ツバキ ンジヨ………近 い近所の人 たち、 日ごろか らの人たち。

ツバ イラワ リ………唇 のいろが少 し不安 、唇 に紅を さ しては。

ツ ビデ ン……庭先 にで も、庭先を利用 して、庭先の高度利用。

ツ ビホセ……。………庭先の干 し物 、庭先 に干せば乾 きも早 い。

ツ ビヒロギ……庭先 に広げて乾燥 す る、庭先が理想的な場所。

ツ ビヨシイ庭先 に寄せて しまい込む、庭先で袋 に入れて。
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■ ) ッ ビホ タ ッチ・…庭 先 に捨 て 、庭 先 に集 めて お く、庭先 に整 理 。

ッ プ レタ ンカ…潰 れ ま したか 、潰す ことが 出来 た、潰 れ たわ 。

ッ プ レチ ョル…… …… ……潰 れ て しま った、潰 れ て整理 出来 た。

ッ プ ル リャ・… …… … …潰 れ た の な ら、つぶ れ て 始 末が 出来 た。

ツ プ シ ン… …… ひ ざ の痛 み、 ひ ざが痛 むので 、 ひざか ら腰 に。

ツ プサ ン ト…… …… …潰 して お けば始 末 が 、つ ぶ せ ばか たず く。

ッ プ シー… … …始 末 して しま う、漬 した ことで か いず くよ う。

ッ プ シタカ……潰 した のです か 、つぶ したか ら整 理 が 出来 た。

ツ プ レタカ ……… … … … ………漬 れ たので、潰 れ て か たず い た。

ッ プ シチ ョケ … …閉 じるか ら、 目を閉 じて 、 目を あ けな いで。

ツ プ リヤ コス … … … 目を と じたの な ら、 目を 開 じて考 え る と。

ツ プ ヨ リャウメー … …選別 した の は上等 、選 別 の価値 が あ る。

ツ プ レチ ョリャ… … 目を閉 じて いれ ば、 目を 開 じたな らよ い。

ッ プ レン……閉 じ られ ない、 閉 じると不安 で 、 閉 じな くて も。

ツ プセ ………閉 じな さ い、閉 じて静 か に、潰 して か たす け る。

ツベ コベユ ウナ ー … … い ろ い ろ言 わ な くて も、 言 い訳 は無 用 。

ッベ テーキ 。一 一 … … … …冷 た い もので、冷 え切 って い るか ら。

ッベ テ ー ド… …… … … Ⅲ冷 た い と痺 れ そ う、冷 え す ぎて応 え る。

ッベ ヒロギ ー … …… … …… …庭 先 に広 げて千 す 、 庭先 で乾 かす。

ッベ トー ジ……………… ………冷 た くて身震 いす る、冷 えす ぎて。

ヅベ ッ ト‐・ ―ず る りっと滑 る、 急 に滑 る込 む。

ッベテータ…………冷たいとは言わないが、冷 たさに苦言 も。

ツベテーヌ………つ めたいのを押 しっけた、冷 た くて我慢が。

ツボ ンクソ……庭先 の車を、庭の草取 りも、庭 の草はす ぐに。

ッボム リヤ………細 めにすれば、縮むませて絞 め る、細 め る。

ツボ ンク リ…………庭先の回 りに、庭の片側 に、庭先の隅に。

ツボサキ……………庭先 は広 くて使 い勝手 もいい、庭先の利用。

ツボ ンワキ ………庭先の回 りに、庭先は有効利用。

細めて絞 る、細めにすれば上品に見え る。ツボメチ‐
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て) ツボ ンハネ。一……庭先んは じっこ、庭先の端 、庭先ん片側 に。

ッポ………………針灸の灸点場所、庭の総称、農家の作業場 。

ッボサル リヤ………………潰 して しまうと、処理 して しまえば。

ツボデ ン……庭先 で も、使 い方では利用価値が ある、灸 の点。

ツマラ ンコツデ ンーー ………たい した事が な くて も、雑 で も。

ツママニヤ……つ まんで、つ まむの も難 しい、つまむ楽 しさ。

ツマラ ンカチ………駄 日か と確認 とって、駄 目が案外の時 も。

ツマ リメー…………………駄 目と思 うが、駄 目と早呑み込 みは。

ツマ ンナ…………………詰 まると困 る場合、つ まるか ら有効で。

ツマラ ンキ………詰 まらないの意味は、駄 目と決めつけない。

ツマ ンジヨケ・……積 まないで、積 まないが よい、積む と迷惑。

ツマ ミソコネチ。一―・………つ まみ失敗 したが、つまみ方 に も。

ツマ ンジミリヤ…………つ まんでみ ると、予想以 上の成果 も。

ツマラニヤ……………駄 目な らもともと、駄 目と早合点 は危険。

ツ ミナコツ・………迷惑 な事、罪 になるよ うな、相手の心情をぅ

ツ ミニユー………………積み荷を運ぶ、積み荷 :ま 責任を もっ C。

ツ ミアギー…………・…積み上 げて、積む ことで整理 もつ くが。

ツ ミクウダ………………積み組んだ、積んであるのはよいが。

ツ ミメーカ……………積まないがょいのか、積むまいと思 うが。

ッ ミ,く リガ………積む度に しぼむので、積み方の工夫 も必要。

ツ ミマ ドイカー罪の代わ りに役立つか、罪のお返 しの好誼か。

ツ ミツク リユ …………思わぬ罪作 りして、相 手 :こ 迷惑か けた。

ツ ミカサ ヌ リヤ…罪がかさな ると義理が壊れ る、人は大事 に。

ツ ミク ジユ・ ・爪 で傷 をつ け る、 爪 で ひど く痛 め る。

ツム トイイニ……散髪すれば、積めばょいのに、摘む と後 に。

ツムカン………………摘むか もしれないが、積 むの もよいか も。

ツムルー………………詰め る、閉める、 とだす、席を満 たす。

ツム ンジヤ ロ…積 むので しょう、摘み とって収穫、散髪す る。

ツムゴタル………摘むよ うです、積むので、混み合 うよ うで。

″"D
■3 さ
い` Jヽ・

98



続編 NQ2 4号  あとが き

今回 もご愛読をぃただ きま して 厚 くお礼 を申 し上 げます。西年

は羽ばた くと申 します。いろんな問題 も多発す るが  自分は健康

で有意義な 一年であるよ うに 有意義 な人生を謳歌 して 悔 い

をの こさないよ ぅ お祈 り申 しています。猛暑の予想 もあって

健康管理には 充分に心 くば りを 念 じて い ます。

子 どもの世界 には 故郷童話を 3本 。民話 …伝承 に も 2編 を 女

性 の底力に も 3人 の選 しい努力が 輝 いて います。 あの時は苦

労 したがやは り 過 ぎてみ るとその かい もあ った人生双六。

方言単語『 た』か ら『つ』 :こ  入 りこの号 で 21495語 になり

ま した。 3面 に別 けて掲載 。故郷の味には『 み どり会』の 入選

した『 だん ご じる1を  中心 に 3品 。玉手箱 を開けた ら 懐か し

い話がポロ リ は じけま した。懐か しい唄 も 6曲 を ご披露 して

音を忍びま しょう。

五助街道『宇曾山物語 』 は  4回 目途 中 まで上 って休憩場面。

夢 とロマ ンが漂 う回想記です。 あげな話 こげ な話に ゃ 野津原が

大分ん食べ物が  見直され るよ うです。締 めの民話伝承を辿 ると

古 い 歴史や暮 らしに も出会 う 故郷の良 さが思 い出され ます。

m25号 は 10月 発行の予定 です 皆様 の ご支援で支え られて

継続 しているよ うな 野津原方言集です  これか らもご支援の程

お願 い もうしあげて 今回 も筆をおかせて  いただ きます。暑さ

に向かいます  ご自愛 なさ って くださいませ。たつた~度 きりの

人生です。お元気 に有意義 に お過 ご しの程を。

編集子一同

1動|■
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伝言板

25号

西 年 の秋 に発行予定 の m25号 に は

いつ もの よ うに 素人 集団 の野津原 方 言

を 掲 載 予 定 に して い ます 。 今 だか ら

残 せ るそん な想 いで  皆様 の ご支援 に支

え られて  約 25年 あ ま りに な ります 。

野 津原方 言 調 査 会  会長

ほか

方言でない物 も あるで しょう。が とにか く入れてお く事で

っぎに この種ん研究調査を される皆さんの参考にでもと

生 きがいに した 調査収拾なのです。だか ら方言で iま ない

そんな言葉 使 ってはいけない 使われ ない言葉などもあり

ますが 方言集の特性上 あえて入れてあります。のでその

点はお含み ください。

古 い先人 たちの使 った 野津原の生活用語方言  それで相手

に気持 ちがつたわ り 生 き続けた人たちの 情愛 と人の心が

生 き続 けています。伝承民話。子 ど もと方言、故郷 の味、宝

の玉手箱 、宇曾山物語、 ち ょつ と一服。女性の底力 、あげな

話 こげな話題、方言単語『つ』の項。などなどが 方言お し

ゃべ りで挿入 して 説明 もつけてあれます。

ご自愛 なさって くださいませ。お元気 な 日々を

しています。

お祈 り率

平成 29年  春吉日

小 野寿祐

会 員一 同
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平成 4年 当時文化財調査員だ った 甲斐実行前会長が『先人の残

した生活用語 の方言』を 調査 して残 した らと呼びかけたが『 ヨダ

キーナ ァ』 予想通 りの返事が帰 った。世は平成時代 に代わ り町政

も 30周 年過 ぎ今市小新校舎落成、野津原中学校体育館大規模改

修完成。第一回福祉健康祭、.九 州横断道路開通 の年。有志 7名 指名

に理解獲得、当時の佐藤教育長 に も支援依頼 、町政 35周 年記念 に

出席の来賓記念 に 方言単語『前後 こばれ話』 3冊 セ ッ トを 記念

用 に町 に寄贈、支援 を頂 いて増刷 し全員 に謹塁 中 しま した。

以来毎年 1回 発行を続 け 臨時冊子発行など通算 34冊 が 完成

しま したが これ も 町や公民館、多 くの皆様の ご愛読 ご支援 によ り

既 に 方言単語 も28400語 あま り。勿論卑下す る言葉 使われ

ない単語 など も方言集 の性格上 入 っています。全て会員の手づ く

りで 日本一 お粗末な冊子です。愛読 され ます皆様 の ご希望 もあ って

平成 27年 か ら春秋 2回 発行 にな りま した。

方言単語 は分割 して挿入 して進み 途 中で『 単語集』の発行 も。

更 に再度の分割挿入。取 り組んで約 25年 あま り 単語 だけです と

約 48000語 は 集計 されたよ うですo単語 によつては同 じ異 な

る意味 もあ ります…イイデー良いです。必要 ないです。 ワ リー…悪

いのでゃめて。病気 です。 ョヵロゥ…良いと思 う。いいん じゃない

。皆んなに賛成。ムイチ ミヨ… しつか り開いて。剥ぃで。方向 に。

チ ョウシンイイ…非常 に順調 .逃 げ口上。要領者。などです。

大分県立大分図書館 に も謹呈  1冊 を永久保存。 1冊 貸 し出 し用

。 1冊 閲覧用 に して くださ つています。内容 には方言単語中心 に

10あ まりに ジャンル設 け 面白い話題や民話 子 ども向 き読 み物

歴史の輝 き 女性 の底力 など 民族風情 も輝 ぃています。

( 10: )



☆ 発行以来 ご協力頂 いていま した 、

寺司勝次郎様、松本英明様  お二人 には表紙画を ご支援頂 き

誠 にあ りが とうごさいま した。

★ 調査会では 甲斐英行様、利光節子様、佐藤吉晴様。お覇L入

の豊富な調査力が 思い出と共に残 ります。

◇ 野津原にご縁のあつた 多くの皆様 も愛読 してくださって

今も お元気に当時が蘇ると お便 り頂いています。

◇ 方言集m24号 《通算 34号 》 今回 も会員 4名 が調査収拾

ゃ 編集構成 印刷製本 と全てを 手づ くりで お手元に

お配 り お送 り申 しました。今後 もご健勝に引き続 きご愛読

の程 お願い申 し上げます。皆様の ご愛読  ご支援 によっち

今回 もお届け出来 感謝申 しています。

◎ 調査収拾…小野寿祐、佐藤源治、那須政子、赤星 ョシミ。

監修印刷…小野寿祐、赤星 ヨシミ。カッ ト…那須政子。

製本点検…小野寿祐。編集印字…佐藤源治。

平成 29年 4月 吉 日

健, 870==1211 野津原方言調査会 会長小野寿祐

重i 387==588==0572
窒 事務局 538=0092

( toz)



_||  _

.  ・   |

・
|.|'・  _

―
■
●

―
―

●
●

●

●


	zoku24_20220606_0001 (3)
	notuharu_zoku24_1-102
	IMG_20210922_0001
	IMG_20210922_0002
	IMG_20210922_0003
	IMG_20210922_0004
	IMG_20210922_0005
	IMG_20210922_0006
	IMG_20210922_0007
	IMG_20210922_0008
	IMG_20210922_0009
	IMG_20210922_0010
	IMG_20210922_0011
	IMG_20210922_0012
	IMG_20210922_0013
	IMG_20210922_0014
	IMG_20210922_0015
	IMG_20210922_0016
	IMG_20210922_0017
	IMG_20210922_0018
	IMG_20210922_0019
	IMG_20210922_0020
	IMG_20210922_0021
	IMG_20210922_0022
	IMG_20210922_0023
	IMG_20210922_0024
	IMG_20210922_0025
	IMG_20210922_0026
	IMG_20210922_0027
	IMG_20210922_0028
	IMG_20210922_0029
	IMG_20210922_0030
	IMG_20210922_0031
	IMG_20210922_0032
	IMG_20210922_0033
	IMG_20210922_0034
	IMG_20210922_0035
	IMG_20210922_0036
	IMG_20210922_0037
	IMG_20210922_0038
	IMG_20210922_0039
	IMG_20210922_0040
	IMG_20210922_0041
	IMG_20210922_0042
	IMG_20210922_0043
	IMG_20210922_0044
	IMG_20210922_0045
	IMG_20210922_0046
	IMG_20210922_0047
	IMG_20210922_0048
	IMG_20210922_0049
	IMG_20210922_0050
	IMG_20210922_0051
	IMG_20210922_0052
	IMG_20210922_0053
	IMG_20210922_0054
	IMG_20210922_0055
	IMG_20210922_0056
	IMG_20210922_0057
	IMG_20210922_0058
	IMG_20210922_0059
	IMG_20210922_0060
	IMG_20210922_0061
	IMG_20210922_0062
	IMG_20210922_0063
	IMG_20210922_0064
	IMG_20210922_0065
	IMG_20210922_0066
	IMG_20210922_0067
	IMG_20210922_0068
	IMG_20210922_0069
	IMG_20210922_0070
	IMG_20210922_0071
	IMG_20210922_0072
	IMG_20210922_0073
	IMG_20210922_0074
	IMG_20210922_0075
	IMG_20210922_0076
	IMG_20210922_0077
	IMG_20210922_0078
	IMG_20210922_0079
	IMG_20210922_0080
	IMG_20210922_0081
	IMG_20210922_0082
	IMG_20210922_0083
	IMG_20210922_0084
	IMG_20210922_0085
	IMG_20210922_0086
	IMG_20210922_0087
	IMG_20210922_0088
	IMG_20210922_0089
	IMG_20210922_0090
	IMG_20210922_0091
	IMG_20210922_0092
	IMG_20210922_0093
	IMG_20210922_0094
	IMG_20210922_0095
	IMG_20210922_0096
	IMG_20210922_0097
	IMG_20210922_0098
	IMG_20210922_0099
	IMG_20210922_0100
	IMG_20210922_0101
	IMG_20210922_0102
	IMG_20210922_0103
	IMG_20210922_0112
	IMG_20210922_0113
	IMG_20210922_0114
	IMG_20210922_0115
	IMG_20210922_0116


